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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。

























　この世界には、昼と夜の狭はざ間まを生きるものたちが、人知れず暮らしている。

　人間たちよりずっと少なく、人間たちより長命で、人間たちにはない様々な力を持つ。

　昼と夜の狭間。黄昏たそがれに棲すむ血族クラーン。

　彼らが存在していることを、ほとんどの人間たちは、知らない。

　人間によく似た姿で、人間たちの中にとけこみながら生きる彼らを、

人間たちは物語の中の生きものと考え、あくまでも空想の存在と認にん識しきしている。

　しかし実際は、彼らは人間たちを『隣人ナハバール』と呼び、ひそかに共存しているのだ。




　人間たちから『モンスター』と呼ばれる彼らには、鉄則がある。




　血族クラーンは、いかなることがあっても隣人ナハバールに危害を加えてはならない。




　もし、隣人ナハバールが血族クラーンに危害を加えてくることあらば、

速すみやかにそれを退け、すべての痕こん跡せきを消してそこから去れ。




　そして、隣人ナハバールに害をなす血族クラーンは、異端者ケツツアーとみなして、狩かれ。







　　　　１







　司し堂どう咲さく夜やは、先日十六歳になった。

　クラーンでは、十五歳で成人とみなされる。

　咲夜は少々複雑な生おい立ちなので、クラーンの一員として認められるまで時間がかかってしまった。クラーンの長老衆はいまだに認めたくないようだが、最長老エーアストがクラーンの証あかしであるマントとブローチを咲夜に与あたえたため、表立って彼女を排はい斥せきしようとする動きは見られなくなった。

「まぁ、表立ってはなくなった、だけだけどねぇ…」

　カーテンを半分開けた窓まど際ぎわのラウンドテーブルで、頰ほお杖づえをついて分厚いファイルをめくりながら、咲夜は気のない声で呟つぶやいた。

　目を通しているのは、クラーンの者たちが経営、携たずさわっている企き業ぎようの一覧とその詳しよう細さいをまとめたファイルだ。

　いままであまり興味がなかったのだが、少し真面まじ目めに知っておこうと考えて、執しつ事じのルイに頼たのんで用意してもらったのだ。

　モンスター・クラーンは世界中に散らばっている。様々な種族があり、大たい抵ていは人間たちの中に雑まじって生活しているのだ。

　姿かたちも生態も、人間たちに合わせて、その地域にとけこんでいる。そうして人間たちを雇こ用ようしている者もあれば、取引をして経済を活性化させている者もある。中には自然を残したうえで地域開発に従事している者もあり、それぞれがそれなりに資産を持っている。地域の名士や旧家と言われている者の一部はクラーンだと考えていい。

　マインツを拠きよ点てんにしている咲夜の義父カールは、貿易商として忙いそがしい日々を送っている。規模の大きな会社で、系列にたくさんの企業も抱かかえており、咲夜もアルベルトもそれらの株を多数所有している。

　という話を友人の東とう條じよう要かなめにしたところ、彼はぽかんと口を開けて咲夜をまじまじと見たあとで、こう言った。

　そうか、お前はいま身ひとつで放ほうり出されても生きていけるだけの収入があるのか。

　言われてみればそうなのだが、あまり深く考えたことがなかった咲夜である。何しろ彼女はベルンシュタイン家の庇ひ護ご下にあり、波は瀾らん万ばん丈じようさは桁けた外はずれだが、標準以上に幸せだと思われる人生を歩んできたのだ。

　少しだけ興味がわいたので自分の株配当の詳細を調べてみたところ、相当の贅ぜい沢たくをしても一生暮らせるだけの金額が口座にあった。さらにそれは年々増えていくのである。使い切れるような額ではない。使う予定もなければ使い道も思いつかないというのが本音だ。

　小こ遣づかい帳でもつけておくべきだろうか。しかし小遣いと言えるレベルの額ではない。

　そもそも咲夜が必要なものはカールやグレーテルが用意してくれるので、自分で何かを購こう入にゆうすることがあまりないのである。

　要があまり驚おどろいていたので、邸やしきから森につづくこの辺り一帯の土地はベルンシュタイン家所有で、市の中心部に幾いくつものビルと土地を所有していることまでは伝えないことにした。何かの機会があったら話してもいいが、あまり話すとひけらかしているように感じられそうで、それが咲夜は嫌いやなのだった。

　たとえ要がそんなことはまったく頓とん着ちやくしない性格だとわかっていても、必要もなく話すようなことではない。

　ファイルをめくっていると、ドアをノックする音がした。

「咲夜様、よろしいですか？」

「はい、どうぞ」

　ドアを顧かえりみると、トレイを手にしたグレーテルの笑え顔がおが現れる。

「クルミのクッキーを焼きましたよ」

　ほんのり甘く香こうばしい匂においが鼻をくすぐる。咲夜は目を輝かがやかせた。

「わ。ありがとう、グレーテル」

「お茶は、先日カール様がお土産みやげに買っていらしたアイリッシュアフタヌーンです」

　アイルランドの系列会社に視察に行った帰りに、ダブリンの街中にあるティールームで一服したそうだ。そのとき飲んだお茶がくせがなくおいしかったので、咲夜の好みに合うだろうと土産に買ってきてくれたのである。

　咲夜は紅茶をストレートで飲むのが好きなのだ。ミルクティーも嫌きらいではないが、ストレートのさっぱりとした味わいを好んでいる。砂糖は入れない。たまに落ち込んだときにほんのりとした甘さが感じられるくらい蜂はち蜜みつを入れることもあるが、本当に稀まれなのだ。

　窓辺のラウンドテーブルにトレイを置いて、白磁のティーカップに紅茶を注ぎながらグレーテルは目を細める。

「勉強熱心でいらっしゃいますねぇ、咲夜様」

　汚よごさないようにファイルをキャビネットに移動させ、ラウンドテーブルに戻もどりながら、咲夜は肩かたをすくめて苦く笑しようする。

「いままで知らな過ぎただけだと思うわ。ナハバールと共存するためにクラーンがどうやって生活を成り立たせているかなんて、考えもしなかったんだもの」

　世間の子どもが大たい概がいそうであるように、父の仕事を漠ばく然ぜんと知っていても、どういう形でどういう仕組みでどういう役目であるのか、あまり気にもしていなかったのだ。他者に説明するときは、貿易商で色々なことを手て掛がけているようです、と言えばそれですむ場合が多く、それ以上の専門的な話を咲夜に求める人はほとんどいない。

　グレーテル手製のクッキーをつまむ。

「小麦も卵もバターも砂糖もクルミも、全部クラーンの農園で作ってるんだよね」

　咲夜の前にティーカップとソーサーを置き、グレーテルは頷うなずく。

「はい。すべて昔ながらの農法で栽さい培ばい、飼育されたものですよ」

　そんなところにも興味を持つようになったのかと、グレーテルは嬉うれしそうに咲夜を眺ながめる。

　クルミクッキーをかじりながら、咲夜は息をついた。

　ナハバールたちがオーガニックに注目する前から、クラーンの者たちはそれを徹てつ底ていしてきたということだ。何しろ昔ながらの知識を持つ者たちが元気に存命しているのである。それを活いかさない手はないというところだろう。

　中には名前と姿を変えてナハバールたちにその知識を提供し、あまり知名度が上がらないように調整しながら、収入を得ている者もいる。ナハバールたちと円えん滑かつに共存しているいい例だ。

　グレーテルの作る料理はどれもとてもおいしい。腕うでがいいのはもちろんのこと、ベルンシュタインの者たちに対する愛情が目いっぱい込められているからだろう。

　ずっと昔に亡なくなった義母のエミーリアも、家庭料理は上手だった。

　あのとき咲夜はまだ五歳だったので、何かを教わった記き憶おくがあまりない。せいぜい縫ぬい物とレース編みの初歩くらいだ。

　カールのベッドカバーはエミーリアが編んだものなのだと聞かされて、なら自分はアベルのを編むと決め、エミーリアに教わりはじめたころ、病気が発覚してそれどころではなくなってしまった。

　最後まで教われなかったことが咲夜は悲しかったし、エミーリアにとっても心残りだったのではないかと思う。

「ところで咲夜様」

　記憶をさかのぼっていた咲夜は視線をあげた。傍かたわらに立つ老婦人が首を傾かしげている。

「なに？」

「どうして急に、クラーンの表の顔を調べようと思われたんですか？」

　表の顔というのもなかなかすごい表現だなぁと思うが、モンスターとしてのあれやこれやは決して公表してはならないものなのだから、そういう意味では裏の顔で間ま違ちがいない。ナハバールに見せているものは、確かに表の顔なのだ。

　かじりかけのクッキーを口に放りこんで、咲夜はうんと頷いた。

「アベルはいつか父さんの跡あとを継つぐわけじゃない？」

「そうなるでしょうね」

　ヴァンピーアであるカールと人間のエミーリアの間に生まれたアルベルトは、先日ようやくクラーンの一員として認められた。それは同時に、彼がベルンシュタイン家の嫡子であるとクラーン中に公表されたということでもある。

　アルベルトが嫡ちやく子しとされる前までは、クラーンの女性をカールと再さい婚こんさせて子を儲もうけさせ、その子をベルンシュタインの正統な後こう継けい者しやにしようと画策する一派もあったようだが、カールはその要求を華か麗れいに拒きよ絶ぜつし撃げき破はしつづけていまに至る。

　我が家には頭脳明めい晰せき容よう姿し端たん麗れいの立派な息子むすこと娘むすめがいるというのに何が悲しくて愛してもいない女と結けつ婚こんして子どもを作らなければならないのかいい加減にしないと長おさの役目を放り出して雲くも隠がくれするぞ！　とは、しつこい長老衆にとうとう堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れて激げつ昂こうし牙きばを剝むいた、モンスター・クラーンを束ねる当代ベルンシュタイン公の啖たん呵かである。

　さしもの長老衆もこれには押し黙だまった。何しろカールはある日突とつ然ぜん何かで嫌いや気けがさし出しゆつ奔ぽんして十年以上行方ゆくえ知れずになった過去がある。ついでに言うとそのときに、ナハバールでありながらカールにとって唯ゆい一いつ絶対の女となったエミーリアと出会い、色々あってかっさらってきた。

　モンスター・クラーンは、その存在を架か空くうのものとして、ナハバールのなかにとけこんで生きている。それぞれの種族の長ともなれば、クラーンの者たちを守る重責を担になうことになる。それ故ゆえに、長の結婚相手は、長自身が選んだ相手であることが望ましいとされている。

　もっともそこには、血族の中からという暗あん黙もくの掟おきてがあったのだが、カールはそれを黙もく殺さつしたのだった。

　カールとエミーリアの間に生まれたアルベルトは、それぞれの血を半分ずつ受け継いだダンピールだ。クラーンの一員とみなされはしたが、ダンピールである彼がベルンシュタイン家の家か督とくを継けい承しようし、モンスター・クラーンを束ねる長の任につけるか否いなか。前ぜん途と多難であることに変わりはない。

　ティーカップを持って、咲夜は思し慮りよ深い目をした。

「いつか、アベルが父さんの跡を継いだときに、役に立てたらいいなと思って」

　ただでさえ風当たりが強いアルベルトだ。せめてナハバールに対する方面だけでも力になりたいと思う。

　もっとも、咲夜はほかのクラーンのように長命ではない。十六年前、育てられなくなった人間がこの邸の前に置き去りにした赤ん坊ぼうが咲夜だ。

　アルベルトはダンピールとはいえ寿じゆ命みようは人間より相当長いだろう。彼がベルンシュタインの家督を継ぐときに、果たして自分は生きているだろうか。

　咲夜は時々そんなことを考える。

「…………ねぇ、グレーテル」

　沈しずんだ声こわ音ねで呼ばれ、老婦人は怪け訝げんそうに目を細めた。

「はい？」

　咲夜はティーカップを両手で包むようにしながら、紅茶の表面に視線を落とした。

「ダンピールって、どのくらい生きるのかな」

　思いがけない問いに、グレーテルは考え込んだ。

「そうですねぇ……」

　過去にいなかったわけではないが、それらは大たい抵ていヴァンピーアの牙を受けてクラーンに加わった者たちが、もともと連れ添そっていた人間の伴はん侶りよとの間になした子だった。

　カールのように生きつ粋すいのヴァンピーア。それも、とりわけ血の濃こい長の血筋に生まれた例は記録にはない。グレーテルはかなり長命なのだが、生粋のヴァンピーアの血を引いたダンピールは、彼女の記憶のどこにも存在していない。

　押し黙って険しい顔で考えているグレーテルを横目に見ながら、咲夜は頰ほお杖づえをついた。

　できるだけ長く一いつ緒しよにいたいと願うが、それには決断が必要になる。人間であることをやめて、モンスターとなるという決断が。

　ベルンシュタイン家はヴァンピーアの長だから、もしそのときが来るとしたら咲夜はヴァンピーアとなるのが望ましいのではないかと思われる。

　そのためにはヴァンピーアの牙を受けなければならない。

　ティーカップを眺めて、咲夜は思った。

　前ほど、人間であることに固こ執しゆうしているわけではない。必要不可欠な状じよう況きようが訪おとずれたら、その道を選ぶ自分が多少なりとも想像できるようにもなっている。

　しかし、問題はそれだけではないのだ。

　ダンピールの牙で、正しくヴァンピーアに転化できるのだろうか。ダンピールの牙ならダンピールに準じた存在に転化するのだろうか。しかしそうなると、ヴァンピーアであるベルンシュタイン家の子どもがふたりともダンピールとなるので、さすがに長老衆が黙っているわけはない。気がする。

　しかしだからといって、いままでさんざんないがしろにしてくれたほかのヴァンピーアの牙を受けるなど言語道断、全力で拒きよ否ひだ。

　ならば家族ならいいのかというと、父の牙を受けるのは、何かこう、理性と感情が止める。異性間の吸血行こう為いというのは特別な意味があるものなので、義理ではあっても父の牙を受けるというのは、さすがにまずいだろう。

　ダンピールの牙でもヴァンピーアに転化できるなら、それが一番なのだが。誰だれか詳くわしいクラーンはいないものか。

　色々考えてはいるものの、現状において咲夜は人間であることを誇ほこりに思っているので、いまのところそんなつもりは欠片かけらもないのだが。しかし、いずれのことは頭の片すみで少しだけ考えておかないといけない気がしていた。

　カールとアルベルトのクラーンでの立場をこれ以上危あやうくしないためにも、咲夜にできることはしなければ。

　クラーンが人間社会でどのような企き業ぎよう経営をしているかに目を向けたことはなかったのだが、調べはじめてみるとなかなか興味深い。

　ベルンシュタイン家に関しては、一番大きいのは貿易会社の収益だ。このほかに最近ではワイン製造や農業関係も数値をのばしている。水産業は別のクラーンが運営する会社と提てい携けいしており、林業も扱あつかう。考えてみれば、クラーンの本ほん拠きよ地ちともいうべき黄昏たそがれの城はシュヴァルツヴァルトの最奥に位置しているのだから、城を囲む森の手入れなどは重要事じ項こうだ。それの延長で会社を興おこしたのなら当然の成り行きといえるだろう。

　などという現実的な話を聞いたら、モンスターにロマンを抱いだく東條要は確実に頭を抱かかえるだろう。まったく、ロマンとリアルの間には暗くて深い溝みぞがあるものだ。

　ヨーロッパに住むクラーンの経営する会社はすべて提携しており、カールはそれらを統とう括かつする立場なのだ。

　なるほど、クラーンの表の顔はベルンシュタイン家を総そう帥すいにしたコンツェルンだったのかと、咲夜はいまさら知ったのである。

　そう考えると、モンスターたちは実に巧こう妙みように人間社会にとけこんでいるのだ。企業なのだから雇こ用よう者がおり、それらは大半がナハバールだ。ナハバールの生活を数少ないモンスターが支えているのである。

　自分たちの雇用主がモンスターだと知ったら、ナハバールたちは腰こしを抜ぬかすかもしれない。

　何もなければ円えん滑かつな関係が成立するシステムが完成している。長い時間をかけて浸しん透とうさせたのだろう。

　それを脅おびやかすのが、クラーンを離り反はんしてナハバールたちに害をなす、異端者ケツツアーだ。

　いままで咲夜は、ケッツァーはナハバールにもクラーンにも害をなすものだと漠ばく然ぜんと考えていたのだが、どういう脅きよう威いであるのかを深く考えたことはあまりなかった。

　咲夜が思っていた以上に、ケッツァーは脅威なのだ。ナハバールとクラーン双そう方ほうにとって。

　そりゃあ全力で狩かるわけよねと、いまさらの感想を抱いてしまったのはここだけの話だ。

　頭をひとつ振ふって、アイリッシュアフタヌーンティーをひと口飲む。渋しぶみのないさっぱりとした味と芳ほう香こうが広がった。おいしい紅茶はほっとさせてくれる。

「ねぇグレーテル、話は変わるんだけど」

「はい？」

　先ほど投じられた咲夜の疑問に答えあぐねて渋じゆう面めんを作っていた老婦人は、少しだけほっとしたような顔つきで応じた。

「トーゴはうちから出なければいいのよね」

「カール様はそのように仰おつしやっていましたね」

「敷しき地ちから出なければいいわけよね」

「……だと、思いますけれど…？」

　念を押す咲夜に、胡う乱ろんげなグレーテルの目が向けられる。

　咲夜は、悪だくみを思いついた子どものような目で笑う。

　嫌いやな予感がしたグレーテルは、何を考えているのか問おうと口を開きかけた。

　そのとき、咲夜の首にかけられた青い石が、仄ほのかに輝かがやきだした。持ち主である咲夜がブラオと呼ぶ不思議な石だ。

　カーテンを半分開けただけで、光の届かない部屋の奥はほんの少し薄うす暗ぐらい。仄青い光は瞬またたく間に部屋いっぱいに広がり、咲夜やグレーテルを青く照らす。

「なに…？」

　カップをソーサーに置き、テーブルに手をついて腰を浮うかした咲夜と、トレイを両手で抱だきしめるようにしたグレーテルは、ブラオの光がひときわ強く示すほうを振り向いた。

　青い光が壁かべをスクリーンのように浮き上がらせる。そこにぼんやりとした人ひと影かげが現れた。

　咲夜はスクリーンとなった壁を凝ぎよう視しした。

　闇やみの中だ。白い衣装を身にまとった華きや奢しやな肢し体たいの、おそらく若い女性。いまにもくずおれそうな体を両手でなんとか支えている風ふ情ぜい。うなだれて、ほんのりとウェーブした長い髪かみが顔を隠かくしている。あらわになったうなじはほっそりとして蠟ろうのように白い。

　じっと見ていた咲夜は、彼女のまとう衣装が古代ギリシャのキトンとヒマティオンだと気づいた。

　青い光に映し出された暗くら闇やみで、力ちから尽つきたようにくずおれた女性は、最後の力を振り絞しぼるようにして首をもたげた。
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　大層美しい面おも差ざしがあらわになる。

　咲夜はその相そう貌ぼうに釘くぎづけになった。

　乱れた髪はどうやら金色。何よりも印象的なのは、その双そう眸ぼうだ。

　何度か遊びにいったことのあるイタリアの青の洞どう窟くつで見られる、神秘の青。

　その色の瞳ひとみを咲夜は知っている。あれは。

「…………っ！」

　すぐ隣となりで息を呑のむ気配がして、次いでトレイの落ちる大きな音が響ひびいた。

　咲夜は振り向いた。壁に映し出された女性を、口元を両手で押さえて瞠どう目もくしたグレーテルが凝視している。

　わなわなと肩かたを震ふるわせた老婦人は、掠かすれた声でうめいた。

「ステンノ…っ！」

　目を見開いて、咲夜はくずおれた女性に視線を戻す。

　苦しそうに息を継つぎながら、女性は立ちあがろうと懸けん命めいに足あ搔がいているようだ。しかし力が出ないのか、すぐに膝ひざが砕くだけて地に手をついた。

　再び乱れた髪に隠れた面差し。地についた手の甲こうに、ぱたぱたとしずくが落ちた。

　嗚お咽えつのような声が震える喉のどから漏もれたのを、咲夜とグレーテルは確かに聴きいた。

　胸をえぐるような悲痛な声だ。聞いているだけで苦しくなるほどに。

『…………て…』

　地についた手をのろのろと握にぎり締しめながら、グレーテルがステンノと呼んだ女性はおもむろに天を仰あおいだ。

　頰ほおを涙なみだが濡ぬらす。目め尻じりから伝う新たな涙もそのままに、彼女は振り絞るように叫さけんだ。

『……助けて……エクシール…っ！』

　咲夜ははっと息を呑む。それは。

　仄青い光の中で、ステンノは静かに崩くずれ落ちる。

『……エクシール………どうか…………っ』

　唇くちびるは動いているが、それ以上音にならない。

　倒たおれたステンノはそのまま動かなくなってしまう。

「ステンノ…どうして…！」

　真っ青になったグレーテルがふらふらと歩き出す。彼女の手がステンノに触ふれる。そう錯さつ覚かくしたとき、ブラオの放つ光がふっと消えた。

　グレーテルの手は壁につき、倒れた女性の姿は既すでに失うせている。

　壁に両手をついたまま、グレーテルはずるずると座り込んだ。色を失った肌はだは土気色で、慄おののくように全身を震わせるその姿は、咲夜がいままで一度も見たことのないものだった。

「……グレーテル…」

　狼ろう狽ばいして動けない咲夜に、老婦人はのろのろと振り返った。

「いまのは、ステンノ…。…なぜ…彼女が……」

　咲夜は両頰をたたいて自分を立て直すと、駆かけ寄ってグレーテルに手を貸した。

　ラウンドテーブルまで導き、老婦人を座らせる。

「待ってて、水を持ってくるから」

　踵きびすを返そうとした咲夜の手を摑つかんで、グレーテルは頭かぶりを振った。

「いいえ……、大だい丈じよう夫ぶです……」

　青ざめた顔で気き丈じように告げると、グレーテルは深呼吸をした。

　汗あせのにじんだ額を咲夜の差し出したハンカチでぬぐい、強こわ張ばった表情で両手を握り合わせる。

　いつも落ち着いて揺ゆらぐ様など想像もつかなかったグレーテルが、明らかに動どう揺ようしている。どうしていいのかわからず、咲夜はかける言葉も見つからない。

「……」

　グレーテルは震える両手で顔を覆おおう。しばらくそうしていた彼女は、咲夜が十五回目の呼吸を数え終えた頃ころにようやく顔をあげた。

「…カール様に…報告しないと…」

　そうして彼女は、頼たよりない風情で自分を見下ろしてくる咲夜の不安そうな瞳に気づき、泣き顔に似た表情で笑った。

「ああ、すみません、お嬢じようちゃま。驚おどろかせてしまって……」

　咲夜はぶんぶん首を振る。

「いいから。そんな、無理しなくても……」

「いえ…。本当に、もう大丈夫です。思いがけないものを見せられて、動揺してしまいました」

　テーブルに手をついて立ち上がり、しっかりとした足取りでドアに向かって歩き出しながら、彼女は気丈につづけた。

「ブラオの見せたあの女性は、おそらくステンノ」

　その名を咲夜は知っている。古い神話に、一度だけ登場する海神の娘むすめ。ゴルゴン三姉妹の長ちよう姉しだ。

「ずっと行方ゆくえの知れなかった、私の姉です」










　カールが帰宅するまで、まだだいぶ時間がある。

　いつものように階段の手すりを磨みがいていたグレーテルは、やがて手を止めた。彼女を手伝って踊おどり場の彫ちよう像ぞうを磨いていた咲夜にさすがに少し目め眩まいがするので休ませてくれと言って、部屋に引き上げた。

　心配して部屋の前まで送った咲夜に、カール様が戻もどられましたら知らせてくださいと頼たのみ、グレーテルは額を押さえながらドアを静かに閉めた。

　自室に戻ってすっかり冷めてしまった紅茶を飲み干し、カップとポットとクッキーの皿をトレイに載のせてキッチンに向かう。

　銀器を磨いていたルイが目を丸くした。

「グレーテルはどうしました？」

　食器を下げるのはグレーテルの仕事なのだ。主あるじの娘である咲夜にそれをさせるなど、普ふ段だんのグレーテルならありえない。

「ちょっと…」

　なんと説明をすればいいのか。そもそもルイに話していいものなのか。

　答えあぐねて渋じゆう面めんになった咲夜の様子から何かを察したのか、ルイはそれ以上追及することなく、トレイを彼女の手から受け取った。

「新しいお茶とお菓か子しを用意しますので、離はなれに運んでいただけますか？」

「うん、わかった」

　ふたつ返事で応じる咲夜に、柔にゆう和わな風ふう貌ぼうの執しつ事じは目を細める。

　新しいお湯を沸わかしている青年執事の背中を見ながら、咲夜は先ほどまで目を通していたファイルの内容を思い出した。

　ルイの実家であるベリル家はフランスが拠きよ点てんで、城と広大なぶどう畑を所有する。ほかにも農作物を生産しており、ワインの製造と販はん売ばいも手がける。ルイは長男なのでいずれはそのすべてを継ぐらしいのだが、本人は実家に戻る気があまりないようだ。

　若気の至りというものがあったようなのだが、咲夜は詳くわしいことを知らないのだった。

「では、お願いします」

　淹いれたてのお茶を詰つめたステンレスのポットとお菓子、湯ゆ呑のみを入れたバスケットを渡わたされた咲夜は、ドアに向かいかけて足を止めた。

「あのね、ルイ」

「はい？」

　銀に近い金色の髪かみを首の後ろで結び、穏おだやかに首を傾かたむける執事に、咲夜は困ったような顔を見せた。

「グレーテルに、あったかいものを持って行ってあげてくれる？　できたら、ホットミルクとか、そういうの」

　それだけで、ルイは何かを察したようだった。

「かしこまりました」

「お願い」

「はい」

　にっこりと笑うルイの瞳ひとみは、エメラルドのようにきれいな深い翠みどり色だ。ベリル家のクラーンは血が濃こければ濃いほど瞳の色も深いのだという。

　キッチンの扉とびらを閉めながら、咲夜は険しい面おも持もちで唇を引き結んだ。

　ブラオの放った光の中に現れたステンノの双そう眸ぼうは、グレーテルと同じ神秘の青。

　クラーンには数多あまたの種族があり、その形態は様々だ。

　しかしひとつだけ、どの種族のどの血筋にも共通していることがある。

　それぞれの血筋に生まれたものは、濃のう度どの差こそあれど同じ色の瞳を持つのだ。

　そしてそれは、アルベルトが、ダンピールである以上に異い端たんとされる理由のひとつでもある。

　ベルンシュタイン家に生まれたものは、みな紫むらさき色いろの双眸をしている。しかしアルベルトのそれは、母であるエミーリアの色を受け継ついだ、闇やみにとける黒。

　時を封ふうじ込めた琥こ珀はくを家名とするベルンシュタインの瞳は、太古の紫むらさきと呼ばれるものだ。

　ヴァンピーア・クラーンの長おさ、ベルンシュタインの者だけが持つはずの瞳。

　その色を持った男の姿が脳のう裏りをよぎる。

　バスケットを持つ手に、無意識に力がこもった。

　ステンノの告げた言葉が耳に甦よみがえる。

　──……助けて……エクシール…っ！

　ベルンシュタインの始祖エーアストと瓜うり二ふたつの双眸をした男。追放者という名を持った、アルベルトの敵だ。

　なぜステンノの姿を、ブラオは映し出したのか。

　なぜステンノは、エクシールに助けを求めていたのか。

　なぜステンノはあれほど弱り果てていたのか。

　疑問はいくつも浮うかんでくるが、答えはまったく浮かばない。

　頭を振ふって、咲夜は深い息をついた。







　　　　２







　ドイツ、マインツの郊こう外がいにあるベルンシュタイン邸ていは洋館だが、敷しき地ち内に純日本家屋の離れを持っている。当主のカールが趣しゆ味みで建てたものだ。

　カールが週に数度寝ね起おきする以外無人だったのだが、過日からオリエンタールヴァンピーアが起居している。

「トーゴ、アベル」

　ガラスの引き戸を開けて呼びかけると、応じる声がした。

「ああ、入れ」

　がらがらと音を立てて閉まる引き戸が、カールに言わせると実に風ふ情ぜいがある、らしい。咲夜にはよくわからないが、日本の侘わび寂さびというものだそうだ。

　三月の終わりともなるとそろそろあたたかくなってほしいものだが、緯い度どの高いドイツはまだまだ寒い。日本家屋は、日本の気候に合わせた風通しの良い造りになっているので、夏は涼すずしく快適だが冬はそれはもう寒くなる。

　上着を羽織ってくれば良かったと思いながら襖ふすまを開けた咲夜は、掘ほりごたつに入って差し向かいで日本版のチェスをしているふたりの男を見下ろした。

　ああ、なんだか平和だ。

　トーゴの希望で取り寄せた日本版のチェスは、将しよう棋ぎというのだそうだ。少し縦長の五角形の駒こまに漢字で名前が彫ほられている。

　ルールはチェスとほぼ同じだが、駒の機能が少し違ちがうらしい。

「どうした、咲夜」

　長い黒くろ髪かみを無造作に括くくったオリエンタールヴァンピーアは、この将棋の国からやってきた。

　年の頃ころは二十歳はたちを過ぎたくらいに見えるが、実じつ年ねん齢れいは四百歳を超こえている。昔カールが世界中を放ほう浪ろうした際に出会った日本人で、国を捨てて海を渡り、牙きばを受けて吸血鬼の血族ヴアンピーア・クラーンに加わった。

　名はトーゴ。人間だった頃の名を呼びやすく略したものだそうだ。

　精せい悍かんな風貌にモンスター特有の鋭するどさがにじむ。引き締しまった体は人間だった頃に鍛きたえたままを保っているそうだ。彼はもともと日本刀を作る匠たくみの一族で、刀を自在に扱あつかう達人でもある。

　世界最強の切れ味を持った日本刀に魅みせられたカールと意気投合してヴァンピーアとなった青年は、神しん剣けんクラスの刀を二振ふり郷さとから持ち出し、クラーンに寄き贈ぞうした。

　通常、黄昏たそがれの城の地下、宝物庫にしまわれている刀は、現在このベルンシュタイン家マインツ邸にある。使い手がふたりともこの邸やしきにいるからだ。

「ルイに、これを持って行ってくれって言われたの。一息ついたら？」

「そうだな。少し休もうか、アルベルト」

　朗ほがらかに笑うトーゴをじろりと睨にらんだアルベルトは、彼にしては珍めずらしく渋じゆう面めんで息をついた。

　どうやら連敗しているらしい。あまり表情を変えないアルベルトがここまで険しい顔をしているのだから、相当手痛く負けつづけていると推察できた。

　ルイが用意したのは、トーゴの嗜し好こうに合わせた緑茶だ。トーゴ自身は紅茶でもコーヒーでもなんでもいいと言っているのだが、彼が一番好きなのは日本茶だと知っているルイは必ず緑茶を淹れるのだ。

　将しよう棋ぎ盤ばんをこたつの端はしに寄せて場所を作ったアルベルトが、咲夜を見上げてふと訝いぶかったように眉まゆ根ねを寄せた。

「どうした、咲夜」

　発されたのは先ほどのトーゴのものと同じ言葉だが、内容はまったく違う。

　こたつにバスケットを置いてステンレスポットや湯呑みを取り出していた咲夜は、手を止めてアルベルトを見つめた。

「……ちょっと…」

　それ以上、どう伝えればいいのかがわからない。ルイに対してもそうだったが、果たして言っていいのか判断がつかないのだ。

　すると、もごもごと口を動かしていた咲夜の首にかかるブラオが、彼女に応じたように仄ほのかに発光した。

　トーゴとアルベルトがはっと息を呑のむ。

　先ほど映し出された光景が、再びそこに現れた。










　ベルンシュタイン家が経営する貿易会社は、社名を「デメルング」という。表向きは夜明けの意だが、モンスター・クラーンが『黄昏の民ロイテ・ダー・デメルング』とも呼ばれるのを受けて、二重の意味をもってつけられた。

　マインツの中心部にある自社ビルの最上階にある社長室で、上等のスーツに身を包んだヴァンピーアの長は、渋面を作っていた。

　彼の前にはひとつの封ふう筒とう。先ほど秘書が、ドイツ北部の町キールの支社から送られてきたと言って置いていったものだ。厳重に封をされ、赤いワックスで封ふう蠟ろうが押されていた。

　カールが封を開けたので、割れた蠟が机き上じように落ちている。

　キールの支社長からの書類は封を開けずに持ってくるようにと命じてあるので、秘書は中身を知らない。

　ドイツ随ずい一いちの港町であるキールの支社長は人魚の血族マーメイド・クラーンだ。マーメイド・クラーンは七つの海に精通している。

　先月、ドイツ北部のリューゲン島ザスニッツにほど近い村シュトラントヴァルトで、クライスによる石化実験が行われた。クライスは不老不死を研究する秘密結社で、長命なクラーンを研究材料として欲ほつしているのだ。

　クラーンを離り反はんするケッツァーは大たい概がい末まつ端たんの者なので、クラーンの詳しよう細さいがクライスに漏もれたことは、いままではない。

　行き場をなくしたケッツァーは、時折クライスに与くみすることがある。クラーンを研究したいクライスの者たちは、末端でも長命であることに変わりはないケッツァーを丁てい重ちように扱うからだ。

　シュトラントヴァルト石化事件の首しゆ謀ぼう者しやは、そういったケッツァーだった。

　石化された村民たちはカールたちの尽じん力りよくで元に戻もどることができたのだが、問題が残った。

　果たしてクライスは、どこで人間を石化させる注射剤ざいを作り出したのか。石化を解く治ち療りよう薬も開発済みであったらしい。

　それらを作るには、メデューサの両頰ほおの血が必要なのだ。

　二百年前にクライスに奪うばわれた両頰の血はすべて奪い返したと思っていたが、どうやらそうではなかったと、先日の件でカールは思い知った。

　二百年前に、ケッツァーの狩かりおよび血の奪だつ還かんを命じられた執行者イエーガーだった自分の、明らかな失態である。

　もし万が一、メデューサの血がクライスの許もとにまだ残されているなら、それを奪還もしくは処分しなければならない。あれは、人間の手にあってはならないものだ。

　念のため、霧きりの森に棲すむ魔ま女じよたちに作らせた石化の治療薬をストックしているが、願わくはそれを使う日が永遠に来るなかれと祈いのる日々を送っていた。

　そんな折に、マーメイド・クラーンであるキール支社長から報告書が届いた。

　キール支社長には、シュトラントヴァルト石化事件の首謀者だったケッツァーの足取りを全力で追うように命じていた。

　それなりの研究施し設せつがなければ薬やく剤ざいの形にはできないはずだ。それに、ケッツァーは医師になりすましていた。医師としての知識も確かに持っていたらしい。

　それは、技術と知識を習得できるだけの施設と機関がクライスにはあるということを意味している。

　調査に当たっていたマーメイドのひとりが、メデューサの血を研究していたと思われる研究施設の手て掛がかりを摑つかんだという報告を受けたのは、二週間前だ。

　次回は詳細を報告できるかもしれないとあったのだが、今回それはなされなかった。

　キール支社長に定期連れん絡らくを必ず入れていたマーメイドが、突とつ然ぜん消息を絶った。マーメイド・クラーンは全力で仲間の行方ゆくえを捜そう索さくし、人気のないキール港の倉庫街で、瀕ひん死しの状態に陥おちいっていたのを発見した。

　苦しい息の下で、マーメイドは短く告げた。

　ステンノ、と。

　それだけを仲間たちになんとか伝え終えると、マーメイドは音を立てて硬こう化かし、次の瞬しゆん間かんばらばらに砕くだけ散ったという。それは、メデューサの血によって起こる石化だった。

　発見された時点で、マーメイドの全身は石化しており、首から上だけがかろうじて石化を免まぬかれていたのだ。キール支社長によれば、摑んだ情報を仲間たちに伝えるために気力で石化を抑おさえ込んでいたのだろうということだった。

　カールの目許が険しさを増す。

「…………ステンノ」

　それは、ゴルゴン三姉妹の長女の名だ。

　先日城から持ち出されたアテナの盾たてに埋うめ込まれた首が、ゴルゴン三姉妹の三女メデューサ。

　居所のわかっている三姉妹の次女エウリュアレとメデューサとは違い、長女ステンノはずっと行方が知れなかった。

　神話の時代は遥はるか遠い。人間たちが神話を非現実の物語だと考え始めた頃に、ステンノは姿を消した。

　死んだわけではない。ゴルゴン三姉妹のなかで、長女ステンノと次女エウリュアレは不死なのだ。

　この世には、人間たちにはたどり着けない神話の世界が存在している。

　ステンノは人間が繁はん栄えいしはじめたこの世を去って、広大な神話の世界のいずこかにいるのではとずっと考えられていた。

　彼女が姿を消したのは数千年前だ。年若いクラーンの中には、彼女が実在しているのか半信半疑の者もいるだろうし、ステンノという名前自体を知らないということも考えられる。

　石化したマーメイドは生まれて三十年足らずだったという。いまわの際きわに口にするには、ステンノという名はあまりにも相応ふさわしくない単語だと思われる。

　ステンノに絡からむ何かを知ったか見たかしなければ、彼女の名を最さい期ごに口にすることはなかったはずだ。

「まさか……」

　カールはずっと、シュトラントヴァルトの村民に使われた石化剤は、クライスが二百年前から保持していたメデューサの血で作り出したものだと考えていた。

　しかし、報告書に目を通して、その思考に待ったをかけた。

　実は、メデューサの血は二百年前に使われた分だけだったのではないのか。

　今回新たに使用されたのは、メデューサの血ではなかったのではないか。

　カールたちクラーンが、シュトラントヴァルトの村民を元に戻すため、ゴルゴン三姉妹の次女エウリュアレの右みぎ頰ほおの血を使用したように。クライスは何らかの手段を用いて行方知れずだったステンノを捜さがし出し、その左頰の血を奪ったのではないのか。

　実際マーメイドは石化して砕け散ったのだ。使われたのがメデューサの血であれステンノの血であれ、クライスがいまもそれを保持している可能性は充じゆう分ぶんにある。

　カールは重い息を吐はき出した。

　のちほどモンスター・クラーンの長おさとして、マーメイド・クラーンに正式に追つい悼とうの意を示さなければ。そして、今回命を落としたクラーンの家族に充分な補ほ償しようを。金銭で片づけられる問題ではないが、必要な措そ置ちだ。

　書類を手に取る。これはクラーン以外の者の目に触ふれさせてはならないものだ。

　カールの紫むらさきの瞳ひとみが一瞬紅あかく輝かがやいた。

　封筒が炎ほのおに包まれ、ぱっと燃え尽つきた。かすかな灰が散ったが、それもふっと崩くずれ落ちる。

　ひとつ瞬またたきをして、カールは天てん井じようを見上げた。

「……大だい丈じよう夫ぶかな？」

　しばらく様子を窺うかがって、火災報知機が反応しないことを確かめると、カールはやれやれと肩かたをすくめた。

　昔はこんなことを考える必要はなかったのになぁと胸の中でぼやき、モンスター・クラーンの長からデメルングの社長に意識を切り替かえる。

　瞬時に社長の顔になったカールは、決裁待ちの書類をケースから取り出した。




　　◆　◆　◆




　東條要は人間だ。

　故ゆえあってモンスター・クラーンとかかわりを持つに至ったが、彼自身はただの人間だ。加えて非力。いや、腕わん力りよくは人並みにある。同世代の少年の中では、標準か、やや上くらいだ。体力測定の数値に裏づけされているので間ま違ちがいない。

　しかし、あくまでも人間の、十代の少年の中では、という注ちゆう釈しやくがつく。

　そして、いま彼の目の前にいる青年は、そのとても整った相そう貌ぼうとすらりとした肢し体たいからは想像もつかないほどの膂りよ力りよくを持っており、物理的には絶対にかなわないことが確定している。

　けれどもそれは、対要の場合だ。

　要の左後方から、威い嚇かくするような低いいななきが轟とどろいた。

　馬である。それもただの馬ではない。世界中探しても、この一頭だけだと思われる馬。

　皮も肉も筋も内臓もたてがみもない、真っ白な骨ほね骨ほねしさがチャームポイントのスレンダーな骸がい骨こつ馬だ。

　ううむ、スレンダーでいいかなぁ、さすがに骨骨しくてかっこいいよねとは言えないしなぁ。

　緊きん迫ぱくした状じよう況きようだというのに内心そんなことを考えてしまう要の傍かたわらに、すたっと音を立ててひとつの影かげが降り立った。

　ブーツの足首まで届くほど丈たけの長いケープを颯さつ爽そうと翻ひるがえし、剣けん帯たいにさした長剣を引き抜ぬいて構える。

　骸骨馬からひらりと飛び降りて戦せん闘とう態勢を取った、彼の名はロード・スケルトン。骸骨馬同様に真っ白な骨骨しさが実に凜り々りしい、骸がい骨こつ騎き士しである。

　要は下校中だったのだ。彼の自宅はマインツの中心部から少し外れた場所に建つアパートで中心部にある学校からトラムに乗って最も寄よりの乗降場にたどり着いたところだった。

　そろそろ夕方なのもあってか、通行人は少ない。乗降場からアパートまでは徒歩十分弱で、街灯に照らされた道はそれなりに明るい。

　トラムが走り去っていく音を聞きながら、さあうちに帰るぞと呑のん気きに歩き出そうとしたとき、要の視界に飛び込んできたのだ。

「こんばんは、東條要くん」

　端たん整せいな容姿で無害なふりをしてにこりと笑う、しかしその正体はヴァンピーア。懇こん意いにしているクラーンの方々にエクシールと呼ばれる青年だ。

　黄昏たそがれに染まった空の下、エクシールは笑え顔がおのままロード・スケルトンを一いち瞥べつした。

「珍めずらしい護衛を連れているねぇ。なるほど、ベルンシュタインの長おさが呼び寄せたか…」

　これ以上ない最強の護衛だと、エクシールは心底感心する風ふ情ぜいでしきりに頷うなずく。

　対するロードは、骸骨の顔を明らかに緊きん張ちようさせていた。

　ように、要には感じられた。何しろ骨だ。骸骨だ。口が開閉する以外、表情というものは彼には存在しないのだ。にもかかわらず、ロードは実に表情豊かな骸骨だった。皮と肉と筋がなくても感情を表すことはできるんだなぁと、要はこっそりと感心している。

「……東條要に何用だ、エクシール」

　ロードの放った低い問いに、要は驚おどろいた。

「ロードさん、エクシールのこと知ってるの!?」

　コカールの下にあるくぼんだ眼がん窩かの奥が、きらりと光ったように要には見えた。

「勿もち論ろん。もっとも、クラーンでも知らない者のほうが圧あつ倒とう的に多かろうが」

　対するエクシールは、おもむろに両手を胸の前にあげると、ぱんぱんと手を叩たたいた。

「さすがはロード・スケルトン。黄昏の城に招かれた客分でありながら、武者修しゆ行ぎようと称しようしてきみがシュヴァルツヴァルトを放ほう浪ろうしはじめたのは、五十年ほど前だったかな？」

　優ゆう雅がに笑うエクシールは、黒いマントをまとっていた。前に見たのと同じものだ。右の腕うでの付け根に近い位置に、銀色のブローチが光っているのも同じ。

　クラーンの紋もん章しようのブローチだ。友人の司堂咲夜が様々な苦労の末に勝ち取ったのと同じ。

　イギリスのモンスター、ロード・スケルトンをよく知るエクシールは、クラーンの一員である証あかしのブローチを持ったヴァンピーアなのだ。

　要と彼の出会いは最悪で、二度目の遭そう遇ぐうもあまり気持ちのいいものではなかった。

　二度目のときに、要はこの得体の知れない男から、うっかりインビスのブラートヴルストをご馳ち走そうになってしまった。ついでにコーヒーも。あれは大変うまかったが、あとになってベルンシュタイン家の奥を取り仕切るメイドのグレーテルから、買収されましたねと睨にらまれてしまった苦い過去がある。

　要は人間なので、ヴァンピーアにはまったく歯が立たない。ヴァンピーア以外にも、クラーンとかかわることで別のモンスターに狙ねらわれたり、危険に巻き込まれてしまうことがあるかもしれない。

　それを懸け念ねんしたベルンシュタイン家の皆みな々みな様さまが策を講じて、要の護衛に招しよう請せいしたのが、剣を構えている骨骨しい騎き士し、ロード・スケルトンとその愛馬骸骨馬なのだった。

　骸骨馬と要が呼んでいるのは、単純に名前を知らないからである。何しろロードは骸骨馬を名前で呼ぶことをしないのだ。ロードの一挙手一投足を常に注意深く見ている骸骨馬は、ロードの些さ細さいな動きだけで即そく駆かけ寄ってくるのである。憧あこがれてしまうほどの深い信しん頼らいがそこにある。

　とても利口な馬だ。骨だけど。通常の馬は、栗くり毛げとか青毛とか鹿か毛げといった毛並みがあるのだ。しかし骸骨馬なのでわからない。それが実に残念だ。
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　ロードがエクシールと対たい峙じする。ふたりの間に流れる空気が、要でもわかるほど張り詰つめていく。

　固かた唾ずを呑のむ要の襟えり首くびを、冷たいものがくわえて後ろに引く。骸骨馬がむき出しの前歯で襟をくわえたのである。

　危ないから下がりなさいと言われているようで、要は骸骨馬に引かれるままに数メートル後退した。幸か不幸か、車は一台も通らず、通行人もまったくいない。次のトラムがくる気配もない。

　良かったと胸をなでおろした要だが、なんだか違い和わ感かんを覚えて辺りをぐるりと見回した。

　静かだ。車も人もいないといっても、ここまで静かなのはなんだか妙みようだ。

　要の怪け訝げんそうな表情に気づいたのか、エクシールが苦く笑しようした。

「ああ、ようやく気がついたのかい？」

　要は目を剝むいた。

「えっ!?」

　不自然なほど誰だれも来ない辺りをもう一度見回す要の耳に、エクシールの朗ほがらかな声が届く。

「話を邪じや魔まされるのは好きじゃないんだ。だから、少しの間誰もこの区域に入れないようにしただけさ」

　さらりと告げられた声こわ音ねとは裏腹に、台詞せりふの内容は要を絶句させるに充分な代しろ物ものだ。

　一方のロードは、何やら感かん嘆たんした風情で頷いた。

「なるほど。無関係なナハバールを巻き込まないようにというその配はい慮りよ、クラーンの紳しん士したるに相応ふさわしい」

　心から感嘆している様子のロードに、エクシールは複雑な目で笑う。

「クラーンの紳士というのはいささか語ご弊へいがあるように思うが……とりあえず、褒ほめ言葉として受け取っておこう」

　そしてエクシールは、ロードの肩かた越ごしに要を見た。

「要くんに、ちょっと伝言を頼たのみたくてね」

「…………」

　またか。

　要の表情が一気にげっそりとして、著いちじるしく曇くもる。

　前回の情景が脳のう裏りに甦よみがえった。

　ブラートヴルストとコーヒーを頂いてしまい、伝言なぞを頼まれてしまい、仕方なくベルンシュタイン家にそれを伝え。

　という一連を、今度はブラートヴルストとコーヒー抜きでやれということか。

　一度だからグレーテルも許してくれたし、カールたちも無事を喜んでくれたが、二度ともなったらそうもいかないだろう。

　あんた何やってんのよと、司堂咲夜が目を怒いからせている様が浮うかぶ。その横でアルベルトが冷めた目をしているのだ。ルイが困こん惑わくした素そ振ぶりで言葉を探しているし、カールが珍しく渋じゆう面めんで、グレーテルが無言で息をつく。

　ああそんな情景が、我ながら見事なほど鮮あざやかに想像できる。

　そんな対応をされたら、要の心はぽっきり折れる。確実に。

　なんのためにカールたちがロード・スケルトンを護衛につけてくれたのか。ここで断れなければ日本男児の名折れだ、頑がん張ばれ俺。

　自分を鼓こ舞ぶ激げき励れいした要は、きっとエクシールを睨んで口を開いた。

「そういうのは、俺もうやらないから！」

　背後の骸がい骨こつ馬が、よく言った、とばかりにひひんと鳴く。ありがとう馬。その鳴き声が心強いぜ。骨だけど。

　勇気を奮い起こしてエクシールの頼みを突つっぱねた要を、肩越しに振ふり返ったロードが称しよう賛さんした。

「さすが、ベルンシュタイン公カールの朋ほう友ゆうとされたナハバールよ。要よ、我はそなたの護衛の任についたことを誇ほこりに思うぞ」

　かたかたと歯を鳴らすロードの笑顔は正直にいうと不気味なのだが、誉ほめられているし誇られているのだからそれは本気で嬉うれしい。

　ロードはエクシールに向き直った。

「エクシールよ。我らが親愛なるナハバール、東條要を使者とするは無理と知れ」

　骸がい骨こつ騎き士しの重々しい宣告に、端たん整せいな相そう貌ぼうの青年は少し考えるそぶりを見せた。

「ふむ……」

　数度瞬またたきをして、エクシールは右手を肩かたの上の高さに掲かかげると、親指をぱちんと鳴らした。

　すると、それまで彼らを取り巻いていたものがふっと消失する。

　ただの人間である要でも気がついたそれが、おそらくエクシールが通行人を排はい除じよするために施ほどこしていた術か何かなのだろう。

　エクシールはヴァンピーアなのだ。彼の口元に、少しだけ鋭するどく尖とがった犬歯が覗のぞく。彼が吸血しているところを見たことはないが、あの鋭い牙きばを人間の喉のど首くびに突き立てるのは容易だろう。

　まかり間ま違ちがっていたら、要の首に立てられたかもしれない牙である。それを思うと、いまでも微かすかな震ふるえが生じる。

　要はベルンシュタイン家の皆々様のことが好きだし、彼らと知り合う前からヴァンピーアやヴェアヴォルフといった、想像上の存在とされているモンスターが好きだった。

　そしてそれ以上に。

　コートの上から、身につけている首くび飾かざりを握にぎり締しめる。

　三年前の夏に、命と引き換かえに自分を助けてくれたヴェアヴォルフが、本当に本当に好きだった。

　要がリキと呼んだあのヴェアヴォルフ。大きな犬だと信じていたから、彼がヴェアヴォルフだと知ったときには大層驚おどろいた。でも、驚いただけで、嫌けん悪おしたことは一度もないし、恐きよう怖ふしたことも一度もない。

　悪意を持つモンスターは怖こわい。でも、ベルンシュタイン家の面々は悪意がない。親しみや好意しか感じない。だから要も、悪意や恐怖を持たないし、親しみや好意を向けられる。

「……では、私はこれから少しの間、ひとりごとを言うよ」

　思し慮りよ深い目で笑い、黒いマントをまとったエクシールは、優ゆう雅がな足取りでロードの横をすり抜ぬけようとした。

　横にのびたロードの剣けんが、彼の行く手を阻はばむ。エクシールは肩をすくめた。

「ロード。私が彼に危害を加えるつもりがないということくらい、わかっているだろう？」

「それを信じろというのはいささか虫のよい話だとは思わぬか。クラーンを追われた者よ」

　ロードの台詞に、驚いた要が目を瞠みはる。

　金きん髪ぱつと紫むらさきの目をしたヴァンピーアは、要を一いち瞥べつして苦笑した。

「我が名は追放者エクシール。何をいまさら驚いているのやら。きみは本当に面おも白しろいね」

　行く手を阻んでいたロードの剣を静かに押し上げ、エクシールは要の許もとにやってくると、促うながすようにぽんと肩を叩たたいてきた。

「家まで送ってあげよう。その間に私はひとりごとを言うけれど、聞いても聞かなくてもかまわない。でもまぁ、耳には入るだろうから、そのあとどうするかはきみにゆだねよう」

　さあ行こうかと背を押されて、半ば無理やり、連れだつように歩き出す。

「エクシール」

　ロードの声が殺気を帯びる。肩越しに視線をくれながら、青年は言った。

「危害は加えない。私の言葉は真実だけを述べている」

　ふと、要は背筋がのびたのを自覚した。

　エクシールの声には、抗あらがえない響ひびきのようなものがあった。

　ふたりの前に立ちはだかっている骸骨馬が、困惑したように主あるじと要たちとを見比べる。

　エクシールの背に剣の切っ先を向けていたロードは、やがて苦い息をついた。

　剣を引きながら、エクシールの背後を取る。

「不ふ審しんな動きをひとたびでも見せたなら、容よう赦しやはせぬぞ」

「だから、しないってば。きみも融ゆう通ずうが利きかないね、ロード・スケルトン」

　おかしそうに笑って肩をすくめ、エクシールは要を一瞥した。

「前にも言ったけど」

　紫の瞳ひとみがきらりと光る。

「別に取って食いやしないから。もっとも、きみが望むならその限りではないけど」

「………………………………全力でお断りします！」

　思わず敬語になってしまった要に、エクシールはさもおかしそうに吹ふき出した。

「面白いナハバールだ」

　そうして彼は、黄昏たそがれの空を見あげた。

「……ベルンシュタインのダンピールとエリアンヌに、頼みがある」

「……………………」

　要は思った。

　どこがひとりごとだ。どう考えても伝言じゃないか。いや、ひとりごとだと信じていたかというと、まったくそんなことはこれっぽっちも信じていなかったんだけどさ。

　いやいや、待て待て俺。話があるというだけで、話ができたらいいというごくごく些さ細さいな希望という可能性だって、一ミクロンくらいは残っているかもしれないじゃないか。

　というかちょっと待てよ。この男俺のことを送るとか言ってなかったか。

　そこまで思い至って、要は真っ白になった。

　それはとりもなおさず、要の自宅を知られているということではなかろうか。

　いつの間に……っ！

　あまりの衝しよう撃げきに目め眩まいがしてよろめいた要を、後ろからついてくる骸骨馬が鼻はな面づらでそっと支えてくれる。

　ありがとう馬。硬かたくてちょっと痛いけど。

　心の中で礼を述べ、要は気を取り直した。いまさらと言えばいまさらだ。こういうときのためにロードが護衛についてくれているのだ。

　そっと見やれば、エクシールの後ろにぴたりとついたロードの手に握られた剣の切っ先は、エクシールのうなじに据すえられていた。万が一エクシールが妙みような動きを見せたなら、瞬しゆん時じに切っ先がうなじに食い込むのだろう。

　さらにロードは無言の威い嚇かくで警告を発している。

　にもかかわらず、エクシールはまるで動じるふうを見せず、飄ひよう々ひようとしたものだ。体のどこにも余計な力がなく、足取りも軽快だ。

「できれば、ほかの誰だれかに邪じや魔まをされないところで、三人だけで会いたい。でも、なかなか難しくてね」

　紫の瞳は相変わらず空を見ている。

　要はとても嫌いやな予感がした。このあとになんとつづくのか、なんとなくわかってしまう自分が憎にくい。

　いやでもまさか。いくらなんでもそんなことはない、と思いたい。たとえ往おう生じよう際ぎわが悪いと言われようとも、最後の最後まで諦あきらめたらいけないと思う。

　僅わずかな希望にすがる要の耳に、エクシールの放つ淡たん々たんとした言葉が届く。

「何しろ私はあの邸やしきには近づけない。いまから言う場所に足を運んでくれるよう、ふたりに伝えてくれる誰かがいたら、素す晴ばらしいと思ってね」

　エクシールは瞬きをして要を一瞥する。

「あくまでもこれはひとりごとだよ、東條要くん。ああ、ところで」

　紫の瞳がきらりと光り、一いつ瞬しゆんだけその色が赤みを帯びたように要には見えた。

「ヴァンピーアは色々な力を持っているんだけど、悪夢を見せる類たぐいのものもあってねぇ。きみはモンスターと懇こん意いにしているから知っているとは思うけど、どうだろう？」

　要は目眩を覚えてくらっとよろめいた。紛まごうことなき脅おどしだ。

　身体的な危害は加えられていない、確かに。しかし精神的ダメージがおびただしい。

　悪夢を見たくなかったらいまの言葉をアルベルトと咲夜に伝えるようにと暗に告げている。もはや強迫だ。

　ぱからっぱからっと、骸がい骨こつ馬が立てる蹄ひづめの音がいやに重く聞こえる。

　青ざめて言葉のない要に、エクシールはいっそ優やさしげにすら聞こえる声で、繰くり返した。

「ベルンシュタインのダンピールとエリアンヌと、明日にでも直接話ができたらとても嬉うれしいよ。場所は……そうだな。私たちが初めて会った礼拝堂が、静かで雰ふん囲い気きもあっていいね」

　あの修道院は、あのあと施し設せつの老ろう朽きゆう化かを理由にして慌あわただしく移転したと聞いている。無人となった修道院は、森の奥にあることもあって、近寄る人もないという。

「黄昏の、世界が我らの領域に変わる頃ころになると、傾かたむいた最後の陽ひ射ざしがステンドグラスを美しく見せてくれるだろう。ああ、あくまでも、そう思っているというひとりごとだよ」

　そうしてエクシールは、静かに微笑ほほえんだ。紅あかい光を放つ瞳で要をまっすぐに射い貫ぬきながら。

　要はとうとう足を止める。青を通り越こして白くなった頰ほおが痛々しく、骸骨馬が要とエクシールの間に、ホースコートをまとった大きな馬体を乱暴に割り込ませ、ひひんと唸うなった。

　エクシールは苦く笑しようして、ワルツのステップを踏ふむように軽かろやかな足取りで後退する。

「どうもきみは、動物に好かれるみたいだね。その牙きばの持ち主も、いまだにきみのそばにいるようだし」

「え？」

　要は思わず辺りを見回した。

　ふいに、体勢を低くしたロードが地を蹴けった。突とつ進しんしてエクシールの胸むな元もとめがけ、切っ先を繰り出す。

　瞳の色が紫に戻もどったヴァンピーアは跳ちよう躍やくしてそれを回かい避ひすると、くるりと回転して、車道を挟はさんだ反対の歩道に降り立った。

「それじゃあね、黄昏に近しいナハバール」

　片手をあげたエクシールは、黒いマントを翻ひるがえし、悠ゆう然ぜんと去っていった。

　ロードはそれを追わなかった。要のそばを離はなれるわけにはいかないからだ。

　エクシールの姿が完全に見えなくなってから振ふり返ると、要は立ちすくんで、コートの上から牙のペンダントを握にぎりしめていた。

　骸骨馬が、気き遣づかうように鼻面を彼の頰に寄せている。

　うつむいた要は、牙を握りしめたまま、やがて顔をくしゃくしゃにした。

「…………リキ…ほんとに、近くにいるのかなぁ…」

　いるなら嬉しい。ずっとそばにいて守ってくれているのなら、頼たのもしくて安心する。でもそのために、愛する奥さんのところに行かずにずっとここに留とどまっているのだとしたら。

　複雑な思いで黙だまり込んでいた要は、やがてぶんぶんと頭かぶりを振って顔をあげた。

「とりあえず……」

　いまするべきことは、決まっている。

　悔くやしいが、エクシールの伝言を伝えに、ベルンシュタイン家マインツ邸ていに行くしかない。
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　そろそろ陽ひが暮れる。

　いつもより仕事が早く片づいたので、カールは夜になる前に帰き途とについた。

　彼はいつも自分で車を運転して出社する。へたに運転手などがいないほうが自由に動けるというのが彼の持論だ。それと、個人的に彼は運転が好きなのである。自動車が発明されたころからハンドルを握っているので、運転好きは筋金入りだ。

　邸に到とう着ちやくし、ガレージに車を入れて運転席から降りたカールは、微かすかな銃じゆう声せいを聞いた。

「なんだ？」

　ごく近くで響ひびいたそれは、消音装置をつけているのかごく小さなものだった。しかしカールはヴァンピーアだ。人間には聞こえない音でも、彼の耳は捉とらえることができる。

　そして、いま聞こえた銃声は、愛まな娘むすめの愛銃のものだ。彼が娘に与あたえたものだ、間ま違ちがいない。

　何事かと青ざめたカールは、音のした邸の裏手に向かった。

　ベルンシュタイン家は世界中のあちこちに別べつ邸ていを持っている。中でもこのマインツ邸は、敷しき地ちが相当広い。

　邸の斜ななめ横に離れが隣りん接せつし、小さな日本庭園に囲まれたそれを抜ぬけると、奥には林が広がっているのだ。

　敷地は一応塀へいで囲まれているが、裏門の先にも森林がつづく。マインツの郊こう外がいであるこの辺りは緑が多く、自然が豊かで小動物も多い。

　正門から少し行けばいくつかの人家は存在しているが、裏門側にはまったくない。

　銃声は林の奥から響いたようだった。下手をすると塀と裏門を越えた森の奥である可能性がある。

　いったい何が起こっているのだ。

「咲夜！」

　さすがに焦しよう燥そうして林に分け入ったカールは、木々の向こうに銀色の光が生じたのを見た。

　目を凝こらすと、疾しつ風ぷうのように疾走する人ひと影かげが一瞬だけ視界に入り、消える。

　カールは瞠どう目もくして足を止めた。

　別の方角から再び銃声。跳ちよう弾だんの響きがそれに次ぐ。よくよく判別すれば、その音は普ふ段だん娘が敵に向けているものよりも軽い音だ。

　繁しげみの向こうを人影が疾走し、枯かれ葉はを散らして跳躍する。そのあとを追う影かげの手に握られている、細長い銀色の武器。

　冷たい風が吹ふく。銃声が轟とどろき、カールの頰のすぐ横を跳弾が駆かけ抜けた。

　カールは目をすがめた。

「……なにをしているんだ」

　黄昏たそがれはものが見えにくい時間とされるが、ヴァンピーアであるカールにはまったく問題がない。

　夜よ闇やみこそが彼の領分だ。暗くなればなるほど五感が研とぎ澄すまされる。

　木々の狭はざ間まを駆け抜ける影と、それを追うふたつの影。追う側それぞれの手にそれぞれの武器があり、容よう赦しやのない攻こう撃げきが仕し掛かけられる。逃にげているほうはそれらをぎりぎりで回避し、追っ手を翻ほん弄ろうしているのがわかった。

　何が行われているのかを推察して、カールは息をつきながら肩かたの力を抜いた。

　と、木の枝を足場に風のように疾走していた影が、カールに気づいてひらりと降りてきた。彼のまとったコートの裾すそが風をはらんでふわりと舞まう。

「よう、カール。今日は早いな」

　まとっているのはシンプルなハイネックセーターとブラックジーンズとロングブーツ。その上にハーフ丈たけのコート一枚という軽装で、武器を持たない丸まる腰ごしのトーゴに、カールは不ふ審しんそうな目を向ける。

「何をやっているんだ、オリエンタール」

　トーゴは、極東の島国からカールが連れてきた。オリエンタールという呼び名は、最初に会った頃からずっと使用しているものだ。

「ああ、ちょっと……」

　トーゴはふいっと背後を一いち瞥べつすると、身を翻した。

　木の上から躍おどりかかってきたアルベルトの斬ざん撃げきをひらりとかわし、脇わき差ざしの柄つかを摑つかむ手首を捉えると、ぐいと引いて重心を崩くずす。

　ほぼ同時に繁みの中から咲夜が飛び出し、愛銃を構えた。

　視界のすみでそれを捉えながらトーゴは、刀を持ったままのアルベルトの両りよう腕うでを素す早ばやくねじり拘こう束そくする。両腕を取られて自由の利きかないアルベルトを、咲夜の構えた銃口の前に突つき出すように引き回し、自分はその陰かげに完全に身を隠かくす。

「う…っ」

　引き金を引きかけていた咲夜はさすがに息を呑のみ、一いつ瞬しゆんの隙すきが生じる。

　その瞬間をトーゴは見み逃のがさない。アルベルトを引きずったまま咲夜に突進し、彼女の横合いにするりと滑すべり込むと、銃を持つ咲夜の手を捉えて投げ飛ばした。

　引きずられたアルベルトはアルベルトで振り回されて重心がさだまらず、バランスを完全に崩したところで引き倒たおされる。

　左手でアルベルトを押さえこみ、投げ飛ばされて転がった咲夜の、銃を握った右手首を左足でがっと踏みつけ、アルベルトの持った刀を奪うばって切っ先を彼女の喉のどもとに据すえる。

　咲夜もアルベルトも、もはやまったく動けない。
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「見事……」

　惜おしみない賛辞を送るカールを一瞥し、トーゴはにやりと笑う。

「………そろそろ……っ、放せ……っ！」

　アルベルトが苦しそうに抗こう議ぎする。殺気立った表情に、トーゴは目をしばたたかせた。

「ああ、悪い悪い」

　ぱっとアルベルトを放してやると、彼はそのままトーゴの左足を容赦なく払はらった。

「おわっ」

　さすがにバランスをくずしたトーゴは、手をついて体を支える。

　倒れかかったトーゴには目もくれず、アルベルトは咲夜を助け起こした。

「大だい丈じよう夫ぶか」

　気遣うアルベルトの言葉に、咲夜は左拳こぶしで地面を叩たたいてわめいた。

「悔しい…っ、十戦全敗って…！」

　立ち上がったトーゴはふたりの前で腕うで組ぐみをすると歯を見せて笑う。

「アベルも咲夜も腕うでは立つが、連係が弱い。そこに隙ができるのさ」

「アベルを盾たてにされて、撃うてるわけないじゃないっ！」

「そう、そこが狙ねらい目だ」

　そうして彼は、カールに振ふり向いた。

「何もしないのも退たい屈くつだ。ここにいる間にこいつらまとめて鍛きたえていいか」

　オリエンタールヴァンピーアが実に楽しそうに目を輝かがやかせている。

　苦く笑しようしてカールは頷うなずいた。

「怪け我がだけはさせないでくれよ、オリエンタール」

「確約はできないが、善処する」

　まだ憤ふん然ぜんと肩を怒いからせている咲夜の右手を取ったアルベルトが、険しい目で彼女の手首の動きを確かめている。

「痛みは」

「別にないわよ。腹立つことに、ほとんど痛くないけど全然動けないのよ、ああもうっ！」

　ここまで鮮やかにしてやられるとは、腹が立って腹が立って仕方がない。

　アルベルトは咲夜の手首の様子を見ながら眉み間けんにしわを寄せた。

　トーゴはこれでも手加減をしている。咲夜はプラスチックの模も擬ぎ弾だんを使用し、自分は刃はを潰つぶした模造刀で挑いどんだのだが、それ以外は実戦さながらに攻撃をしたつもりだった。にもかかわらず、咲夜の弾だん丸がんも自分の剣けん撃げきもトーゴに掠かすりもしなかった。

　ひと月ほど前、トーゴが黄昏の城からアテナの盾を盗ぬすみ出したとき、アルベルトは彼を追った。そのときは互ご角かくかそれ以上の渡わたり合いをしたはずだったが、あれはトーゴが深手を負っていたからなせたのだと痛感する。

　咲夜は悔くやしさを隠さずさらけ出しているが、アルベルトとてかなり悔しい思いをしているのだ。そしてトーゴはそれを全部読んでいる。読んだ上で、鍛えてやると言っているのだ。

　腕を磨みがくのは是ぜ非ひもないが、ここまで見事に敗北を喫きつすると、悔しさを通り越こして自分自身に腹が立つ。

　表現しないだけで、咲夜もアルベルトも同じなのだった。

　それでもアルベルトは、自分のことより咲夜が怪我をしていないかどうかを真っ先に案じるのだ。

　その点はあっぱれだとトーゴは感かん嘆たんしていた。実は、先ほど彼がアルベルトにかけた技わざは関節に負ふ荷かをかけて動きを封ふうじる類たぐいのもので、あれ以上力を込めていたら肩が外れるか骨が折れるかという代しろ物ものだったのである。咲夜に対しては絶ぜつ妙みように体重をかけ、武器である銃じゆうを使えないようにしていただけだ。身体的ダメージとしてはアルベルトのほうが絶対的に深いはずなのだが、それはおくびにも出さない。

　トーゴの足を容赦なく払ったのも、痛い思いをさせたことへの報復ではなく、早く咲夜を解放しろという憤いきどおりだったわけである。

　まったく。城のクラーンたちはアルベルトのことを、無表情で無口で何を考えているのかわからない扱あつかいにくい子だと手を焼いていたのだが、どうしてどうして。

　トーゴに言わせれば実に単純明快でわかりやすい。見かけにだまされて本質を見ようとしないからわからないだけの話だ。

　アルベルトが咲夜に手を貸して立たせてやるのを見ていたカールが、不審げに口を開いた。

「おい、トーゴ。どうしてこんなことをやっているんだ」

　先ほど咲夜が十戦全敗と言っていた。模も擬ぎ戦の場合、咲夜の銃の弾だん倉そうが空になるのが先か、敵を仕留められるのが先かが勝敗の決め手だ。咲夜はいたずらに撃ちまくるような真似まねはせず、できるだけ効率よく敵を倒すことを最優先に考える子だ。自分やルイが相手をしたとき、一時間近く粘ねばったこともある。

　それに、今回は咲夜だけではない。アルベルトとタッグを組んで、トーゴをケッツァーと想定しての演習だと思われる。

　かなりの時間、集中していたのではないか。だとしたら、相当疲ひ労ろうしているだろう。ならばふたりがここまで感情に振り回されるのも合が点てんがいく。

「ちょっとな。お前が帰ってくるまで間を持たせようと思ったんだ」

「なに？」

　訝いぶかるカールにトーゴは肩をすくめて苦笑してみせる。そして、いまだに気の治まらない咲夜の、首にかかった青い石を目で示した。

「詳くわしいことは咲夜に聞くといい。俺は暇ひま潰つぶしの相手をしていただけだ」

「よくもぬけぬけと……」

　唸うなったのはアルベルトで、咲夜は半眼で苦虫を嚙かみ潰したような顔をしている。

　可愛かわいい顔が台無しだと、カールは内心で嘆なげいた。

「次は、次は必ず仕留める…！」

　憤ふん懣まんやるかたないと言った風ふ情ぜいで断言し、銃を握にぎる手を震ふるわせている咲夜に、トーゴは悪戯いたずらっ子のような顔をする。

「それは楽しみだ」

「……オリエンタール…」

　旧年の友の肩かたをがしっと摑み、さしものカールも据わった目で言った。

「あまりこの子を焚たきつけるな」

　咲夜は、いまでも充じゆう分ぶんすぎるほど己おのれに様々なものを課しているのだ。十年間様々な訓練を受け、どんな過か酷こくな環かん境きようでもそれなりにくぐり抜ぬけられるように知識と経験を重ねたとはいえ、十代の少女なのである。

　クラーンの長おさとしてのカールは、ときには咲夜に狩かりを命ずることもある。クラーンの一員としてマントとブローチを与あたえられた瞬間から、咲夜はクラーンとしての義務を負った。

　だが、いまでもカールは、娘むすめに狩りなどさせたくないのが本音なのだ。

「ああああ、悔しい、悔しいったら！　なんであんなに速いわけ!?　アベルが追いつけないってどういうことなのっ！」

　まくしたてている咲夜の台詞せりふに、トーゴは笑いを嚙み殺す。自分の弾たまが当たらないことではなく、アルベルトが負かされたことに憤っているのか。

　しばらく感情を爆ばく発はつさせていた咲夜は、やがて前まえ髪がみを搔かき上げて大きく息をついた。どうやら気がすんだようだ。

　ショルダーホルスターに愛銃を収め、咲夜はカールを振り返った。

「父さん、話があるの」

「どうした？」

　真しん摯しな面おも持もちの咲夜に、ただならぬことが起こったことをカールは悟さとる。

「待て」

　ふたりの間にトーゴが割って入った。

「ここで立ち話は寒い。場所を移そう。お前たちは汗あせを流して着き替がえてこい」

　彼の言うとおり、陽ひの暮れかけた庭はぐっと気温が下がり、先ほどまで全力で動き回っていた咲夜とアルベルトは汗びっしょりになっていた。ダンピールのアルベルトはともかく、咲夜はこのまま吹ふきさらしでいたら風邪かぜをひいてしまいそうだ。

　彼の言葉ももっともだったので、一同は邸やしきに移動し、三十分後に身み支じ度たくを整えてリビングに集まると決め、一いつ旦たんそれぞれの部屋に散った。










　シャワーをざっと浴びた咲夜は、バスタオルを一枚巻きつけただけでバスルームを出た。

　まだ少し時間があるのを確かめて、サイドボードに置いたショルダーホルスターから愛銃を抜く。Ｓ＆ＷＭ36チーフス・スペシャル。レディ・スミスとも呼ばれる回転式拳銃リボルバーだ。

　的への命中率は相当高いと自負していたが、相手の動きが自分の予想以上だとからきしなのだ。動体視力と反射神経、敵の動作予測。それらの精度をもっと上げなければならない。

　そのためには、先ほどトーゴが言っていたように、彼に鍛えてもらうのが一番早いだろう。

　しかし、腹が立つ。何よりも許せないのは、自分もアルベルトも全力で汗だくになっていたのに、トーゴは涼すずしい顔で息ひとつ乱していなかったことだ。

　アルベルトは、トーゴが手塩にかけて鍛えたことであそこまでの腕うでを持った。ならば、彼がここにいる間に自分も鍛えてもらおうと思っていた。グレーテルに確かく認にんしたのはそのためだ。

　ブラオが見せた光景は、トーゴとアルベルトにも相当の衝しよう撃げきを与えたようだった。

　グレーテルは部屋にこもっていると話すと、トーゴが剣けん呑のんな表情で思案した。

　これは、自分たちだけでどうこうできる問題ではない。長おさの采さい配はいを仰あおぐ必要がある。

　トーゴの言葉に咲夜もアルベルトも同意した。

　しかし、カールは夜にならないと帰らない。時間を持て余し、苛いら々いらしていた咲夜を見かねて、その気があるなら対ケッツァーを想定した演習でもやるかと提案されて、咲夜はそれに飛びついた。

　それから使用した弾だん丸がんは五十発。すべて外された。しかもご丁てい寧ねいに、トーゴは毎回咲夜が撃うち尽つくすまで待ってから彼女を捕ほ獲かくするのである。アルベルトと同時に攻こう撃げきしても回かい避ひされ、いいようにあしらわれた。

「いつか、あの眉み間けんに弾丸を撃ち込んでやる…！」

　拳こぶしを握りしめて、咲夜は物ぶつ騒そうに唸った。

　実際はプラスチック製の模も擬ぎ弾だんなので眉間に当たるだけなのだが、心意気は本番さながらに。

　淡あわいピンクのセーターとジーンズパンツを身につけて、乾かわかすひまのない濡ぬれ髪がみはスティック一本でまとめる。

　セーターの下からブラオを引っ張り出し、手のひらに載のせて、咲夜は低く呟つぶやいた。

「……ステンノ…」

　これはいついかなるときもはずさないことにしている。そうするようにと家族たちに言われているので、忠実に守っているのだ。

　ブラオの放った光の中に現れた光景。以前にも同じようなものを見たことがある。

　夢で見せられることもあれば、ああいう形で光の中に浮うかび上がることもあるのだ。

　それらは現実に起こったことを再現している。

　くずおれて、泣きながら助けを乞こうていたステンノ。あれはどこだ。どうして彼女は助けを求めていたのだ。

　そして彼女は、なぜクラーンの誰だれでもなく、エクシールの名を口にしたのか。

「エクシール、か……」

　得体のしれない男。アテナの盾たての事件のときにも要の前に現れた。

　エクシールは咲夜のことを知っている風情だが、咲夜はエクシールのことなど知らないし、知りたいとも思わない。ただ、あの男はアルベルトの敵だ。

　ならば自分にとっても敵だ。それだけがわかっていればいい。

　予備の弾丸を入れる革かわケースは空っぽだ。訓練用のプラスチック弾だんを、さっき全部使い果たしてしまった。

　サイドボードの引き出しの中にも、プラスチック製の弾丸五発入りは一箱しかない。ゴム製弾丸の箱はふたつある。

「買いに行かないとなぁ」

　Ｓ＆ＷのＭ36チーフス・スペシャルは比ひ較かく的てき簡単に入手できる銃じゆうだ。咲夜のそれは特製のネーム入りだが、それ以外はごく標準的なモデルである。

　プラスチック製の弾丸はモデルガンの専門店に行けば購こう入にゆうできるので、明日にでも補ほ充じゆうしに行こう。

　殺傷能力のある鉛なまりの弾丸は鍵かぎのかかる下の引き出しに入っている。上段には訓練用の弾丸とショルダーホルスターとＭ36本体。

　分けておかないと、いざというとき間ま違ちがえる危険があるので、最初にそう決めた。

　銃をしまって息をつく。

　グレーテルが部屋から出てきた気配はない。

　今夜の夕食は、ルイが簡単なものを用意すると言っていた。簡単なものなら自分も手伝えるから、できたらグレーテルの部屋まで運んで行こうかなと咲夜は思った。

　いつも自分が部屋に閉じこもったとき、グレーテルやルイがそうしてくれるように。

「あ、いけない」

　気づけば約束の時間を五分過ぎている。

　咲夜は慌あわてて部屋を出てリビングに向かった。










　リビングにはもう全員が集まっていた。

「遅おそくなってごめんなさい」

「私もさっき来たばかりだよ」

　詫わびる咲夜にカールはそう返して、気にしなくていいよと言外に告げてくる。

　父の優やさしさに咲夜はほっとして笑った。

　炎ほのおが赤々と燃える暖だん炉ろのおかげで、リビングはいつもあたたかい。

「咲夜、こっちへ」

　暖炉の前の毛皮の敷しき物ものに腰こしを下ろしていたアルベルトが手招きをする。

　シャワーを浴びても体の芯しんはまだ冷えていた咲夜は、アルベルトの隣となりに座って炎に手をかざした。

　しばらくそうして、体があたたまるのを待ってから、咲夜は暖炉に背を向けるようにして室内を見回した。

　トーゴは三人にん掛がけのウィングバックチェアで足と腕を組んでいる。カールは一人掛けのチェアにかけ、長い足を持て余し気味にしていた。肘ひじ掛かけに肘をのせ、胸の前で両手の指をゆるく組んでいる。

　その左手の薬指に光るプラチナリングは、この十年一度も外されていない。

　薪まきがぱちぱちと音を立てて爆はぜる。背中があたたかい。ふと思いついて、濡れ髪をまとめたスティックを抜ぬいた。まだ濡れている髪かみが背中にばさりと落ちる。

　癖くせがつかないようにと咲夜が髪を手て櫛ぐしで無造作に梳すいている様を、彼女の隣で片胡坐あぐらを組んだアルベルトは黙だまって眺ながめている。

　髪を梳きながら、咲夜は考えていた。時間と場所を移したことで、どう切り出せばいいのかわからなくなってしまった。

　少し険しい顔で考え込んでいる咲夜の表情からそれを読んだのか、アルベルトが口を開く。

「ブラオが……」

　瞬またたきをした咲夜が視線を滑すべらせたとき、まるでアルベルトの言葉に応じたように、彼女の胸にさがったブラオが仄ほのかな光を放った。

　リビング全体を照らすほどに広がった光は、両開きの大きな扉とびらをスクリーンにして、三み度たびあの情景を映し出した。

　くずおれた女性を見て、カールが息を呑のむ。

　咲夜とグレーテルが、そしてトーゴとアルベルトが、見せられたものと同じ情景を、カールは目まの当たりにする。

　食い入るように女性を見ている父親を一いち瞥べつして、それからブラオを見下ろし、咲夜は唇くちびるを引き結んだ。

　本当に、この石はいったい何なのだろう。みんなは魔ま法ほうの石だと言っているが、それで片づけていいものなのだろうか。とても大切なものだと思われるのだ。一応クラーンとして認められはしたが、人間の自分が持っていていいのか。

　口で説明するより情景を見せたほうが確実なので、ブラオが反応してくれたことには感謝しているが、自分が持たされる意味が日々わからなくなっていく咲夜だ。

　仄青い光がゆっくりと消えて、暖炉の赤い炎が放つ橙だいだい色いろの光がリビングを満たす。

　カールは額に手を当てて、いささか青ざめた顔で息をついた。

「……エクシール、だと…？」

　咲夜は頷うなずいた。

「グレーテルが、あのひとを見て、ステンノ、て……」

　その名にカールは瞠どう目もくする。

「ステンノ、だと？　本当か？　咲夜」

「うん。確かにそう言ってたわ」

　グレーテルが滅めつ多たにないほど動どう揺ようしていたことも言い添そえると、ヴァンピーアを束ねるベルンシュタインの長おさは頭をひとつ振ふった。

　光の中に現れたのが本当にステンノだとしたら、グレーテルの反応もさもあろう。ステンノはずっと行方ゆくえがわからず、グレーテルはそれを気にかけていた。

「ねぇ父さん。どうしてステンノは、エクシールに助けを求めたんだろう」

　ずっと胸の中で渦うず巻まいていた疑問をようやく口にする。

　ゴルゴン三姉妹の長女ステンノは、古い古いクラーンだ。神話の時代に生きた彼女を直接知る者は、いまのクラーンでもごく僅わずかしかいないだろう。クラーンの者がいくら長命といっても、神話の時代から生きつづけている者は限られるからだ。

「何か、とても大変なことが起こったなら、クラーンに助けを求めるんじゃないの？　どうしてエクシールなの？」

　疑問は次から次に湧わいてくる。

　本当は、グレーテルに尋たずねたほうが早いのかもしれない。けれどもいまは、彼女に何も訊きいてはいけないと思う。

　娘むすめの問いに、カールは頭かぶりを振った。

「私にも何とも言えない。ただ、ステンノは……」

　キール支社長からの報告書にもステンノの名があったのだ。果たしてこれは偶ぐう然ぜんなのだろうか。否いな、この世に偶然は起こりえないのだ。それをカールはよく知っている。

　偶然だと言われていることは、すべて起こるべくして起こった必然なのである。

　キールで石になったマーメイド。ブラオの見せたステンノの姿。

　何かが起こっているのだ。

「ステンノの名を聞くのは、今日で二度目だ」

「え？」

　思いがけないカールの言葉に咲夜が首を傾かしげたとき、ドアをノックする音がした。

「───カール様、よろしいですか」

「どうした？」

　ドアが開いて、執しつ事じのルイが顔を出す。

「要さんがいらしています。こちらにお通ししても……？」

　勿もち論ろんロードと骸がい骨こつ馬も一いつ緒しよだ。

　カールは少し考えるそぶりを見せた。

「……あとで行くから、ダイニングに……」

「それが……」

　カールの指示をさえぎるように、ルイは言葉を挟はさんだ。しかし、何かを躊躇ためらっている様子で、そのあとがつづかない。

「ルイ、どうした」

　問うたのはアルベルトだ。険のにじんだ彼の表情に、柔にゆう和わな面おも差ざしの執事は言葉を探しあぐねている風ふ情ぜいだ。

　咲夜が立ち上がった。

「あたしが行くわ」

「いえ、そういうことではなく」

　慌てて彼女を止め、ルイは困こん惑わくした顔でつづけた。

「要さんの前に、またエクシールが現れたそうなのです」

　エクシール。

　目を瞠みはった咲夜の鼓こ動どうが、不自然に跳はねた。
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　リビングにとおされた要は、そこに漂ただよう緊きん迫ぱくした空気に思わず数歩後あと退ずさった。

「要さん？」

　怪け訝げんそうに首を傾かたむけたルイに、ああいやそのと意味のない言葉を返して、そこに居並ぶクラーンの顔を順じゆん繰ぐりに見る。

　全員が硬かたい顔をしていた。少し怖こわいほどだ。どうしたのだろう。

「すいません、急に……」

　突とつ然ぜんの来訪を詫わびる要に、カールが頭を振った。

「いや、いつでも来てくれて構わないからそれはいいんだ。それよりも……」

　カールの言わんとするところを察した要は、トラムを降りたところから話をはじめた。

「うちの近くで、エクシールが待ち構えていて……」

　そこに、ロードが姿を見せた。彼は愛馬に飼い葉と水を与あたえてから庭に放してきたので少し遅おそくなったのである。コカールとケープを脱ぬいでルイに渡わたす動作は流れるようだ。

　ルイはそれらを持ってリビングを出る。廊ろう下かにコートハンガーがあるのだ。ブラシでほこりを払はらって掛かけるのだろう。

　余談だが、骸骨馬の飼料は生きた馬と変わらない。違ちがっているのは、ごく少量で済むということだ。

　通常の馬がもっしゃもっしゃと豪ごう快かいに飼料を咀そ嚼しやくするのに対し、骸骨馬は上品に楚そ々そとつまむ風情を見せる。水を飲む姿も品が良い。

　要は動物学者や獣じゆう医いではないので骨格などを見ても詳くわしいことはわからないが、たぶんこの馬はメスなんだろうなとなんとなく思っていた。騎き乗じようするロードの性別は男なので、馬が異性というのがやはり良い組み合わせなのだろうか。ロードが骸骨馬を世話する様はかいがいしく、ロードというくらいなのだからそれなりの地位だろうに、手ずから世話するなんてよほど大事にしているに違いない。それを眺ながめているとなんだかとてもほんわかとしたあたたかい気持ちになるのだ。両方とも骨だけど。ぱっと見ホラーなんだけど。

　ロード・スケルトンは、ベルンシュタイン家の長に一礼すると、要の背後に立った。

　いまは確実に安全なのだからくつろげばいいものをと、カールは苦く笑しようする。しかしそれをしないのがロードの律義さだ。

　暖だん炉ろの前の敷しき物ものに座った咲夜が胡う乱ろんげに口を開いた。

「要。あんたまさか、また買収されたんじゃないでしょうね」

　前回彼がブラートヴルストとコーヒーで買収されたことは、グレーテルから聞き及およんでいる。

　美少女の険しい目に睨にらまれて、要はぶんぶんと首を振ふった。

「ちゃんと断ったさ！　ロードさんと馬が証人だ！」

　白い面差しのロードに一同の視線が集まる。骸がい骨こつ騎き士しは重々しく頷うなずいた。

「ナハバールでありながら実に勇ゆう敢かんだった。偽いつわりなどひとつもないことを、このロード・スケルトンが保証しよう」

　おもむろに腕うでを組む仕草が実に凜り々りしい。

　要は思わず拳こぶしを握にぎりしめた。

「そうしたら、エクシールがひとりごとを言いながら俺を家まで送るとか言ってくれちゃってだな！　そのひとりごとがどう聞いてもお前に対するメッセージでだな！」

　まくしたてる要に、腕を組んだ咲夜が冷静に言った。

「結局また、エクシールのメッセンジャーになっちゃったわけね？」

「そのとおり！　さすがだな、司堂！」

「あたしじゃなくても聞いてたらわかるわよ」

　渋じゆう面めんで切り返され、要はがくりと肩かたを落とす。

「だってさぁ……。ロードさんがいたって、馬がいたって。すぐ横にあのエクシールがいて、ひとりごとだって前置きしてあーだのこーだの言うんだぜ？　怖いだろ、相当…」

　半分泣きそうな様子の要に、一同はその状じよう況きようを想像した。

　すぐ隣となりであのエクシールが、おそらく穏おだやかな語調で、ひとりごとと称しようして告げる言葉は咲夜に対するメッセージ。

「伝えなかったら悪夢を見せるぞとか言われてみろよ。ヴァンピーアの能力ってこういうときものすごく有効だよね」

　なるほど、そんなことを言われたのか。

　あの美び貌ぼうの底知れない男にそれをやられる図。

　確かに、ナハバールにはかなり恐おそろしいものがあるだろう。

「……まぁ、仕方がないな」

　ずっと黙だまっていたアルベルトが息をつく。

「要さん、とりあえずおかけください」

　ルイに勧すすめられ、要は三人にん掛がけのウィングバックチェアの空いているところに座り込んだ。

　背もたれに背を預けると、途と端たんにどっと疲ひ労ろうが襲おそってきた。思っていた以上に気力を消しよう耗もうしていたようだ。

　隣で腕と足を組んでいたトーゴが、もの思わしげな目を要に向けてきた。

「大だい丈じよう夫ぶか、要」

　トーゴと要は面識がある。

　ある事件のためにロードが要の護衛を離はなれたことがあり、その間代わりにトーゴがその任についていたのだ。

　骸骨騎士ロードと違って、ヴァンピーアのトーゴは牙きばを見せなければ人間と変わりのない見た目だ。人間の中にいてもまったく違い和わ感かんがない。

　ロードのように二十四時間体制ではなかったが、朝晩の通学時には必ずつかず離れずの距きよ離りを取って要の護衛につき、トラムにも同乗した。ときにはインビスで一いつ緒しよに間食などをとることもあり、そうしているうちにだんだん打ち解けた。トーゴが日本出身というのも、親しみを持つ大きな要因になった。ちなみにインビスのブラートヴルストは毎回トーゴのおごりだった。御ご馳ち走そうするのは年長者の義務だということだ。

「はぁ…なんとか…」

　歯切れの悪い返答に、トーゴはルイを見やった。

「何か持ってきてやれ」

　ベルンシュタイン家に籠ろう居きよ中のトーゴは、ルイに対して格上の態度を取る。トーゴが実質客分であるのにくわえ、彼よりずっと年長だからだ。

　基本的にクラーンは年功序列なのである。

「はい。要さん、お待ちくださいね」

　にこりと笑う執しつ事じに、要はほっとした顔で頷く。

「ありがとうございます」

　そのときになって要は、いつも笑え顔がおで迎むかえてくれる老婦人の姿が見えないことに気がついた。

「あれ…、司堂、グレーテルさんは？」

　咲夜とアルベルトが視線を交かわした。

「…………気分がすぐれなくて休んでるの。あとで要が来たことは伝えておくわ」

「……おう。お大事にって伝えといてくれ」

　彼女が詳しいことを話さないなら、要は聞かないほうがいいのだろう。

　ルイがホットレモネードを作って持ってきてくれたので、礼を言ってそれを受け取り一口飲むと、酸すっぱさが口の中に広がって、もやもやしていたものがすっきりした。

　食事はグレーテルのほうが百枚以上上手だが、飲み物はルイのほうに軍配が上がるのを、要はいつも不思議に思っている。

「それで、要。エクシールは、あたしに何を言ってきたの？」

　ホットレモネードの入った耐たい熱ねつガラスのグラスを両手で持ちながら、要は咲夜とアルベルトを交こう互ごに見た。それからロードに視線を向け、どうしようという顔をする。

　ロードは黙もく然ぜんと頷く。骸がい骨こつの表情はまったく読めないが、なんとなく背を押された気持ちで、要は漸ようよう口を開いた。

「ええと。エクシールの言葉をそのまま伝えるなら…」

　──ベルンシュタインのダンピールとエリアンヌと、明日にでも直接話ができたらとても嬉うれしいよ。場所は……そうだな。私たちが初めて会った礼拝堂が、静かで雰ふん囲い気きもあっていいね。黄昏たそがれの、世界が我らの領域に変わる頃ころになると、傾かたむいた最後の陽ひ射ざしがステンドグラスを美しく見せてくれるだろう

　咲夜とアルベルトの面おも持もちに見る間に険が宿った。端たん整せいな面立ちというのは、険を帯びると凄すごみを増すのだ。

　咲夜も相当だが、アルベルトの眼光が冴さえ冴えと鋭するどく、おそらくこれがいわゆる殺気という奴やつなんだろうと要は内心震ふるえ上がった。

「ほかには」

　いつもの無表情のほうがまだいいと思わせるほどの迫はく力りよくを醸かもし出すアルベルトに、要は記き憶おくを懸けん命めいに手た繰ぐる。たぶんこれだけだったと思うが、ほかに何かあっただろうか。

　後ろのロードを顧かえりみると、骸骨騎士はひとつ頷いた。

「それだけだ。しいていうなら、三人だけで話がしたいということだった」

　そうしてロードは、咲夜とアルベルトに空っぽの眼がん窩かを向けた。

「ダンピールと咲夜に、明日の黄昏時、最初に会った礼拝堂に来られたし、ということだろうな。深刻な面持ちをしていたところを見ると、冗じよう談だんなどではないようだ」

　咲夜はアルベルトを見つめた。エクシールを狩かるのが自分の役目だと、アルベルトは言っていた。呼び出しに応じれば絶好のチャンスだ。しかし。

　エクシールの目的がわからない。彼は咲夜を欲ほつしていると思われる。のこのこ出かけていったら、それこそ飛んで火にいる夏の虫ではないか。だが、滅めつ多たに姿を見せないエクシールと確実に接せつ触しよくできるのだ。

　アルベルトは瞼まぶたを半分落として考え込んだ。エクシールの真意は直接問いたださなければわからないだろう。

　黄昏の城に住む、クラーンの最長老にしてベルンシュタイン家の始祖エーアストはエクシールを狩れと言った。

　しかしそれには制約がある。

　エーアストはこう言った。エクシールはエリアンヌの存在を知ってしまった、どんなことがあっても全力で狩れ。決してエリアンヌをエクシールに渡わたしてはならない。

　初めて遭そう遇ぐうした礼拝堂で、エクシールは咲夜を連れ去るつもりだったに違ちがいない。しかし彼女の反はん撃げきを受け、あの場ではエクシールは引き下がった。

　東條要を通じて二度目に接触を図はかってきたときは、咲夜に嫌きらわれたくないからと、情報だけを提示した。

　今回はそのどれとも違う。咲夜だけでなく、自分を狩ろうとしているアルベルトも名指ししてきたのだ。

「……頼たのみがあるとか、言ってましたよ」

　そうっと口を開いた要に、全員の視線が集中する。要は、最初にエクシールが言っていたことを思い出して、繰くり返した。

「アベルさんと司堂に頼みがあるから、三人だけで話したい。最初はそう言ってたんです」

「頼み…？」

　さすがに困こん惑わくしてアルベルトは眉まゆ根ねを寄せた。あの男が、よりによって自分を狩るために差し向けられた執行者イエーガーであるアルベルトに、何の頼みをしようというのだ。

　ずっと黙って話を聞いていたトーゴが、指を鳴らした。

「読めたぞ」

　オリエンタールヴァンピーアは、自分の愛まな弟で子しと、その義妹を交互に見た。

「アルベルトはエクシールの頼みなどはなから聞く気がない。咲夜はひとりでは絶対に出てこない」

　それはそうだと咲夜は頷うなずいた。いくらなんでも、ひとりで来いと言われたら確実に黙もく殺さつする。

「だが、咲夜はアルベルトがいるなら会ってみてもいいかもしれないと思うだろう。そして咲夜がそう思うなら、アルベルトは最後には折れる」

　トーゴは目をすがめてにやりと笑った。

「完全に思考が読まれているぞ、アベル」

　師であるオリエンタールヴァンピーアの茶ちや化かすような台詞せりふに、アルベルトは渋じゆう面めんを作るが、無言のまま視線を逸そらす。図星だ。

　咲夜はアルベルトをまじまじと見つめてから、トーゴを一いち瞥べつした。

　アルベルトの思考を読んだエクシールもすごいが、そのエクシールの思考を読んだトーゴも相当だと思われる。

　様々な感情がないまぜになった複雑な息を吐はき出し、ごまかすように前まえ髪がみを搔かき上げて、アルベルトは咲夜に問うた。

「お前はどうしたい？」

　まっすぐに見つめられて、咲夜はふっと息を呑のむ。

　エクシールは危険だ。それはわかっている。だが。

　ブラオの光の中に現れたステンノは、エクシールを呼んだ。そのタイミングで、エクシールが自分たちを呼び出した。

　果たして無関係なのだろうか。咲夜には、このふたつの間につながりがまったくないとはどうしても思えない。

　咲夜の表情から彼女が何を思っているのかを読んだアルベルトは、父親に視線を投じた。

　それまでずっと沈ちん黙もくしていたカールは、険しい顔で静かに口を開いた。

「実は、全くの別件で、やはりステンノの名が出た」

　先ほど言いかけて中断した、キール支社長からの報告書についてをざっとかいつまんで説明する。

　クライスについて調査していたマーメイドが消息を絶ち、キール港の倉庫街で瀕ひん死しで見つかった。いまわの際きわに言い遺のこした言葉は「ステンノ」。

「ここでも、ステンノ、か……」

　トーゴが低く唸うなった。シュトラントヴァルトの一件で使われた石化剤ざいが絡からんでいるとなれば、彼の心中は穏おだやかではいられない。

　しかし、彼はいま、処しよ罰ばつが確定するまでの間カールの監かん視し下に置かれての籠ろう居きよ、という名目でベルンシュタイン家に起居している。エーアストの許可がなければこの邸やしきを出ることは許されない身なのだ。先日ロードの代わりに要の護衛として外出できたのは、狩りに絡んだ特別措そ置ちだったからだ。そう何度も特別措置は通用しないだろう。

　シュトラントヴァルトの村人たちを。何よりも、トーゴの大事なラケルを、生きながら石になるという恐きよう怖ふのどん底に陥おとしいれたクライス。

　戦いくさに挑いどむような目をして沈黙しているトーゴを見て、カールは思った。

　もしこの件がクライスにつながるなら、新たな罪科を科せられることになってもトーゴは動くだろう。それだけはなんとしても回かい避ひしないと、彼をかばいきれなくなる。

「──あたし、行くわ」

　顔をあげて断言した咲夜に、隣となりのアルベルトは半ば諦てい観かんした風ふ情ぜいだ。

　おそらくそういうだろうと思っていた。アルベルトがどれほど安全な場所に隠かくしておきたいと願っても、咲夜はそれを喜ばない。

　エクシールが指定した修道院で、アルベルトは彼女の意志を目まの当たりにしたのだ。自分がアルベルトを守るのだと。それは、アルベルト自身にも止められないほど強固な決意だった。

「エクシールの話がなんなのかはわからないけど、ステンノについて、彼が何か知ってるかもしれないもの。それを訊きくだけでも、会う価値はあると思う」

　それに、と。彼女は要をちらりと見やった。

「エクシールが要に言ったとおり、あたしに嫌われたくないと本気で思っているなら。だますようなことは、しないんじゃないかな」

　これは願望だ。咲夜にもその自覚はある。そんな甘い相手ではないということもわかっているつもりだ。

　一度目を閉じて、あの日ルイやアルベルトを涼すずしい顔で翻ほん弄ろうした男の顔を、脳のう裏りに浮うかべる。

　くせのある長めの金きん髪ぱつ。印象的な紫むらさきの瞳ひとみ。咲夜が肖しよう像ぞう画がでしか見たことのない、ベルンシュタイン家の始祖エーアストと瓜二つの相そう貌ぼう。

「咲夜」

　さすがにいささか咎とがめる響ひびきを含ふくんだ声で呼ばれて、咲夜は少しだけ体を強こわ張ばらせる。カールが否いなと言ったら、それは絶対だ。最終的な決定権は長おさにある。

　強張った表情の咲夜と、黙もく然ぜんと射い貫ぬいてくるアルベルトの二対ついの視線を受けて、カールは深々と嘆たん息そくした。

「……決して無む茶ちやはしないことだ。それと、銀の弾だん丸がんを急いで取り寄せるから、それを持っていきなさい」

「はい」

　頷いて、咲夜はほっと全身の力を抜ぬく。

「アルベルトもだ」

　父に釘くぎを刺さされて、アルベルトは目だけで応じる。トーゴ仕込みの彼の腕うでは相当なものだが、エクシールは油断のならない相手だ。

　カールはさらに、不ふ穏おんな目つきのオリエンタールヴァンピーアを一瞥した。

「トーゴ。お前のことは、私がエーアストに掛かけ合って許可をもぎ取ってくる。だから決して勝手な真似まねはするな」

　突とつ然ぜん水を向けられたトーゴがうっと詰つまる。カールは目をすがめた。

「やはりな。いいか、ひとりでキールに行こうなどとは絶対に考えるなよ。どうしても動きたいなら、明日アルベルトと咲夜に同行しろ」

　毅き然ぜんと命じるクラーンの長に、トーゴは怪け訝げんそうに尋たずねた。

「エクシールはふたりだけで来いと言っていたんじゃなかったか？」

　カールはふんとふんぞり返った。

「礼拝堂にふたりで来いとは言っても、修道院に至るまでもふたりでこい、ほかの誰だれもつれてくるなとは言われてないだろう。いざというときのためにお前は修道院の前で待機だ」

「なるほど」

　詭き弁べんだが、そういうことにしておいたほうが都合がいい。

　応じたトーゴを横目で見ていた要は、背後に立つロードをそうっと顧かえりみた。

「……あのー」

「む？　どうした、要」

「俺、この会話、聞いてていいんですかねぇ……」

　声をひそめて問う要に、骸がい骨こつ騎き士しは鷹おう揚ように頷いた。

「カールが聞かせても構わないと判断した。ならば、案ずる必要はない」

　それに、東條要はこのロード・スケルトンが一命を賭として守ると誓ちかった。

　もし先ほどエクシールが要の命を狙ねらっていたら、ロードは相打ちになったとしてもそれを阻はばむ所存だった。エクシールは要に危害を加えるつもりはないと宣言し、その通りにふるまった。たとえクラーンを追われても、その矜きよう持じは失われていない。

　白い骸がい骨こつの顔が自信に満ちあふれているように見えて、要はそうかと肩かたの荷を下ろす。

　首に下がった牙きばが目に入り、そっとそれを手のひらにのせた。

　考えてみれば、いまさらなのだ。大好きな親友だった大型犬が実はヴェアヴォルフだと知ったあのときから、要の日常は少しだけ黄昏たそがれに近くなった。

　しばらく牙をわしわしと握にぎっていた要は息をついて立ち上がった。

「では、俺はそろそろお暇いとまします。お邪じや魔ましました」

　ぺこりと頭を下げる。エクシールの伝言を届けるという役目は果たした。もう長居は無用だ。

　グレーテルが姿を見せないことは気にかかるが、これ以上踏ふみ込んではならないボーダーラインがきっとある。

「すみません、要さん。なんだか慌あわただしくて…」

　見送りに出てきたルイが詫わびてくれる。要は首を振ふった。

「いえ。こっちこそ、なんかまた、すみません、としか……」

　ケープをまといコカールをかぶったロードが要を顧みた。

「そのような暗い顔をすべきではないぞ、勇ゆう敢かんなるナハバールよ。臆おくすることなくエクシールと対たい峙じしたことを誇ほこりとせよ」

　励はげますように笑った──ように要には見えた──ロードは、颯さつ爽そうとケープの裾すそをさばいて身を翻ひるがえすと、手て袋ぶくろをはめた指を白い歯にあてた。

　高く鋭するどい指笛の音色が響き、庭の奥で休んでいた骸骨馬が軽快に駆かけてくる。

　うわぁかっこいい。惚ほれ惚れするほどかっこいい。骨だけど。

　ロードのかっこよさは、見てくれなどものともしない。

　臆することなくエクシールと対峙した、とロードは言ってくれたが、臆しまくりのびびりまくりだった。それを見ていたはずなのにああ言ってくれるロード・スケルトン。なんてかっこいいんだ。

「俺もあんなかっこいい男になりたいぜ……」

　こっそりとした呟つぶやきはごく小さなものだったのだが、ヴェアヴォルフであるルイの聴ちよう覚かくはそれをはっきりと捉とらえた。

　しかし彼は、要の呟きを聞かなかったことにして、愛馬に騎き乗じようしたロードと並んで歩きだす要を、手を振って見送った。
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　黄昏の民たみとも呼ばれるモンスター・クラーンの本ほん拠きよ地ち、黄昏の城。その主あるじたるエーアストは、寝しん室しつのベッドで一年の大半を過ごす。

　外見は年若い青年のままだが、彼は恐おそろしいほど長い時を生きている。彼の子孫たちは、地上で一定の時を過ごしたのち、城の地下深くの霊れい廟びようで静かな眠ねむりについている。中には不幸にして命を落とし塵ちりとなった者もいるが、ほとんどの子孫はこの地で眠っている。起き出してくることはほとんどない。

　エーアストはクラーンの最長老だが、自分はこの城の地下にある霊廟の番をしているようなものだと思っている。もっとも、それをほかの者たちに語ったことはほとんどないが。

　横になってうつらうつらとしていたエーアストは、ベッドの横に何者かの気配が生じたのを受けて、瞼まぶたをあげた。

　白いキトンとヒマティオンをまとった華きや奢しやな肢し体たい。衣装からのびた細い腕には蛇へびを模した腕うで飾かざり。背を覆おおう長い髪かみはウェーブのかかった金。

　顎あごの線のくっきりとした白い面おもて。すっと通った鼻び梁りよう、桜貝のような形の良い唇くちびる。憂うれいを含ふくんだように潤うるんだ瞳ひとみは、神秘の青と呼ばれる特別な色だ。

　端たん整せいな相そう貌ぼうの少女は、ベッドの傍かたわらに立って見下ろしてくる。

　彼女を静かに見返して、エーアストは微笑ほほえんだ。

「めずらしいね、メデューサ。きみが目を覚まして、ここに現れるとは」

　オリエンタールヴァンピーアの手で城から盗ぬすみ出されたアテナの盾たて。見た者を石に変える恐ろしい力を持つメデューサの首が埋うめ込まれたクラーンの至宝だ。

　盾はほどなく奪だつ還かんされ、傷ひとつない元の姿のまま城に戻もどり、地下の宝物庫に収められた。

　そこから持ち出されたという話はあれから聞かないので、メデューサはその姿だけをここに映しているのだろう。

　眠っていることが好きなメデューサが自発的に起きるなど、よほどのことだ。

　エーアストは大たい儀ぎそうに起き上がり、クッションを背にあてて楽な姿勢をとった。

「何か起こったのか？」

　青年の問いに、少女は静かに頷うなずいた。

『…………私たちの愛するステンノが、泣いているの』

　静かな声がエーアストの耳の奥に忍しのんでくる。まるで耳元でささやくような響ひびきだ。

『彼女は傷ついたわ。何かがあった』

　エーアストの表情が硬かたくなる。

「いま、ステンノは？」

　メデューサは頭かぶりを振った。

『もう、この世界にはいない。でも、どうやら一度、この世界に降りていたよう』

　青い瞳が大きく揺ゆれる。メデューサは、自分が苦しみを抱かかえているかのように顔を歪ゆがめた。

『恐ろしいことが起こったわ……。ステンノは傷ついた。傷ついて、助けを求めたのよ』

「誰に」

　自分の許もとには届いていない。

　エーアストの言葉に、メデューサは厳おごそかに答えた。

『おそらく、エクシールに』

「………………」

　息を詰つめて、エーアストは目を閉じた。その耳は、鈴すずを転がすように美しいメデューサの声を聞く。

『エクシールがそれを聞いたかは、わからない。けれども、私はそれを感じたわ。──エーアスト』

　青年は瞼をあげて少女を見た。神秘の青は、まるで彼の心を呑のみこむほどに深い。

『ステンノは、エクシールに助けを求めた。エクシールがどう動くにしても、それを見み逃のがしてあげて』

　押し黙だまったまま眉み間けんに深いしわを刻むエーアストに、メデューサは穏おだやかに微笑む。

『エーアスト。どうか、私たち三姉妹のために』

　そうしてメデューサは優ゆう雅がに一礼する。エーアストが答える前に、その姿は静かに消えていった。

　ふつりと闇やみが落ちたような気がした。

　彼女の姿がここにあった間、灯あかりひとつない寝室は、ほんのりと明るく感じられていたのだ。

　エーアストは息をついた。

　自分のところに報しらせがある前に、メデューサに釘くぎを刺さされてしまった。ゴルゴン三姉妹は彼に匹ひつ敵てきするか、彼以上に長命なクラーンだ。彼女たちのたっての願いを無視することはできない。

　メデューサは姉たちをとても愛している。エーアストはそのことをよく知っていた。

「…………さて…」

　軽く両手を組んで、エーアストは思し慮りよ深い目をした。

　ほどなくして、ドアをノックする小さな音がした。

「申し訳ございません、エーアスト」

　彼の身の回りの世話をしている侍じ女じよの声だ。

「起きている」

　彼が応じると、侍女は安あん堵どしたようだった。

「このような遅おそい時分なのですが、ベルンシュタイン公が突とつ然ぜんお出ましになりました。エーアストへの謁えつ見けんを求めておられますが、いかがいたしましょう」

　エーアストは小さく笑った。

　なるほど、メデューサはこれを見み越こしていたとみえる。あの城嫌ぎらいのカールが自ら参上したということは、使い魔まに手紙を託たくすだけでは埒らちが明かないと踏ふんだか、早急の判断が必要だということだ。

　おそらく後者だろう。メデューサの話と関かかわると考えてまず間ま違ちがいない。

「カールをここへ」

「かしこまりました」

　侍女の気配が遠ざかっていく。エーアストが眠っているとき、彼女はいつも気配を消している。彼が目覚めているときはそれをしない。彼女は実に配はい慮りよに長たけたセイレーンだ。

　セイレーン・クラーンはみなたおやかな容姿と聞き惚れるほどの美声を具そなえている。エーアストの侍女にセイレーンが配されたのは、日々世界中のクラーンから寄せられる様々な報告がせめて耳みみ障ざわりでないようにという長老衆の心こころ遣づかいだろう。

　そういった報告は、エーアストだけでなくカールの許にも寄せられる。ふたりのもとには寸すん分ぶん違たがわぬ情報が同時に届けられるのだ。

　ヴァンピーアの長おさカールは、すべてのクラーンを束ねる地位についているが、エーアストはそれとはまた立場を異にしている。カールといえどもエーアストを抜ぬきにして勝手な判断を下すことはできない。

　それは、クラーンが確立したころから揺るがない掟おきてのひとつだ。もうどれくらい前だったか、忘れるほど遠い過去の話だ。

　ほどなくしてカールがやってきた。

　彼の不ふ機き嫌げんな顔はいつものことだ。城で彼の表情がゆるむことは滅めつ多たにない。家族たちがいれば話は別だが。

　一礼したカールに、エーアストは笑いかけた。

「珍めずらしいね、カール。きみが自らここにやってくるとは」

「どうしても直接お話ししなければならない事態が、生じましたので」

　でなければ来るかと言外に告げるヴァンピーアに、エーアストは苦く笑しようまじりに頷く。

「なるほど。ならば仕方がないね。それで、用件というのは？」

　促うながされたカールが告げた内容は、案の定ステンノに関わるものだった。

　子孫であるヴァンピーアの顔を見ながら、エーアストは思った。

　本当に、ゴルゴンの三姉妹は姉妹愛が強いなぁ、と。




　　◇　◇　◇




　マインツからシュヴァルツヴァルトの最奥にある黄昏たそがれの城に向けて、カールが出発したのは夜九時を回ったころだった。

　戻ってきたのは翌日の昼下がりだ。休きゆう憩けいなしのノンストップで城までの道を往復したカールは、さすがに疲つかれきった顔でリビングの三人にん掛がけチェアに倒たおれこんだ。

「カール様、どうぞ」

　ルイが熱い蒸むしタオルと冷たい氷水をトレイに載のせて差し出す。

　カールは上半身を億おつ劫くうそうに起こし、蒸しタオルで顔を拭ふいて息をつくと、氷水を一気にあおった。冷たさが喉のどを滑すべって胃いの腑ふに落ちていく。蒸しタオルの熱さが心地ここちいい。

　グラスとタオルをトレイに戻し、肺が空になるほど深々と息を吐はき出したカールは、ドアのところに硬い面おも持もちで立っている三人を見やった。

　エーアストはなんと言ったのか。

　固かた唾ずをのむトーゴと咲夜に、カールは片目をつぶってみせた。

「許しが出たぞ。この件に限り、トーゴは出入り自由だ」

　無表情のアルベルトが小さく息をつく。もし許可が出なかったら、トーゴは確実に再び禁を犯おかした。もう二度と師に本気の剣けんを向けるのはごめんだ。

　カールは珍しいほど疲ひ労ろう困こん憊ぱいの体ていを見せていた。

　彼はヴァンピーアなので、徹てつ夜やで長ちよう距きよ離りを運転してきたことはあまり苦ではなかった。

　エーアストとさしで話すのも荷が重いのだが、城のクラーンが放つ無言の重圧も知らず知らずのうちにカールを疲ひ弊へいさせていたのだ。

　息をつき、実じつ年ねん齢れい六百歳超ちようだが四十代前半にしか見えないヴァンピーア・クラーンの長は、大たい儀ぎそうに立ち上がった。

「私は少し横になってくる。トーゴ、アルベルト、咲夜。出る前に必ずひと声かけるように。いいな？」

　念を押すカールに三人は素す直なおに頷うなずいた。

　階段を上がっていくカールを見送りながら、咲夜はぽつりと呟つぶやいた。

「……グレーテル、大だい丈じよう夫ぶかしら」

　料理上手な老婦人は、昨夜から部屋にこもりきりだ。昨夜、ルイとふたりで作った簡単な夕食を持っていき、ドア越ごしに声をかけたのだが、ほしくないという弱々しい返答があったので持ち帰った。その後食事は男性陣じんが片づけてくれた。

　今朝はルイがお茶とフルーツを用意していった。今度はドアを開けて顔を出したが、憔しよう悴すいしきって痛々しい面おも差ざしだったという。用意したカットフルーツはごく少量だったので、なんとかすべて食べてくれたということだ。

　朝食後の咲夜は、グレーテルがいつもしている掃そう除じや洗せん濯たくを代わりに行った。結構な重労働で、今度から時間のあるときは毎日手伝おうと心に決めた。アルベルトも同様だったようだ。

　トーゴは使用している離はなれを毎日掃除しているので、子どもたちが小さな反省会を開いているのを見て苦く笑しようしていた。彼から見れば、十九歳と十六歳はまだまだ子どもの年ねん齢れいだ。

　ルイの淹いれてくれたお茶を飲みながら午後を過ごし、陽ひが暮れる直前に指定された修道院に向けて出発した。

　三人なので、アルベルトがハンドルを握にぎって車で移動する。トーゴが運転しようかと申し出たのだが、アルベルトが無言でそれを退けた。

　アルベルトの頰ほおが引き攣つっていたのを咲夜は確かに見た。もしかしたらトーゴの運転は難があるのかもしれない。

　普ふ段だんはバイクを駆かるアルベルトだが、彼は四輪も相当上手に乗りこなす。以前イギリスでレンタカーを借りて彼の運転で移動したことがあるのだが、悪路でもほとんど揺ゆれなかった。

　普段ドライバー役を任されることの多いルイがアルベルトの腕うでを誉ほめていたから、かなりうまいのだろうと察せられた。

　今日は狩かりではないので、三人の服装はごくごくシンプルな私服だ。しかし、咲夜はコートの下にショルダーホルスターを身につけているし、アルベルトとトーゴもそれぞれの得物を携たずさえている。相手はエクシールだ。丸まる腰ごしで挑いどむのは危険だった。

　森の奥にたたずむ修道院に到とう着ちやくしたのは、陽が傾かたむいて橙だいだい色いろの光が地上に降り注ぐ頃ころだ。

　少し離れた場所に車を停とめ、トーゴをそこに残して咲夜とアルベルトは修道院の門に向かう。

　ここに住んでいたはずの修道女たちは全員新しい施し設せつに移動して、石造りの修道院は無人の廃はい墟きよとなった。

　門は固く閉とざされ、開かないように鎖くさりで封ふう印いんされていたので、アルベルトが軽い助走をつけて塀へいの上に飛び上がった。

　堅けん牢ろうな石の塀に難なく降り立ち、片かた膝ひざをついて、来いと咲夜を手招きする。

「簡単に言ってくれるなぁ……」

　咲夜はかなりの距きよ離りを取り、呼吸を整えて助走をつけた。

　塀の途と中ちゆうに足をついて全力で蹴けり、垂直の壁かべを駆け上がる。ダンピールと人間とでは跳ちよう躍やく力に圧あつ倒とう的な差があるので、咲夜がどれほど身軽でも、アルベルトのように塀の上までは飛べないのだ。

　かろうじて塀の上部に手をかけると、その腕をアルベルトが引き上げてくれた。

　中に降りるのは簡単だ。バランスをうまく取ってやわらかい土の上に着地する。膝ひざをばねにして衝しよう撃げきを殺し、咲夜は息をついて立ち上がった。

　無人の修道院は静かだった。三月とはいえまだまだ冬が色いろ濃こく残っているので、あちこちに残雪がうっすらと積もっている。日ひ陰かげで気温が上がりきらないのだろう。

　以前訪おとずれたときには綺き麗れいに整えられていた芝生しばふはのび放題で少し見苦しい。二階建ての館やかたをとおらないと、エクシールの待つ礼拝堂にはたどり着けない。

　館の玄げん関かんは鍵かぎが開いていた。入ってすぐのエントランスホールには埃ほこりが積もって、よくよく見るとあちこちに銃じゆう撃げき戦せんの名残なごりがあった。ひどいところは修復されているのだが、跳ちよう弾だんのめり込んだ痕あとや掠かすめた痕などが、あまり目の届かない高さの壁に残っている。

　あのときは、ケッツァーの牙きばを受けた修道女たちがフェアヴァンドルングと化し、クライスの支給品と思おぼしきサブマシンガンで攻こう撃げきしてきたのだ。

　重火器だけではなく、手て斧おのや肉切り包丁、農具に至るまで、ありとあらゆるもので攻撃されたことが鮮せん明めいに甦よみがえり、咲夜はアルベルトを見た。と、アルベルトも咲夜を一いち瞥べつしている。

　思っていたことは同じだったらしい。咲夜は思わず苦笑した。

「行くぞ」

　危険がないかを確かめるために、アルベルトはいつも咲夜の前を行く。

「うん」

　後方に異常がないかを確かめるのは咲夜の役目だ。特にこうしようと決めたわけではないのだが、いつの間にか役割分担をしていた。

　廊ろう下かの奥の両開きの窓から中庭に出る。この先に礼拝堂があるのだ。

　中庭の芝生ものびている。館を振ふり返って思い出す。前はここで手しゆ榴りゆう弾だんを投げられたのだった。荘そう厳ごんさが第一のはずの修道院で思い出すのが銃撃戦なのだから、我ながら罰ばち当あたりだと思う咲夜だ。

　礼拝堂の扉とびらは開いていた。

　アルベルトと咲夜は、傾いた光の射さしこむ礼拝堂の中に足を踏ふみ入れた。










　エクシールは、祭さい壇だんに半分腰こしを下ろすようにして寄りかかっていた。

　十じゆう字じ架かや聖母の像などは移転したのだろう。椅い子すと祭壇などは残っているが、様々な調度品やシンボルなどはすべてなくなっている。母子像が描えがかれたステンドグラスはさすがに持っていくことができなかったらしく、見事な彩さい色しきの光が床ゆかに落ちていた。

　黒いマントを祭壇の上にかけ、エクシールは白いシャツと黒いスラックスという出いで立ちだった。最初に会ったときとほぼ同じ様相だ。

「よくきてくれたね、ダンピール。そして、エリアンヌ」

　咲夜は眉まゆをぴくりと動かした。その名で呼ばれることはあまりない。家族以外の知人たちは、ほとんどがクリスティーネかクリスという愛あい称しようを使う。

　咲夜の表情の動きを見ていたエクシールは、くすりと笑った。

「お気に召めさないかな。私としては、美しい響ひびきのこの名が一番きみに相応ふさわしいと思っているんだが」

　穏おだやかに目を細めたエクシールは、アルベルトに話しかけた。

「きみは、咲夜という名のほうが気に入っているようだね。どうも私たちの趣しゆ味みは合わないようだ」

「貴様と趣味の話をしにきたわけじゃない」

　放たれた語気が刺とげ々とげしい。アルベルトは毛を逆立てた猫ねこのようにも見えた。

　祭壇に寄りかかったエクシールが両手を軽くあげる。

「あまり警けい戒かいしなくてもいいよ、ダンピール。今日は本当に、きみたちに頼たのみがあっただけなのだから」

　咲夜は瞬またたきをした。

「要もそういってたけど、どういうことなの」

　険のある声こわ音ねで問うと、エクシールはふいに、とても優やさしく微笑ほほえんだ。

「……立ち話をするのもなんだから、こちらのベンチにどうぞ」

　祭壇の右側に並んだ木のベンチを、エクシールはすいと示す。

　咲夜はアルベルトと一いつ瞬しゆん視線を交かわし、警戒しながらベンチについた。

　ふたりがベンチに腰を下ろすと、エクシールは祭壇に深く腰かける。高さのある祭壇に座ると、長身の彼の足でも床に届かない。

　燭しよく台だいや聖せい杯はいなどが並んでいた祭壇は、薄うす汚よごれた白いレースが残っているだけで、ただのテーブルのようだ。

　祭壇の上で組んだ足に合わせた手をかけたエクシールは、先ほどまでとは一転した真しん剣けんな面おも持もちで口を開いた。

「この間、アテナの盾たてを城から奪うばって逃にげ出したヴァンピーアは、きみたちのところにいるんだろう？　いまは敷しき地ちの外で待機しているようだね。私は三人だけで話がしたいと言ったはずなんだが」

「礼拝堂にはふたりで来いといわれたが、修道院までふたりで来いとは言われていない」

　素そっ気無く答えたアルベルトに、エクシールは肩かたをすくめる。

「そういうのを詭き弁べんというんだが……まぁ、いい。大事なのはそこじゃない」

　彼は、傍かたわらに置いたマントの下から、一枚の写真を取り出した。

「これを」

　ぴっと投げられた写真を、アルベルトが受け止める。

　モノクロの、傷いたみの激しい写真だった。

　映っているのは、白っぽいキトンとヒマティオンをまとって、円の中に倒たおれている女性のようだ。

　咲夜は思わず写真を摑つかんだ。

「これ……！」

　四し肢しを力なく投げ出し、長い金きん髪ぱつは乱れて広がっている。

　間ま違ちがいなく、ブラオの放った光の中に現れた女性だった。

「ステンノ、どうして？」

　睨にらんだ咲夜に、エクシールは深刻な面持ちで告げた。

「よく見てほしい。彼女の倒れている、その周りにあるものを」

「周り…？」

　咲夜とアルベルトは、傷みの激しい写真の細部を凝ぎよう視しした。

　倒れたステンノの周りに見えるのは、円だ。よく見ると二重になっている。円には幾いくつもの線が引かれ、二重円の中にも不可思議な模様や数字と思われるものがたくさん描かれている。

　これはまるで。

「……魔法円クライス？」

　呟つぶやいたのはアルベルトだった。

　クライスという単語に、咲夜の鼓こ動どうが跳はねる。

　エクシールを見ると、彼は小さく笑っていた。

「そう。それは魔法円。そして、倒れているのは、異世界から無理やり召しよう喚かんされたゴルゴン三姉妹の長女、ステンノ」

　祭壇から音もなく飛び降りて、ベンチの前にやってきたエクシールは、アルベルトの手から写真をするりと抜ぬき取った。

「彼女の救いを求める声を聞いたのは、この写真が撮とられてから随ずい分ぶん経たってからだ。居所を捜さがし当ててクライスから奪い、連れ去った。以来、私はクライスとは仲が悪くてね」

「……それまでは、円満だったわけ？」

　注意深く問う咲夜に、エクシールは首を傾かたむける。

「さあ、どうだろう。きみのご想像にお任せしておこう」

　煙けむに巻いて、エクシールは話題を元に戻もどす。

「誤解のないように言っておくと、ステンノは生きている。無事に異世界に戻ったよ。妹たちが案じているなら、そう伝えておいてくれ」

　問題はそこではない。

「最近、メデューサの血を悪用したクライスの陰いん謀ぼうがあっただろう？　あれが少し気になってね、調べてみたんだ」

　ステンノの写真を口元に当てて、エクシールは腕うでを交差させる。

「クライスが、不老不死を研究して様々な技法に手を染めていることは、クラーンもよく知っていると思う」

　咲夜もアルベルトも、小さく応じた。

　先日シュトラントヴァルトで起こった事件は、まさにそのための実験だった。

「あのとき石化に使われたのが、二百年前に回収し損そこねていたメデューサの血だと、きみたちは本当に思ってる？」

「…………」

　咲夜は目を見開いた。

　いまのいままで、彼女はそう思っていた。しかし、エクシールの口ぶりは、そうではないと言外に告げている。

「…………魔法円を使って召喚したステンノから、血を奪ったということか」

　エクシールを睥へい睨げいしていたアルベルトが口を開く。咲夜もエクシールを見つめた。

　二対ついの鋭えい利りな視線を受けた青年は、黙だまったまま目を細めると、突とつ然ぜんこんなことを言い出した。

「…………キールに停てい泊はくしている、少し小さなクルーズ船があってね」

「は？」

　突然の話題転てん換かんについていけず、咲夜は思わず聞き返す。エクシールは構わずにつづけた。

「個人所有の船で、確か世界中を航海している。ひと月ほど前からキールに停泊しているそうだよ」

　それがなんだというのか。

　咲夜とアルベルトの無言の威い嚇かくを受けても、エクシールはどこ吹ふく風だ。記き憶おくを手た繰ぐるように目線を斜ななめ上にあげ、こめかみに指を当てる。

「純白の船体で、名は確か……」

　紫むらさきの瞳ひとみが咲夜を一いち瞥べつした。

「───マリー・クリスティーネ」

「え…？」

　咲夜は一いつ瞬しゆん呆ほうけたような顔をした。咲夜のもうひとつの名前はエリアンヌ・クリスティーネ。

　別段珍めずらしい名前というわけではないが、そうそう聞かないのも確かだ。

　自分とよく似た名前のクルーズ船。そんなものがあるのか。

　一方、アルベルトは瞠どう目もくしてエクシールを凝視した。

　ただならぬ様子に気づいた咲夜は、アルベルトの肩にそっと手を置く。

「アベル…？」

　肩に触ふれてきた指の感かん触しよくで、アルベルトははっと我に返ったようだった。

　大だい丈じよう夫ぶだと咲夜に目で告げると、アルベルトは頭をひとつ振ふる。

　そんなふたりの反応に、エクシールは満足そうに笑った。

「つい最近、ステンノが私に伝えてきたことがある」

　踵きびすを返して、祭さい壇だんの遥はるか上に位置するステンドグラスを見上げ、エクシールは歌うように紡つむいだ。

「この世の災さい厄やくが、箱舟アルシエに眠ねむっている」

　エクシールの耳に、遠い昔に聞いたステンノの悲痛な叫さけびが甦よみがえる。

　──……助けて……エクシール…っ！

　──……エクシール………どうか…………っ

　ナハバールの世界を、助けて────。

　彼女は、彼女自身ではなく、この世界に生きるナハバールたちを助けてくれと、エクシールに懇こん願がんした。

　遠い遠い昔からの知ち己きが、命がけで伝えてきたその声に、エクシールは応こたえた。

　クライスに囚とらわれていたステンノを捜し、救い出して逃がした。そのときには既すでに彼女の両頰ほおは切り裂さかれ、無残な面おも差ざしが痛々しかったのをよく覚えている。

　そして、つい先さき頃ごろ、異世界で平和に暮らしていたはずの彼女から、悲鳴のような叫びがもたらされたのだ。

　彼女は繰くり返した。助けてエクシール、どうか助けてと、あのときのように。

　ステンノは、クラーンのエーアストではなく、クラーンを追われたエクシールに救いを求めた。それが意味するところを、エクシールは誰だれよりもよくわかっている。

　おもむろに咲夜たちを顧かえりみて、長身の青年は厳おごそかに言った。

「きみたちには、箱舟に眠る災厄を探し出し、奪うばい取ってきてもらいたい」

　思いもよらないエクシールの依い頼らいに、咲夜はしばらく二の句が継つげなかった。何度も深呼吸をして衝しよう撃げきから立ち直り、なんとか口を開く。

「……ステンノに頼たのまれたのは、エクシール、あなたでしょう？」

「そうだね」

「だったら自分でやりなさいよ。どうしてあたしたちが手を貸さなきゃならないのよ！」

　エクシールは頷うなずいた。

「確かに、きみの主張ももっともだよ、エリアンヌ」

　静かに笑い、エクシールはアルベルトに視線を落とした。

「ダンピール。少しだけ、ふたりで話をしようか」

　アルベルトの目が苛か烈れつに光る。同時に咲夜が立ち上がり、コートの下からＭ36を引き抜いて銃じゆう口こうをエクシールに据すえた。

　紫の瞳のヴァンピーアは、自分に向けられた銃口を見てもまったく動じない。

「相変わらず、きみは危ないおもちゃを使うね、エリアンヌ」

「おもちゃだと思うなら、試ためしてみる？　遠えん慮りよはいらないわ」

　言い終わるか否いなかで咲夜はトリガーを引いた。

　エクシールの左頰を掠かすめた弾だん丸がんが壁かべにめり込む。ちぎれた髪かみが数本宙に舞まい、硝しよう煙えんの匂においが鼻先をくすぐった。

　エクシールは肩かたをすくめる。

「返事を待てないとは、せっかちだね、エリアンヌ。そんなことではそこのダンピールに嫌きらわれてしまうよ？」

　咲夜の眉まゆが跳ね上がる。照準をエクシールの眉み間けんにあわせ、トリガーを引こうとしたとき、アルベルトの手がのびてシリンダーをがっちりと摑つかんだ。

「アベル？」

　リボルバーは、シリンダーを押さえられるとトリガーを引くことができないのだ。

　アルベルトの握あく力りよくに咲夜は到とう底ていかなわない。彼はそのまま咲夜の手からＭ36を奪い取る。

「咲夜、礼拝堂の外で待っていろ」

「ええ？」

　Ｍ36を奪い取っただけでなく、外に出ろとは何事だ。

　抗こう議ぎの声をあげようとした咲夜は、思った以上に険しいアルベルトの視線に射い貫ぬかれて、ぐっと押し黙る。

　アルベルトとエクシールを交こう互ごに見やり、咲夜は憤ふん懣まんやるかたないといった風ふ情ぜいを隠かくしもしない。アルベルトがそれ以上何も言わないのが、それに拍はく車しやをかける。

　彼女を取り成したのは意外にもエクシールだった。

「危害を加えるつもりはないよ。少し、彼に込み入った話があるだけだ」

　終わったらすぐに呼んであげるからとつづけるエクシールに、咲夜は怒いかりのすべてをぶつけてやろうかと思った。しかし、銃じゆうはアルベルトの手にある。彼の傍かたわらには白しら鞘さやの脇わき差ざしがあるのだが、咲夜はこれを抜ぬくことができない。

　いっそ鞘のままエクシールの脳天に叩たたき落としてやろうか。確実に避よけられるだろうが。

　剣けん呑のんにアルベルトを睨にらんでいた咲夜は、憤いきどおりと苛いら立だちのないまぜになった息を吐はき出した。

「外に、いるから」

　それだけを言い置いて、肩を怒らせて礼拝堂をあとにする。

　開いた扉とびらの陰かげに隠れた咲夜が黙ったまま芝生しばふを蹴けっているだろう姿が手に取るようにわかって、アルベルトは息をつく。

　その耳じ朶だに、淡たん々たんとしたエクシールの言葉が触れた。

「───取り引きをしないか、ダンピール」
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　突とつ然ぜんの申し出に、さしものアルベルトも息を止めた。

　彼は瞠目したままエクシールを凝ぎよう視しし、右手に持ったＭ36をやおら構えた。

　銃口はエクシールの心臓を狙ねらっている。至近距きよ離りだ。

　エクシールが目を丸くした。

「へえ…。きみも銃を使えたのか」

「あいつほどじゃないが、この距離なら外さない」

　エクシールは、開け放たれた扉の外に一いつ瞬しゆん視線を滑すべらせた。

「……私は、あの子をずっと捜さがしていた。ようやく捜し当てたんだ」

　アルベルトは眉ひとつ動かさず、トリガーにかけた人差し指に力を込める。

　対するエクシールもまた、顔色ひとつ変えずにつづけた。

「ベルンシュタインのダンピール。その引き金を引いても構わないが、取り引きの内容を確かめてからでも遅おそくないと思わないか？」

　アルベルトは、紫の瞳のヴァンピーアをひたと見み据すえた。金色の髪と紫の瞳。それだけでなく、面差しも瓜二つだ。

　十年の間アルベルトを育てた、始祖エーアストに。

　この男は咲夜を捜していた。だからカールとエーアストはあの子を隠しつづけた。アルベルトはそのことを知っている。

「─────」

　トリガーにかけられた指から力が失うせたのを見て取り、エクシールは息をついた。銃口は相変わらず心臓にさだめられ、トリガーにかけられた指もそのままだが、隙すきをつけば逃のがれられる。

「取り引きとは」

　アルベルトが低く問うと、答える代わりにエクシールは質問を投げかけてきた。

「エリアンヌはきみにとって、なんだ？」

　意表をつかれたアルベルトが息を詰つめる。エクシールは笑った。

「もしそれに答えて、箱舟に眠る災厄を見つけ出してくれたなら、私は今後エリアンヌから手を引こう」

　なかなか魅み力りよく的な取り引きだと思わないか。

　静かにそうつづけるエクシールの真意がアルベルトには摑めない。

　この男は咲夜を得るために、クラーンの末まつ端たんにいたヴァンピーアを離り反はんさせ、彼女がイェーガーとなるよう仕向けたのだ。クラーンには彼女を排はい斥せきしたがっている者が多い。

　あの件の背後にエクシールがいることに気づいても、わからないふりをしてその思おも惑わくに乗り、咲夜に狩かりを命じたのだ。

　エーアストはそれを察し、十年ぶりにアルベルトをベルンシュタイン家に戻もどした。すべては咲夜をエクシールから守るために。たとえ刺さし違ちがえても絶対に渡わたしてはならないと、アルベルトはエーアストに命じられた。

　だが彼は、そんな命令がなかったとしても、そのつもりだった。

　ほかの誰にも渡さないと、あの子がベルンシュタイン家にやってきたときに決めている。

「いずれはベルンシュタインを継ぐだろうダンピール。あの人間の少女は、きみにとって、なんだ？」

　銃口をエクシールにすえたまま、アルベルトは剣呑に目を細める。

　牙きばを持たない人間の少女が、モンスターと戦うために選んだ武器。守られることではなく、戦うことを己おのれに課して、同世代の少女たちとはまったく違う生き方を望んだ咲夜。

　いずれクラーンすべての頂点に立つ者が妻を選ぶ条件はただひとつ。

「咲夜は」

　種族も家いえ柄がらも関係がない。そんなものには何の意味もない。

「俺にとって、絶対の女だ」

　左手薬指のプラチナリングをいまだに決して外さないカールにとって、エミーリアが人間であることはさしたる問題ではなかった。

　問題はただひとつ、彼女がカールを受けいれてくれるかどうか。ヴァンピーアである彼を愛してくれるかどうかだけだった。

　アルベルトはあの両親の血を引いているのだ。そのたった一人以外には目もくれない愛し方は、確実に遺伝だと自覚している。

　エクシールはひとつ頷うなずいて、少しだけ寂さびしそうに笑う。

「なるほどね」

　予想していたのだろう。驚おどろいた様子はない。

　彼はおもむろに祭さい壇だんのマントを摑み、優ゆう雅がな所作でそれをまとった。

「箱はこ舟ぶねに眠ねむる災さい厄やくは、ナハバールの脅きよう威いだ」

　向けられている銃じゆう口こうなど見えていないかのように、エクシールは身を翻ひるがえす。

「血族クラーンは、いかなることがあっても隣人ナハバールに危害を加えてはならない。───古いにしえのクラーン、ステンノが関かかわる以上、箱舟の災厄は鉄則に抵てい触しよくするだろう」

　肩かた越ごしにアルベルトを顧かえりみたエクシールの瞳ひとみが、紅あかくきらめいた。

「健けん闘とうを祈いのるよ、ダンピール」

　言い終えると同時に、エクシールはマントを大きく翻してアルベルトの視界をふさいだ。

　エクシールの急所を一瞬見失い、マントを払はらいのけてトリガーを引く。

　銃声が轟とどろいた。マントだけが音を立てて床ゆかに落ちる。アルベルトは舌打ちした。

「目くらましか…」

　エクシールの姿は礼拝堂から忽こつ然ぜんと消えていた。

「アベル!?」

　銃声に驚いた咲夜が礼拝堂に飛び込んでくる。

　Ｍ36を持ったアベルが片かた膝ひざをついてマントに手をのばしている。咲夜は色を失って駆かけてきた。

「どうしたの!?　大だい丈じよう夫ぶ!?」

　血相を変える咲夜に頷いて、マントを摑つかみアルベルトは立ち上がった。

「すまない。はずした」

「エクシールを狙ったの？」

「ああ」

　応じるアルベルトの手から銃を取り上げて、咲夜は憤ふん然ぜんと目を怒らせた。

「普段使わない武器でかなう相手じゃないわよ。いつもみたいに、龍りゆう王おうで叩き斬きってやればよかったのに」

　せっかく持ってきたのに、一番得意とする武器を使わないのではお話にならないではないか。

　白しら鞘さやを渡されて、アルベルトはそれを黙だまって受け取る。

　手をのばせば届くところに、確かにこれはあった。だがアルベルトは、刀ではなく銃じゆうで仕留めたかったのだ。咲夜の代わりに。

　もっとも、そんなことを告げたら彼女は怒おこるだろうが。

　安全装置をセットしてショルダーホルスターに銃を収めながら、咲夜は尋たずねた。

「アベル。エクシールは、何を言ったの？」

　まさか言えないようなことではと咲夜が気を揉もんでいるのを見て取り、アルベルトは小さく苦く笑しようした。

「帰ったら話す。カールたちにも聞かせたほうがいい話だ」

「……ほんとに？」

　いまいち信じきれない風ふ情ぜいの咲夜の背をぽんと叩たたき、アルベルトは彼女に帰るぞと促うながした。
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　ベルンシュタイン家の主あるじカールは、リビングで息子むすこと娘むすめと旧友の帰りを待っていた。

　執しつ事じの淹れてくれた紅茶は手つかずのまますっかり冷めてしまっている。気づいた執事はさりげなくそれを下げ、新しいティーカップとソーサーと、淹れたての紅茶が入ったティーポットを用意した。

　紅茶と一いつ緒しよに出されたクッキーは、少し懐なつかしい味がする。

「……これは、ばあやが作ったものだね？」

　ひと口かじって言い当てたカールに、ルイは破顔した。

「さすがですね、カール様。先ほどやっと部屋から出てきて、険しい顔をして一心不乱にお菓か子しを焼いています」

　夕食はおそらく大量のキッシュですねとつづけたルイの表情に、ほんの少しだけ諦あきらめたような色がある。

　カールはなんともいえない複雑な顔を作った。

「ああ……」

　彼が子どもの頃ころから、グレーテルは老婦人で、いつもはてきぱきと家事をこなしてベルンシュタインの者たちの体調や、気分に合わせた絶ぜつ妙みようの食事を用意してくれる。しかし、彼女自身が片づけられない深刻な問題が発生すると、彼女はその思いのすべてを料理に叩きつける習性があるのだ。

　カップの持ち手を軽くつまんで、カールはふうと嘆たん息そくした。

「日ひ保もちするものだったらいいんだが、どうかな」

「とりあえずいまのところは焼き菓子が中心ですので、冷れい凍とうでいけると思います。季節柄がらまだまだ涼すずしいですから、冷凍庫に入らない分も常温でしばらく大だい丈じよう夫ぶかと」

「そうか。それは幸いだ」

　生菓子などが出てくると、傷いたまないうちに食べ尽つくさなければならない。いよいよ量が多いときは、最終手段として会社に持っていき、社員たちに配る。

　ちなみにデメルングの社員たちは、社長宅の有能なハウスキーパーが気まぐれに作る大量の料理を、ひそかに心待ちにしている。

　グレーテルの作る料理はいつもおいしいが、やはり上じよう機き嫌げんで作ったものが一番味がいい。調味料も手順も材料もまったく同じものなのになぜあんなに違ちがうのだろうかと時々不思議になるが、作り手の気持ちというものの違いなのだろう。

「……ばあやのおいしい料理が食べたいねぇ…」

　トレイを小こ脇わきに抱かかえてカールの傍かたわらに控ひかえたルイも、しみじみと同意した。

「はい。こういうときは、彼女のありがたみがよくわかります」

　いつもちゃんと感謝しているのだが、こういうときにはさらに深い尊敬の念を抱いだくモンスターたちだ。

「アルベルトたちは、大丈夫だろうか」

　カップをソーサーに置いて、カールが眉まゆを曇くもらせる。

　エクシールと対たい峙じしたことのあるヴェアヴォルフの執事は、あの日礼拝堂で翻ほん弄ろうされた我が身の情けなさを思い起こした。

　ヴェアヴォルフ・クラーンのルイは、当然のことながら人間より遥はるかに優すぐれた身体能力の持ち主だ。獣じゆう形けいをとればそれは飛ひ躍やく的にあがる。にもかかわらず、エクシールはルイとアルベルトをいいようにあしらった。

　壁かべに叩きつけられそうになったのをアルベルトが体を張って止めてくれたが、そのまま吹ふっ飛ばされたことを思い出し、あのときの体の痛みが甦よみがえってくるようだ。

「トーゴも一緒ですし、きっと心配されるような事態にはならないと、信じます」

　オリエンタールヴァンピーアは、人間だった頃から相当強かったという。故郷の戦いくさで、何十人にも囲まれながら全ぜん滅めつさせたという話を聞いたことがあるほどだ。その際、返り血を一いつ切さい浴びなかったという。

　昨日、時間を持て余した咲夜とアルベルトと、トーゴは戦せん闘とう訓練を行っていた。咲夜の戦闘技術を上げるために、この十年カールとルイはかなり厳しく相手をしてきたつもりだったが、トーゴはその上をいくほど容よう赦しやなく彼女を敗北させていた。

　カールもルイも決して手心は加えなかった。どちらかというと、トーゴをあれだけ本気にさせた咲夜とアルベルトが称賛されるべきなのだ。

　何度目かの息をついて、カールはカップを取り上げる。空っぽの中を見てソーサーに戻もどし、注いでくれるようルイに示す。

　そのとき、窓の外できいきいという耳みみ障ざわりな鳴き声がした。コウモリだ。

　暖気を逃にがさないために閉めていたカーテンを開ける。フランス窓の前を大きな一いつ匹ぴきのコウモリが旋せん回かいしていた。足に皮かわ袋ぶくろが括くくりつけられている。

　ルイが窓を開けると、コウモリは室内に飛び込んできた。カールの頭上を旋回し、ばたばたと不器用に羽ばたきながらラウンドテーブルに着地する。

「城からの伝令か……」

　よしよしと頭を撫なでてやり、コウモリの足に括りつけられていた皮袋を外す。

「いつもながら、こんな重いものをお前たちはよく運んでくるなぁ」

　ねぎらいの声をかけ、コウモリの好物を出してやるようにとルイに指示する。

　城からマインツ邸ていまでの距きよ離りは相当ある。このコウモリが放たれたのは朝方だろうか。

「コウモリよりワシやタカのほうが早く着きそうですが、城のクラーンはいつも頑かたくなにコウモリを使いますね」

　缶かん入いりのナッツと木のトレイに載のせたぶどうを持って戻ってきたルイが、どちらがいいかをコウモリに問うと、翼つばさをのばしてぶどうを差す。トレイを置いてやると房ふさから器用に一ひと粒つぶずつちぎってむしゃむしゃと食べはじめた。缶からナッツも三粒ほど出してぶどうの横に置いてやると、コウモリは嬉うれしそうにきいきいと鳴いた。

　ルイが口の広い浅い器うつわを出して水を用意している間に、カールは皮袋の中から小箱と小さな手紙を出してそれを開いた。

　エーアストからの手紙だ。

　マーメイド・クラーンからの報告を受けたらしい。昨日カールの許もとに届けられたものと同じものだろう。時差があった分だけカールの知らない新しい情報が添そえられていたらしい。

　今日カールは出社しなかったので知らなかった。おそらく社長室のデスクに、キール支社長からの新しい報告書が届いているはずだ。

　石と化して砕くだけたマーメイドは、クライスを追っていた。クラーンと連れん絡らくを絶ったあとになんらかの情報を得たようだ。

　キール港の周辺を調査したマーメイドは、とあるクルーズ客船のクルーとして乗船する手続きを偽ぎ名めいで行っていたらしい。

　細かい文字を追っていたカールは、ふいに目を見開いた。

「……マリー・クリスティーネ…？」

　ドイツでもトップシェアを誇ほこる海運会社ブリンクラインの持ち船だという。

　ブリンクラインの社主はオットー・カーン。彼のことはカールも知っている。パーティーの席で何度か顔を合わせた。カールの会社デメルングと直接の取り引きはないが、系列企き業ぎようとは提てい携けいしていたはずだ。

　マーメイドが半ば石化して発見されたのは、乗船した三日後だったらしい。その間何が起こったのか。
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　カールは少し考え込んだ。ブリンクラインとマリー・クリスティーネ号について、詳くわしいことが知りたい。

　カールは立ち上がり、コウモリに懐なつかれているルイに一声かけた。

「ちょっと会社に行ってくる」










　デメルング本社には、まだ社員たちが残っていた。

　予想通りだったので、カールは彼らに差し入れと称しようして、焼きたての菓子を渡わたした。でがけにグレーテルにパッケージングしてもらったものだ。

　美味おいしそうな甘い香かおりがフロア中に広がって、残っていた社員たちがわらわらと集まってくる。カールは苦く笑しようしながら社長室に向かった。

　秘書がひとり、明日の会議のための準備で残っていたので、ブリンクラインとクルーズ客船マリー・クリスティーネ号についての資料を至急揃そろえるように命じた。

　休きゆう暇かだったはずの社長が突とつ然ぜん現れて余計な仕事を増やしたことに怒おこるかなと思っていたら、意外にも彼女はぱっと顔を輝かがやかせた。

「社長、招待状のことをご存じだったんですか」

「招待状？」

　なんのことかわからず怪け訝げんに首をかしげたカールに、秘書はファイリングした資料とともに一通の封ふう書しよを差し出した。

「急な話でしたが、社長が出席されるおつもりだったのなら良かったです。こちらはブリンクラインの資料です、あとで目をとおしておいてください」

　それと、キール支社長から今日もまた報告書が届いていたのでデスクに置いてあります。

　彼女の言葉を聞き流しながら封書を確かく認にんする。

　金きん枠わくに縁ふちどられた白い上質の封ふう筒とう。これは確かに招待状だ。

　差出人は海運会社ブリンクライン社主オットー・カーン。

「……ユミ」

「はい？」

　秘書の愛あい称しようを口に乗せ、顔をあげたカールはにこりと笑った。

「うちのハウスキーパーが焼いた菓か子しを久々に総務に差し入れた。ここはいいから、ちょっと抜ぬけて一息ついてきなさい」

　極東の国からきた秘書は、黒い瞳ひとみをきらきらと輝かせた。

「本当ですか？　では、少し失礼します」

　甘いものが大好きな彼女は、足取りも軽かろやかに退出していく。

　笑え顔がおで彼女を見送り、カールは踵きびすを返して社長室に向かった。

　デスクに載った封筒を開封し、キール支社長からの報告書をざっと黙もく読どくする。

　それからカールは、オットー・カーンからの封書を開け、中を確認した。

　スイスで療りよう養ようしていた息子むすこがようやく戻ってきたので、全快祝いも兼かねた誕生パーティーを開かい催さいする。ぜひご出席願いたい、というものだ。

　カールは腕うでを組んで眉まゆ根ねを寄せた。

　パーティーの開催地は、ブリンクラインの所有するクルーズ客船、マリー・クリスティーネ号。

　ブリンクラインとデメルングに直接の取り引きはないが、系列企業の親会社なので、招待状が送られてくることは別に不自然ではない。これを機にデメルングとの付き合いが深まれば、という目もく論ろ見みもあるだろう。

　秘書のユミが揃えておいてくれた資料に目をとおす。

　オットー・カーンは今年七十五歳。結けつ婚こんは遅おそく、二十歳下の女性と三十五年前に結婚。当時は財産目当てとかなり揶や揄ゆされたようだ。長い間子宝に恵めぐまれず、ひとり息子がうまれたのが二十年前。妊にん娠しん八ヶ月での早産だった。

　未熟児で生まれた子は病弱だったため、母子で空気のいいスイスの療養所で生活。オットーは毎週末にスイスに通い、我が子の無事の成長を願った。

　子どもの頃ころに病弱だった人間が長じるとともに健康体になっていくのはよくあることだ。オットーの持つ莫ばく大だいな財産も療養に役立っただろう。

　秘書の用意した資料の中には招待客のリストアップがあった。二百名近い名前が並んでいる。どれもこれも上流階級の者たちだ。

　ブリンクラインはオットーの祖父が興おこした会社で、彼は三代目に当たる。これまで表おもて舞ぶ台たいに出てこなかった二十歳の息子を社交界に紹しよう介かいするということは、ブリンクライン後こう継けい者しやの実質的な披ひ露ろうパーティーだ。

　息子の名前と顔写真はどこにも出ていないようで、資料の中にもなかった。

　スケジュールは四月半ばの五日間。

　招待客にはパーティーと、ブリンクラインの誇るマリー・クリスティーネ号での五泊はく六日のノルウェー海クルージングを楽しんでもらう趣しゆ向こうだという。

　このクルーズ客船についても資料が用意されていた。

　マリー・クリスティーネ号のデビューは二ヶ月前だ。三万トンクラスのブティック船で、きめ細やかでハイクオリティのサービスに力を入れており、乗船客にゆったりとくつろいでもらうために、乗船客の定員は同クラスのクルーズ客船の半分程度に抑おさえ、その分船室を広々と取っているらしい。

「全室、スイート、もしくはセミスイートか。贅ぜい沢たくな造りだな」

　内部の写真もあったが、一流ホテルのスイートルームだと言われても違い和わ感かんのない、シックで上品な部屋だった。

　これは客を選ぶタイプの船だ。この部屋に相応ふさわしい人間だけが、客として乗船することができる。

　船の全体写真もあった。純白の船体に「M.Christine」の文字が記されている。

「マリー・クリスティーネ、か……」

　純白の美しい客船に相応しい名だと思うが、何か引っかかる。

　招待状をもう一度確かめたカールは、末まつ尾びの文に目を留めた。

　マリー・クリスティーネ号は、淑しゆく女じよの方に特にお楽しみいただける施し設せつをご用意しております。ご家族でのご出席をお待ちしております。また、誕生パーティーは主役の希望により仮装パーティーを予定しております。趣向を凝こらした出いで立ちでお越こしいただけますことを楽しみにしております。

「……………」

　船室はふたり一部屋で、エキストラベッドが一台入れられるようになっているようだ。準備の関係があるので、出欠の連れん絡らくを出発の十日前までにされたしということだ。

　カールは渋じゆう面めんを作った。この日程では、カールの出席は難しい。しかし会社としての付き合いを考えると、誰だれか身内を行かせたほうがいいだろう。

　カールは深く息をついた。

　おそらく、咲夜は自分がいくと言い出すに決まっている。ステンノにまつわる一連に深く関かかわっている可能性が非常に高いクルーズ船だ。

　エーアストの許もとにもこれらの情報はもたらされているだろう。社交界には存外クラーンが多いのだ。

　資料を揃えて社長室を出ながら、どう切り出そうかとカールは頭を悩なやませた。
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　帰宅すると、キッチンからおいしそうな匂においが漂ただよっていた。

　目を輝かせて咲夜はキッチンに駆かけ込む。

「グレーテル」

　両手にミトンをはめてオーブンから天板を出していたグレーテルが、振ふり返って微笑ほほえんだ。

「おかえりなさいませ、咲夜様。アルベルト様も、トーゴも」

　彼女の後ろから姿を見せたふたりにも会え釈しやくをして、老婦人は執しつ事じに指示をする。

「これを切り分けてちょうだい。冷めないうちにダイニングテーブルに運んでね」

「わかりました」

　応じるルイが、少しだけ疲つかれた風ふ情ぜいを見せているように思えて、咲夜は首を傾かたむけた。

「ルイ？　どうしたの？」

　金の長い髪かみを首の後ろで結んだ青年は、乾かわいた笑いを立てた。

「はははは。いえいえ、なんでもありません。さぁ、皆みな様さま、ダイニングにどうぞ」

　促うながされた三人は、ダイニングテーブルの上に並ぶ大量のキッシュを見て、ルイの表情の意味を悟さとった。

「これは、また……」

　啞あ然ぜんとしたトーゴがそれきり絶句する。咲夜は額に手を当てる。アルベルトは、十年ぶりだなと半ば感かん嘆たんしていた。

「ひとつひとつが別の味だからまだいいわよね」

　十種類以上のキッシュが並んだテーブルには、個人用のプレートとフォークと飲み物のグラスが用意され、普ふ段だんは添そえられているサラダの類たぐいはどこにもない。

　今日はキッシュパーティーか、と咲夜は腹を括くくった。

　グレーテルが料理を作るところまで立ち直ってくれたのだから、あとはこれが落ち着くのを待つだけだ。

　幸いにして、こんな状じよう況きようでもグレーテルの作る料理はそれなりにおいしい。

　ガス入りミネラルウォーターのガラスジャグを持ってきたルイが、いささか遠い目をして微笑む。

「食後には、グレーテルが腕によりをかけて焼き上げたマドレーヌとフィナンシェとタルトとクッキーがあります」

「これ全部片づけたら、食後のデザートなんか入るか」

　切り返したのはトーゴで、咲夜とアルベルトは意を決して席に着く。

　ふたりの行動に、トーゴも腹を括ったようだ。席について、日本式に手を合わせた。

「いただきます」

　それから一時間後。

　帰宅したカールは、ダイニングに並んだたくさんのキッシュと、疲れた顔で水を飲んでいる娘むすめたちの姿を見て目を丸くした。

「お帰りなさい、父さん」

　これ以上入らないし当分の間はキッシュは見たくもない、という顔をしている咲夜に応じて、彼にしては珍めずらしく背もたれに寄りかかってぐったりと天てん井じようを仰あおいでいるトーゴと、テーブルに肘ひじをついて手の甲こうに額を載のせているアルベルトを見やる。

　キッシュの半分以上が消費されているのを見て、果か敢かんに挑いどんだ娘たちをカールは心から称しよう賛さんした。もちろんこれは他人ひとごとではない。あとで自分も限界まで食べることになっている。

　ルイとふたりで頑がん張ばれば片づくだろうかと考えながら、カールはおもむろに席に着いた。

　翌日の仕込みまで終わらせてからダイニングに現れたグレーテルは、当主と執事、子どもたちと客分が全員ぐったりとしている様を見て、あらと目を丸くした。

　テーブルにはほうれん草とじゃがいものキッシュが一切れ、きのことチーズとかぼちゃのキッシュが二切れ、玉ねぎとベーコンのキッシュが一切れ残っており、ほかのプレートはすべて空だ。

　彼女に気づいたカールが顔をあげた。

「ああ、ばあや。おいしかったよ、ごちそうさま」

　咲夜とアルベルトが黙だまって頷うなずく。トーゴは天井を仰いだまま動かない。ルイが息をついて立ち上がった。

「飲み物を持ってきます」

　カールが片手を上げる。

「いや、あとでいい。もう少し落ち着いたら、リビングのほうに頼たのむ」

　大たい儀ぎそうに立ち上がり、カールは子どもたちを呼んだ。

「アルベルト、咲夜、来なさい」

　ふたりは顔を見合わせて、おもむろに立ち上がった。

「グレーテル、おいしかったよ。今度、作り方教えてね」

　量は多すぎたが、おいしかったのは本当だ。

　グレーテルはにっこりと笑った。

「はい、喜んで」

　アルベルトは片手をあげてダイニングを出ていく。うまかったという意思表示だ。

　ふたりが出て行ったあとに、トーゴがよろよろと立ちあがった。

「……ごちそうさま」

　なんとかグレーテルに告げると、少し休んでくるとルイに告げて、トーゴは離はなれに引き上げる。さすがに横にならないと苦しいのだろう。

　グレーテルは席について、残りのキッシュをプレートに取った。すっかり冷めてしまったキッシュは、いつも作るものより少しだけ塩味が濃こい。

　明日は軽いものをつくろうと、キッシュをかじりながらグレーテルは考えた。

　昨夜見た夢の中に、メデューサが現れた。動どう揺ようするグレーテルをなだめるように寄り添って、美しい少女は何度も何度も繰くり返した。

　──大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫よ、エウリュアレ。ステンノは、生きているわ……

　ブラオの見せた光の中の光景はあまりにも衝しよう撃げき的で、グレーテルの心臓はずっと休まらなかった。ようやく落ち着いたのは、今日の夕方になってからだ。

　いつもは気き丈じようで動じない彼女だが、肉親には弱い。ステンノは無事だという。では、あの光の中で、彼女はなぜ助けを求めていたのか。

　カールたちがそれについて調べているとルイが教えてくれた。いまもおそらく、カールはアルベルトと咲夜にその話をするつもりだろう。

　グレーテルは呼ばれていない。呼ばれるまではそこには行かない。

「……あら、こっちは味が薄うすいわ。まったく、だめねぇ……」

　呟つぶやいて、グレーテルは肩かたを落とした。










　暖だん炉ろの火はいつ見ても心を落ち着かせてくれる。ゆらゆらと踊おどるような動きを眺ながめていると、無心になっていくのだ。

　三人にん掛がけのチェアに腰こしかけた咲夜とアルベルトは、一人掛けのチェアについて足を組んだカールに、エクシールの話を伝えた。

　アルベルトがエクシールに持ちかけられた取引の話を、咲夜はここで初めて聞いた。

「なんなの、それは」

「さあな。だが、どうやら本気のようだ」

　目を見開く彼女に、アルベルトは頭かぶりを振る。細かい会話は割かつ愛あいした。咲夜にいちいち聞かせるようなことではないからだ。

　咲夜は顎あごに手を当てた。エクシールは自分を狙ねらっていたのだと思ったが、どういう心境の変化があったのだろう。

　いずれにしても、ステンノがエクシールに助けを求めて、彼はそれに応じた。

　クライスはおそらくステンノから奪うばった両頰ほおの血をまだ保有しているだろう。シュトラントヴァルトで使い切ってしまったら、そのあとの研究に差し障さわるだろうから。

　どれほどの量がクライスの手にあるのか。彼らはステンノの血を薬やく剤ざいとしてシュトラントヴァルトの村民たちに投とう与よした。インフルエンザの予防注射というふれこみの、無色透とう明めいの液体だ。血からそれを作り出すだけの施し設せつが、クライスにはあるのだ。

「箱はこ舟ぶねに眠ねむる災さい厄やくは、ナハバールの脅きよう威いだとエクシールは言った。俺もそう思う」

　古いにしえのクラーンであるステンノが関かかわるなら、クラーンとして動かなければならないだろう。

　子どもたちからの報告を受けたカールは、会社から持ち帰ってきたファイルをふたりに差し出した。

「なに？」

　ファイルを受け取った咲夜が表紙をめくると、金きん枠わくで飾かざられた封ふう書しよが滑すべり落ちる。

　アルベルトがそれを拾い上げ、差出人を確かく認にんした。

「ブリンクライン？」

　怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せたアルベルトは、咲夜の手にあるファイルの、マリー・クリスティーネ号の項こう目もくに目を留めた。ドイツ船せん籍せきのクルーズ船、所有者はブリンクラインだ。

「シュトラントヴァルト石化事件についての調査を行っていたマーメイドが、このマリー・クリスティーネ号に偽ぎ名めいで乗船した三日後、石化した状態で発見された」

　咲夜とアルベルトは言葉もなくカールを見つめる。

　砕くだけ散る寸前にマーメイドが残した言葉。ここでもステンノだ。

　口元に指を当てたアルベルトが思し慮りよ深い目をする。

「……マリー・クリスティーネ号が、鍵かぎか…」

「どうやらそのようだ」

　応じたカールに、マリー・クリスティーネ号の資料を眺めている咲夜が険しい語調で言った。

「調べるにしても、これだけ贅ぜい沢たくな船に侵しん入にゆうするのはちょっと大変よ？　そのマーメイドみたいに素す性じようを偽いつわってクルーとして乗り込むにしても、時間がかかるわ」

　彼女の隣となりで金枠の封書の中を確認したアルベルトが軽く目を瞠みはった。彼はそれを無言で咲夜の前に掲かかげる。

「なに？」

「マリー・クリスティーネ号への招待状だ」

「ええ？」

　咲夜は啞あ然ぜんとした。
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　純白のクルーズ船のデッキで、男は海面を眺めていた。

　荷は無事に運び終わり、船は今夜出航する。彼の役目は、クライスの命令に従ってあの箱を無事に研究所に送り届けることだ。

　今回のクルーズはどこにも寄港しないことになっているが、途と中ちゆうでエンジントラブルを起こし、近きん郊こうの港に緊きん急きゆう入港する予定になっている。

　しかし、彼には懸け念ねんがあった。

　数日前に、モンスター・クラーンの一員が、偽名を使ってクルーとして乗船し、船の秘密を探さぐっていたのだ。

　どうやら、シュトラントヴァルトの事件を追って、この船にたどり着いたようだった。

　クラーンは結束が固い。あの件にクライスが関わっていたことを、彼らはすでに察知しているだろう。彼らにとってクライスは殲せん滅めつしなければならない存在だ。きっと全力で叩たたき潰つぶしにかかってくる。

　彼は、五十年前に塵ちりと化したと見せかけてクラーンを離り反はんした。クラーンは離反したケッツァーを許さないが、存在を認にん識しきしなければ追われることはない。

　死んだ者はケッツァーにはなりえない。彼はそこを巧こう妙みようについた。

　クライスに与くみしたのは十年前だ。不老不死を望むナハバールたちにたまたま関わり、そこからクライスに行きついた。クラーンの中にいた頃ころにその存在は聞き知っていたが、まさか自分がクライスに与することになるとは、思いもよらなかった。

　クライスは彼に充じゆう分ぶんな報ほう酬しゆうと地位を与あたえてくれた。この船は、実質彼が支配しているようなものだ。

　彼自身はナハバールになんの恨うらみもない。乗船してくるナハバールたちには最大限のもてなしをいつも心がけている。

　クライスの研究は結果としてナハバールたちを苦しめることになるが、それは必要悪だと割り切っていた。

　先ほど、クライスの幹部から指令があった。

　クラーンはおそらく、すでにこの船に気づいている。もしかしたら、今夜の乗船客にモンスター・クラーンの刺し客かくが紛まぎれ込んでいるかもしれない。

　彼はこう返答した。

　海上で機関室の火災などが起こったとしたら、乗船客はパニックを起こすでしょう。半はん狂きよう乱らんに陥おちいって判断力が低下し、冷たいノルウェー海に落ちるようなことのないように、充じゆう分ぶん配はい慮りよします。

　幹部は笑って頷うなずいた。彼も笑って一礼した。

　今夜出航するクルーズの客は、この船を所有するオットー・カーンの後こう継けい者しやのために開かれる誕生パーティーに招かれた上流階級の者たちばかりだ。

　この船は人気があり、上流階級の顧こ客きやくの予約で三年先まで埋うまっている。そのほとんどが、ブリンクラインが創設された当時からの常連客と、その紹しよう介かい者しやだ。紹介なしではこの船に乗ることは難しいのである。

　時間はある。五泊はく六日のクルーズだ。その間どこにも寄港せず、乗船客はみな船内の施設で思い思いに過ごす。いくら広いといえども、船の中は一種の閉へい鎖さ空間だ。日々ナハバールに溶とけ込んで暮らしているクラーンも、非日常の中では本ほん性しようの欠片かけらを見せることもある。

　相手は彼がこの船にいることを知らない。クライスは人間の組織だ。クラーンを離反したケッツァーが与することはあっても、どういう立場でいるのかまではわかりようがない。

　彼は時計を確認した。十五時を回っている。

　出航は十七時。パーティーの開始は十九時からだ。

　招待客がそろそろ集まりはじめている。六日分の荷物を詰つめた大きなトランクを持ったクルーたちが、客を先導しながらタラップを登っている様がデッキからはよく見える。

　招待客の家族だろう、小さな子どもが彼に気づいて大きく手を振ふってきた。

　彼は完かん璧ぺきな笑え顔がおを作ってそれに応こたえた。
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　列車を乗り継ついでやってきたキール港は、思っていた以上に寒かった。

「うう、寒いなぁ…」

　自分を抱だくようにしながら体をすくめる咲夜に、すっと近寄った少女が首を傾かたむけた。

「大だい丈じよう夫ぶですか、クリス」

　尋たずねたのは、咲夜より五センチほど長身でふたつほど年長に見える、瘦そう身しんの少女だ。

　薄うすい紅茶色の長い髪かみはまっすぐで、シルバーグレイの瞳ひとみは優やさしそうな光をたたえている。咲夜とはまた趣おもむきの違ちがう整った容姿は、儚はかなげでたおやかな印象を持つ。

　タイプの違う美少女ふたりが並ぶ様は、乗船客たちの荷物を運ぶクルーたちの視線を釘くぎづけにしていた。

　大きなワードローブとトランクを持った二人組が、彼女たちに歩み寄る。荷物の受け取りに時間がかかり、女性陣じんを先に行かせたのだ。

　トランクを一いつ旦たん下に置いて、トーゴは肩かたを回した。

「このトランクは、たくさん入るがとにかく重いな」

　ヴァンピーアの膂りよ力りよくをもってして重いと言わしめるトランクは、アンティークで大分使い込んである。購こう入にゆうしたのはカールで、現在の使用者ももっぱらカールだ。しかし外見はすでにアンティーク。長命のクラーンならではの現象である。

　咲夜やアルベルトの持っているスーツケースでは荷物が入りきらないだろうと、邸やしきの奥にしまっておいたワードローブと大型のトランクをグレーテルが出してくれたのだ。

　船旅と言ったらやはりこれだと、カールが嬉うれしそうにしていたのが印象的だった。

　荷物を持った男ふたりが美少女たちの傍かたわらに立って周囲を威い嚇かくする。クルーたちは一いつ瞬しゆんがっかりしたが、鋭えい利りな眼光を受けると作業の手が早くなった。

　純白の船体を見あげて、咲夜は目を細めた。

　冷たい風の中に悠ゆう然ぜんとたたずむ白い船。船上にホテルがそのまま横置きされたような形が、彼女に箱はこ舟ぶねという単語を連想させた。

　箱舟に災さい厄やくが眠ねむっている。この船が箱舟なら、災厄はどこにあるのだろう。

　三万トンクラスのクルーズ船、マリー・クリスティーネ号は、全長約百九十メートル、幅はば約二十五メートル。

　タラップを登って乗船すると、エントランスロビーは三階までの吹ふき抜ぬけで思っていた以上に広く感じた。
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　ひとグループにつきひとりのクルーが配されているようで、白いジャケットと黒いスラックスに身を包んだ清潔感あふれる青年が一礼する。

「お荷物を」

　箱型の台車を示す青年に、トーゴとアルベルトは首を振った。

「いや、いい。自分で持っていく」

　ワードローブはかなりの大きさで重量もあるのだが、ふたりは平然とそれを持ち歩く。

　咲夜はクルーに微笑ほほえみかけた。

「大事なものなの。気にしないで」

　クルーは相好を崩くずしかけたが、アルベルトに睨にらまれて表情を引き締しめた。

「お部屋はこちらです」

　先導するクルーにつづきながら、咲夜はアルベルトの持つワードローブをちらりと見た。彼らでないと持てないだろうなと思うほどの重さは、出がけに持ってみようと試みてあえなく挫ざ折せつした代しろ物ものだ。女の細ほそ腕うででこれは無理だろうとトーゴに笑われた。

　クルーに案内された部屋は右う舷げんの後方で、資料にあった通り、広々としたスイートルームだった。隣りん接せつした部屋ふたつが六日間彼らの居室となる。

「レニ、ベッドはどっちにする？」

　ふたつ並んだベッドを見てはしゃぐ咲夜に、レニと呼ばれた少女は首を傾けて微笑んだ。

「どちらでも。クリス、お好きなほうをどうぞ」

「じゃあ、窓に近いほうをもらう」

　ワードローブを壁かべ際ぎわに置いたアルベルトが、念のため異常がないか室内を点検する。咲夜はそのあとについて回る。

　バスルームにはバスタブが備えられ、アメニティも充じゆう実じつしていた。自然派を謳うたう一流のブランドの品が揃そろえられている。

　テラスにはチェアがふたつとテーブルがひとつ。希望すればルームサービスの朝食をここでとれるのだ。

　咲夜は移動はいつも列車か飛行機だったので、こういったクルーズは初めてだ。設備は想像以上に充実していて、たしかにこれなら世界一周の旅も退たい屈くつせずに済みそうだと思った。

「俺たちは隣となりにいる。何かあったら呼んでくれ」

　言い置くトーゴに頷いて、でていくふたりの背を見送る。彼らが扉とびらを閉める間ま際ぎわに、咲夜はあっと気づいて声をかけた。

「パーティーは十九時からだよね。何時にいく？」

　アルベルトとトーゴが顔を見合わせる。答えたのはアルベルトだった。

「開始の十五分前に会場に行けばいいだろう」

「じゃあ、四十分には着き替がえて準備しておくわ。迎むかえに来てね」

「わかった」

　閉まる扉に手を振っていた咲夜に、それまでずっと黙だまっていたレニがおずおずといった風ふ情ぜいで語りかけた。

「あの、クリス。本当に、部屋の割り振りはこれで良かったんでしょうか。クリスがアルベルトと同室がいいなら、いまからでも……」

　咲夜は肩をすくめる。

「トーゴが、ラケル以外の女と同室は嫌いやだっていうんだもの」

　本来はパートナー同士が同室になるものなのだが、先の理由でトーゴが異を唱えた。ラケル以外の女というと、レニだけでなく咲夜も除外なので、やむなく師し弟てい同室と相成った。

　決まった瞬しゆん間かんアルベルトがとても嫌そうにしていたのが少しおかしかった。

「レニがあたしと一いつ緒しよが嫌なら替かえてもらうけど、そうする？」

「いえ、そういうことは決して」

　首を振り、レニは仄ほのかに笑った。










　スケジュールの都合で、カールはどうしてもパーティーに出席はできそうにない。

　彼がそう告げると、案の定咲夜は、あたしが行くわと手を挙げた。

　マリー・クリスティーネ号に堂々と乗船できる数少ないチャンスだ。資料には、この船は今後世界中をクルーズする予定とある。そうなればチャンスはさらに減る。

　一方のアルベルトは、招待状の文面を剣けん呑のんに見ていた。睨みつけていると言ったほうがいい表情だ。

　しばらくそうしていた彼は、おもむろに顔をあげて言った。

「俺も行く」

「そうか」

　やはりなと内心で呟つぶやきながら、カールは応じた。

「え？　アベル、こういうところってあんまり好きじゃないのに……」

　不思議そうに首を傾ける咲夜に、アルベルトは淡たん々たんと返す。

「フォーマルなパーティーだ、パートナー同どう伴はんが必ひつ須すだろう」

「そうだけど」

　以前、ケッツァーの狩かりがらみであるパーティーに招待された折、東條要を引っ張り出して彼自身は出席せず、外に待機していたことがある。アルベルトは心の底からダンスが嫌きらいなのだ。パーティーには当然ダンスタイムがある。踊おどれないわけではない。むしろ見事にステップを踏ふめる。にもかかわらず、ダンスをしたくない一心で、彼は出席しなかった。

　今回も当然ダンスタイムがあるだろう。自分は構わないが、アルベルトは嫌だと思うが。

　招待状を見せてもらうと、どうやら普ふ通つうのパーティーではなく、仮装パーティーであるということだった。主役の希望というから、本人が堅かた苦くるしい場を嫌って少し砕くだけた雰ふん囲い気きを作りたいのかもしれない。

　仮装といっても、それほど大げさにする必要はないだろう。せいぜい衣装で雰囲気を出す程度で、メイクなどはフォーマルが望ましいと思われた。

「へえ。淑しゆく女じよが楽しめる施し設せつねぇ。女性客を取り込もうという戦略は正しいわ」

　感心している彼女の横顔を一いち瞥べつして、アルベルトは眉み間けんに深いしわを刻んだ。カールに視線を向けると、彼は黙って頷うなずく。

　アルベルトの顔に宿る険がさらに深くなったが、咲夜はその意味がわからない。どうしたのだろう。

　アルベルトは咲夜の手から招待状を取り上げた。

　この文末。家族で来られたし、淑女が喜ぶ施設云うん々ぬんは、要するに身内にいる未み婚こん女性をぜひ同行してほしいという要よう請せいなのだ。

　招待されたのは上流階級の人々。オットーの息子むすこはこの船上パーティーの日に二十歳はたちを迎える。後こう継けい者しやとして指名されたら、次にすべきことは確かな家いえ柄がらの娘むすめとの結けつ婚こんだ。

　このパーティーは後継者の披ひ露ろうと花はな嫁よめ探しのふたつの意味を持っているのだ。

　カールはこの招待状の持つ意味を正確に読み取り、案の定アルベルトは招待状を見るなり行くと即そつ決けつした。咲夜が気づかないのは、そういう対象に見られる可能性というものを彼女自身が排はい除じよしているからだろう。

　ベルンシュタイン公の娘が養女であることは、社交界の人間は皆みな知っている。しかし、ベルンシュタイン公の娘の溺でき愛あいぶりは、そんな出自など問題ではないと思わせるものがある。カーン家は実力でのし上がった商家だ。血筋にあまり重きを置かないタイプだろう。

　もし万が一カーン家の後継者の目に留まったとしても、パートナーがいれば追い払はらうことができる。

　それとは別に、クライスが関かかわっているだろう船にふたりだけを送り込むのはやはり心配だ。

　そう考えたカールは、トーゴに随ずい行こうを頼たのんだ。彼は二つ返事でそれを受けた。

　トーゴのパートナーを誰だれにするかで少しすったもんだがあったのだが、レニが同行することで落ち着き、乗船当日を迎えたのである。










　ワードローブには六日分の着替えや細々とした日用品、ディナーのための衣装と今夜のパーティードレスのほかに、武器と弾だん丸がんをしまってある。

　黒いボストンバッグに入れた武器はいざというときのための備えだ。使う機会があるとはあまり思えないが、洋上で何が起こってもいいようにと、カールが用意した。

　使い方はわかっているが、実戦で使用したことはない。

「まぁ、使う機会はたぶんないか……」

　アルベルトとトーゴの刀も、彼らの荷物が入った大型トランクの底に入っている。

　咲夜たちが武装しているのは、どうやら今回の件にケッツァーが関かん与よしているらしいという情報が、エーアストからもたらされたからだった。

　ゴルゴン三姉妹三女メデューサの両頰ほおの血が毒であることは有名だが、ステンノとエウリュアレの両頰の血も同じ力を持っていることは、クラーンの者しか知りえない情報だった。

　にもかかわらず、ステンノは魔ま法ほう円で召しよう喚かんされ、血を奪うばわれた。クライスに情報を流した者がいるのだ。

　モンスター・クラーンは自らを守るために、ケッツァーを絶対に逃のがさない。もし逃にげられたとすれば、クラーンの記録上、離り反はんではなく死亡、あるいは消失とされた場合だけだ。

　その場合も、どのような状じよう況きようで死亡、消失したかを徹てつ底てい的にチェックされる。

　その詳しよう細さいが不明な者はほとんどいない。ピックアップされたのは数名。うちのひとりがクライスに与くみしている可能性は十二分にある。

　咲夜はＭ36をショルダーホルスターから抜ぬくと、スウィング・アウトさせた。

　エーアストから送られてきた銀の弾丸は五発。それをひとつひとつシリンダーに装そう塡てんしていく。予備の鉛なまりの弾丸もあるが、それは革かわケースに入っている。

　シリンダーを戻もどし、太ももにはめたベルトに銃じゆうを押し込む。パーティードレスだと小さなバッグしか持てないので、こうするしかないのだ。

　パーティーの最中に使う機会は来ないだろうが、常に携けい帯たいしておくのは大事だ。

　ドレスは真しん紅くの生き地じに金と黒のレースを使ったもので、このパーティー用にカールとアルベルトが選んだ。髪かみは下ろしたままだ。通常パーティーではセットアップするべきなのだが、今回はあえて下ろしている。金の髪かみ飾かざりを両耳の上につけ、その上から黒いレースのベールをかぶって完成だ。一見してデコルテ部分が広く開いたデザインに見えるが、繊せん細さいなオーガンジーが鎖さ骨こつの辺りからデコルテを覆おおっており、見た目ほど露ろ出しゆつはない。パンプスはローヒールで、動きやすさを重視している。こういうときはハイヒールをはくべきなのだが、いざというときに痛みで動けなくなったら笑えない。

　一方のレニは、トルコの民族衣装をまとっている。トーゴがオリエンタールなので、アジアンテイストの衣装にしたのだ。フォーマルとは言えないかもしれないが、仮装パーティーだから許されるだろうと判断した。

　レースの手て袋ぶくろをはめたとき、ドアがノックされた。

「準備は？」

　トーゴの声だ。

「できたわ。いまいく」

　念のため、銃のシルエットがドレスの裾すそに出ていないかを姿見で確かめる。問題ない。

　小さなハンドバッグにルームキーとハンカチなどを入れて、ふたりは部屋をあとにした。




　　◆　◆　◆




　彼は、ドレスアップした招待客がグランドロビーに集まっていくのを、注意深く観察していた。

　子連れもいたはずだが、パーティーの最中はベビーシッターがみているのだろう。パートナーと連れ立って、行き会う顔かお馴な染じみと談だん笑しようしている。上流階級に所属するナハバールたちは、横のつながりが強く広い。

　彼はクラーンを離反してから、ナハバールに完全に溶とけ込む術すべを身につけた。たとえクラーンのイェーガーとすれ違ちがっても、相手は彼がケッツァーだと気づかないだろう。

　完全にナハバールと同化した状態で、こちらが先にクラーンを見つける。そうすれば、あとの行動がしやすくなる。

　果たしてクラーンの刺し客かくはどの客だ。

　グランドロビーから船室のデッキは大階段を登っていく。その踊おどり場で、降りてくる乗船客を迎むかえていた彼は、ふとひとりの女に目を留めた。

　アジアのものだろう衣装をまとい、赤いドレスの女と談笑している。

　彼に気づかず通り過ぎた女の放つ気配は、明らかにナハバールのものとは違った。

　一礼した彼はほくそ笑えんだ。見つけた。おそらくあの一行がクラーンの刺客だ。

　彼は自然に見えるようにさりげなくその場を離はなれた。




　　◆　◆　◆




　大階段を降りたところで、レニはふいに足を止めた。

「……？」

　妙みような視線を感じた。

　うなじに手を当てて辺りを見回す。気のせいか。

「レニ、どうした？」

　彼女のパートナーであるトーゴが不ふ審しんげに眉まゆをひそめる。いま起こったことを一応伝えると、彼は腕うで組ぐみをした。

「ふむ……。もしかしたら、ケッツァーかもしれないな」

　ほかの者たちには聞こえないように顔を寄せ、声をひそめる。

　トーゴはレニに合わせたトルコの民族衣装だ。頭にはターバンを巻いて、丈たけの長いケープを羽織り、腰こし帯おびに短刀をさしている。カールが用意した小道具だが、抜けば殺傷能力は充じゆう分ぶんにあるものだ。

　グランドロビーには招待客がほぼ集まっており、壁かべ際ぎわに用意された料理と飲み物をクルーたちが勧すすめてくる。

　それらを失礼のないよう断りながら、咲夜はベールの下からアルベルトの出いで立ちをしみじみ眺ながめた。

　視線に気づいたアルベルトが問うような目をする。咲夜はアルベルトの耳に顔を近づけた。

「……あたりまえだけど、たぶんここにいる誰よりもその衣装、似合ってると思う」

　アルベルトは少し目を見開いて、彼にしては珍めずらしく苦笑した。

　アルベルトがまとっているのは、カールが絶対にこれだと言い張ってアルベルトを根負けさせた出で立ちだ。
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　白いシャツに黒い燕えん尾び服ふく。リボンタイも黒で、襟えりを立てたマントは長く、これまた真っ黒だ。いつもはいじらない前まえ髪がみをオールバックにして、印象ががらりと変わっている。

　名前も知らない乗船客が、アルベルトと咲夜に気さくに声をかけてくる。

「おお、ヴァンピーアとその花はな嫁よめですか。なかなかのものですねぇ」

　咲夜はにっこりとほほ笑んだ。しとやかな淑しゆく女じよは、面識のない相手とはあまり話さないものである。それにいまは黒いベールをつけたヴァンピーアの花嫁だ。隣となりのヴァンピーアが許可をしない限り、ほかの誰だれかと口をきくことはできない、ということにしている。

　愛あい想そは良いがひとことも発しない少女と、マントと燕尾服が恐おそろしいほどよく似合うヴァンピーアを交こう互ごに見た乗船客は、何かを察した風ふ情ぜいでうんうんと頷うなずき、手をあげてそこから離れていった。大方、そこまでなりきるなんてよほど楽しいんだなぁ、とでも思っているのだろう。

　アルベルトは息をついて、シャツの第一ボタンを外した。上までかっちり留めていると息苦しい。こういう場は明らかにカールのほうが得意分野なのだ。

　グランドロビーの中央にある時計が十九時を示す。オーケストラが楽器を構え、ヴァイオリンの調べがロビーに響ひびき渡わたった。

　大階段の上に、老人と青年がゆっくりと姿を見せる。

　盛大な拍はく手しゆがヴァイオリンの調べをかき消すなか、咲夜たちはそのふたりをじっと見つめた。

　あれがオットー・カーンと、その息子むすこ。この船の持ち主だ。

　拍手がやみ、オーケストラの奏かなでる音色が消える。

　一歩前に出たオットーが口を開いた。

「マリー・クリスティーネ号へようこそ。そして、こちらが我が息子、二十歳はたちになったマクシミリアンです」

　再び盛大な拍手が沸わき起こり、オットーとマクシミリアンは笑顔でそれを受けている。

　マクシミリアンを見つめていた咲夜は、ふと瞬またたきをした。

　どうしてだろう。初めて見たはずなのに、彼の面おも差ざしが誰かに重なった気がした。

　背はアルベルトと同じか、少し低いくらいだと思われる。後ろに撫なでつけた髪は亜あ麻ま色いろで、遠めで判然としないが瞳ひとみは黒と青の中間のように見えた。

「ほお、なかなかいい男じゃないか」

　そんな感想を述べたのはトーゴで、その隣のレニは頰ほおに手を添そえて首を傾かたむける。

「そうでしょうか？　私はもう少し、噓うそのない面立ちの方のほうが……」

　咲夜が瞬きをして目を向けると、レニは静かにつづける。

「あの方、つくりものの顔をされています。本当はこんな盛大な祝い事などは、お好きではないのかもしれませんね」

「レニの言うとおりだな」

　応じたのはトーゴで、アルベルトも無言で頷く。

　咲夜はもう一度マクシミリアンを凝ぎよう視しした。そうして、レニの言ったことがわかった。

　優やさしい顔で笑っているが、彼の目はまったく笑っていないのだ。

　オットーを支えるようにしてゆっくりと階段を降りてきたマクシミリアンを、招待客はあっという間に取り囲んだ。みな年とし頃ごろの娘むすめたちを連れている。

　その輪を眺めて、咲夜は首を傾かしげた。

「みんなあの人を射止めたいのか……。そんなに素す敵てきだとは思わないけどなぁ」

　彼女の呟つぶやきを聞いたレニがくすりと笑う。それはそうだろう。花嫁の横にいるヴァンピーアにくらべたら。

　パーティーの最中、招待客のほとんどはここに集まっている。クルーたちもここに集中しているだろう。

　アルベルトはトーゴと視線を合わせると、どちらからともなく頷いた。

　咲夜の手を取って耳元で告げる。

「ここから出るぞ」

　その意を正しく読んで、咲夜は頷いた。トーゴとレニも同様だ。

　パーティーの間はほかの場所が手て薄うすになっている。いまのうちに、この箱はこ舟ぶねのいずこかにあるはずの災さい厄やくを探すのだ。

　四人はできるかぎりさりげなさを装ってグランドロビーから出た。

　全員が船内探たん索さくにあたると、見つかったときの言い訳が難しくなる。

　というアルベルトの提言があり、彼らのマントを押しつけられた咲夜は、グランドロビーから少し離れたラウンジでむくれていた。

「アベル、ひどい。あたしだって探しに行きたいわよ」

　パーティーの最中は灯あかりを落としてあるので、咲夜のほかに客はいない。スタッフもほとんどがグランドロビーにかりだされているらしく、微かすかな談だん笑しようと音楽が届くだけで静かなものだ。

　どうりで自分だけずるずるとしたドレスを着せられていたわけだ。レニの衣装はトルコの遊牧民が着るようなもので、丈は長いが動きやすそうなものだった。

　くるぶしより長い裾すそは、通路を駆かけまわったり、隠かくれるためにどこかに飛び上がったりするには不向きだ。

　咲夜は息をついた。ああさっさとこのドレスを脱ぬぎたい。それと、もう少しアルベルトの出で立ちをじっくり見ていたかった。

　衣装はさておき、彼が髪かみを上げたところは初めて見た。表情が乏とぼしい男なのでいつも大人びた雰ふん囲い気きをかもしだしているが、前髪をあげると年ねん齢れいが五つくらい上に見えた。

　髪かみ型がたひとつであんなに変わるのか。きっとカールもトーゴもだいぶ印象が変わって見えるのだろう。今度ためしにやってもらおう。

　ラウンジのソファは革かわ張ばりで柔やわらかく、咲夜は足を組んで肘ひじ掛かけにもたれ、頰ほお杖づえをついている。ふたりは充分に座れるソファだが、彼女の横には三人が置いていったマントやケープがたたんでおいてあるので、ひとりで独どく占せん状態だ。

「まぁ、独占も何も、ここにいるのはあたしだけなんだけど」

　ひとりごちた咲夜は、ふと視線を感じて首をめぐらせた。

　薄うす暗ぐらいラウンジの入り口に、誰かが立っている。

「誰かいるの？」

　尋たずねる声に聞き覚えがあった。招待客のお嬢じよう様さま方に囲まれていた主役の青年だ。

　黙だまっていると、彼は咲夜に気づいたようだった。

　なぜかこちらに近づいてくるマクシミリアンに、咲夜は怪け訝げんに眉まゆ根ねを寄せた。

　まだ音楽はつづいているし、談笑もここまで届く。パーティーの主役がこんなところにいていいはずがない。

　目め許もとに険をにじませながら、咲夜は近づいてくるマクシミリアンを睥へい睨げいした。

　もっとも、黒いレースのベールがその視線を隠してしまうので、彼は睨にらまれていることにまったく気づかない。

「こんばんは。ここ、いいかな」

　咲夜の隣は衣装が占せん領りようしているので、彼女の斜はす向むかいのソファに腰こしを下ろし、マクシミリアンは深々と息を吐はき出した。

「どうも、ああいう人の多いところは苦手で。父が僕を紹しよう介かいしたがっているのはわかってるんだけど、ちょっと逃にげてきたんだ」

　言い訳じみたことを言い出した男に、咲夜は黙ったままだ。

「ええと、その……、きみは、どちらの……？」

　仕方なく、咲夜は口を開いた。

「ベルンシュタイン公の娘よ」

　それだけ言えば、大たい抵ていの人間は察する。カール・ブラント・フォン・ベルンシュタインが捨て子を養女にした話は社交界ではそれなりに有名だ。

　しかし、スイスで療りよう養ようしていたというマクシミリアンは、大抵の人間からは外れていたようだった。

「へぇ……。確か、貿易会社デメルングの社長、だったよね。きみはベルンシュタイン公のお嬢じようさんなのか。今日はベルンシュタイン公は、いらしていないようだけど」

　ベールの下で咲夜は瞬きをした。上流階級で、咲夜のことを知らない人間に久しぶりに会った。だからといって親しげにするつもりはないのだが。

「父はスケジュールの都合で来られなかったの。だからあたしと……兄が、代わりに来たの」

　薄暗い中で、マクシミリアンが笑ったのがわかった。

「そうなんだ。ありがとう。もしかして、さっき君の隣となりにいたヴァンピーアの扮ふん装そうをしていた人が、お兄さんなのかな？」

「そう」

　それから咲夜は、一応つけ加えた。

「誕生日おめでとう」

「ありがとう。それで、き…………」

　そのとき、汽笛が鳴ってマクシミリアンの言葉をかき消した。
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　キール港を出港して、三日が経過した。

　マリー・クリスティーネ号は、北海を抜ぬけて、ノルウェー海を航行中だ。

　地理的に氷山が流れてきてもおかしくないが、幸いにして遭そう遇ぐうしてはいない。

　風は冷たいが空は良く晴れていて、どこまでも広がる水平線を一望できた。

「もうすぐ陽ひが沈しずむなぁ……」

　呟いて、咲夜は息をつく。アルベルトとトーゴとレニは、船内をあちこち動き回っているのだが、咲夜はデッキやラウンジなど、人目につきやすいところにいるようにとトーゴに厳命されている。

　寒風吹ふきすさぶデッキで海を眺ながめていた咲夜は、背後に近づいてきた気配を察知して半眼になった。トーゴの厳命の理由が来た。

「やあ、クリス。こんにちは」

　振ふり返った咲夜は、にこりともせずに応じた。

「こんにちは、マックス。あちらにいる御ご令れい嬢じよう方のことは放ほうっておいていいの？」

　コートを着て寒風に吹かれている咲夜はかなりの変わり者に見えるだろう。そんな変わり者のところに、意中の青年がいるのだ。彼女たちの目が殺気立っているのがわかって、咲夜は内心頭を抱かかえる。

「こんなところにいたら風邪かぜをひくよ。中に入って、熱いコーヒーでもどうかな。できたら、一いつ緒しよに」

「寒さには強いのよ。それに、海を見ているのが好きなの」

　だからあなただけどうぞ行ってくださいと言外に告げたのに、彼は咲夜の横に並んで海を眺めた。

「天気がいいから、遠くまで見えるね」

　嬉うれしそうに笑うマクシミリアンは、あの夜もこんな顔をしていたのだろう。










　パーティーの晩に、汽笛に搔かき消された言葉を、彼はもう一度繰くり返した。

「きみの名前を、よかったら教えてほしい」

　それから彼は、聞いてもいないことを延々語った。

　大階段の上で、ひと目見て目が離はなせなくなった。隣にいた青年がパートナーなら勝ち目はないと思ったから、お兄さんでよかった。明日もここで一緒にお茶を飲んでくれたら嬉しい。ここのコーヒーはとてもおいしくて、父の自じ慢まんなんだ。

　などなど。

　しまいには、グランドロビーから漏もれ聞こえてくる曲調が変わったのに気づいて立ち上がり、ダンスを申し込まれてしまったのである。

　どう断ろうかと言葉を探していたときに、戻もどってきたアルベルトが咲夜を呼んだ。

「咲夜」

　ラウンジの入り口にヴァンピーアのシルエットが見えて、咲夜はほっとしてマントとケープを抱えた。

「ごめんなさい、アベルが呼んでるわ。行かないと」

　立ち去りかけて、咲夜はマクシミリアンを振り返った。

「言い忘れたけど、あたし、ベルンシュタイン公の養女なの。だから、家族たちと血のつながりはないのよ」

　じゃあねと手を振って去っていく咲夜を、マクシミリアンは啞あ然ぜんとした面おも持もちで見送った。

　あれで終わりだと思っていたのだが、甘かった。

　毎日毎日咲夜の前に現れて、一いつ生しよう懸けん命めい何かを話しかけてくるのだ。それも、決まって咲夜がひとりでいるときに。絶ぜつ妙みようのタイミングで。

　どうやらクルーたちが咲夜がひとりでいるのを見つけると、彼に知らせているらしい。

　いい加減嫌いやになってきたので、明日は部屋に籠こもっていようと咲夜は決意した。

「今夜あたり、ノルウェー海かい盆ぼんの真上を通るよ。この海域でいちばん深い場所なんだ。明日からはキールに戻りはじめる」

　海をさして航路を説明するマクシミリアンに顔を向け、咲夜は口を開いた。

「マックス。あたしはあなたの花はな嫁よめにはならないわよ。だから、あっちであなたに熱い視線を送ってる御令嬢方のところに行くほうがたぶん建設的だと思うわ」

　いまならば、招待状を見たときのアルベルトの表情の意味がわかる。このクルーズは後こう継けい者しやとしての彼のお披ひ露ろ目めと花嫁探しだ。

　マクシミリアンは寂さみしげに笑う。

「……はっきり言うね。噓うそをつかれるよりは、よほどいいけど」

　そう告げる彼の目に、噓はない。パーティーのときに見せたつくりものめいた笑え顔がおよりは、ずっと人間らしい表情だ。

「ほんの僅わずかも可能性はないのかな。僕はまだ二十歳はたちだし、君だって十六歳だ。気持ちが変わることだってある」

「ないわ」

　即そく座ざに答えて、咲夜は通路に目をやる。一番遠い位置にある階段を、見慣れた姿が登ってきたのがわかった。

「あたしはね。五歳のときに、心を決めたの。あれから十年以上経たったけど、変わらないわ。だからきっとずっと変わらない」

「でも、二十年経ったら変わるかもしれないよ」

　咲夜の目が誰だれを見ているのか。視線を追ったマクシミリアンは、こちらに向かってくる青年に気づいて軽く目を瞠みはる。

「……お兄さんじゃないか」

　茫ぼう然ぜんとした呟つぶやきに、咲夜は静かに告げた。

「兄だなんて思ったこと、一度もないわ」

　言葉を失うマクシミリアンは、アルベルトと咲夜を交こう互ごに見つめる。咲夜はじゃあねと手を振ってデッキをあとにした。

　彼女の背を見つめていたマクシミリアンは、ついと目を細めて小さく呟いた。

「それでも、きみに惹ひかれてどうしようもないよ、クリス……」










　トーゴとレニは、人目を避さけながらクルー専用通路を駆かけていた。

　この辺りはマリー・クリスティーネ号のかなり下層だ。クルーたちの船室があり、その下は機関室。

　ここまでくると、さすがにクルーの姿もほとんどない。

　乗船客の船室が並ぶデッキから一階ずつ降りて、おかしなものがないかをくまなく探した。しかし、一いつ般ぱんの乗船客が出入りするところに「災さい厄やく」が置かれるとは思えない。

　下層に降りる階段は、金かな網あみのドアと鎖くさりで完全に封ふう鎖さされ、誰も入れないようになっていた。

　ほかに道がないかを探したが、ここ以外の階段は機関室や倉庫などにつながっており、不ふ審しんなものは何もなかった。

　封鎖されたドアの前にやってきたトーゴとレニは、鎖を外せないかを試みた。金網のはまった格こう子しのドアは頑がん丈じようで、引き手に何十にもまかれた鎖は鋼鉄製だ。鍵かぎがなければ開けられない。

「トーゴ、どうしましょう」

　困こん惑わくするレニに、トーゴは小さく唸うなった。

　引きちぎることは簡単だが、侵しん入にゆうの痕こん跡せきが残るのはまずい。

「カールがいればなぁ。あいつなら、こういう錠じよう前まえを外すくらい、造作もなくやってのけるんだが」

　渋じゆう面めんを作るトーゴの台詞せりふに、レニは複雑な面持ちだ。クラーンの長おさがそんな盗とう賊ぞくまがいの特技を持っているなど、あまり自慢できることではない。

　金網の向こうの階段の下に注意を向け、トーゴは耳をすませた。
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　このしたに何があるのかが、無む性しように気になる。こういうときの勘かんは大たい概がい当たるのだ。

　集中して音を拾おうとしているトーゴを固かた唾ずをのんで見守っていたレニは、ふと息を止めて身を翻ひるがえした。

　人の話し声が聞こえた。少しずつ接近してくる。

「トーゴ、誰かきます」

　レニとトーゴは話し声がしたのと反対の通路に向けて走り、むき出しになった配管の上に飛び乗って身を隠かくす。

　クルーの制服を着た男だ。扉とびらの前で足を止め、スラックスのポケットから鍵を取り出し、錠を開ける。鎖を外してドアを押し開け、奥に入って閉める。鎖を引き手に巻いて、先せん端たんの片方に錠を差し、男は下に降りていった。

　トーゴとレニは目を見かわした。

　どうする。あのあとにつづいて降りるか。しかし下手をしたら鉢はち合あわせの危険がある。

　しばらく逡しゆん巡じゆんするトーゴに、レニがあっと小さく声を上げた。

「そういえば、クリスはカールから様々な技術を教わったと言っていました」

　もしかしたら錠を外す技わざも習っているかもしれない。

「なるほど。カールならやりそうだ」

　頷うなずいたトーゴは、はっと視線を走らせた。階段を登ってくる足音がする。

　先ほどの男が戻ってきた。彼は鎖を外してドアを開けると、引き手を再び封鎖して錠をかけると、通路の奥に向かい曲がる。

　気配が完全に遠のいてから、ふたりは配管から飛び降りた。

　船がキールに戻るまで、夜はあと二回しかない。

　一いつ旦たん船室に戻ることに決め、人目につかないように気を配りながらふたりは上層に上がっていった。

　と、それを待っていたように、奥の通路に消えた先ほどの男が戻ってきた。

「クラーンの刺し客かくは、この下に興味がわいたか……」

　彼は剣けん呑のんに目を細めた。彼らはここまでたどり着いた。

　女だけかと思ったが、男もクラーンだった。巧こう妙みように気配を隠していたから、彼らが一いつ緒しよに行動していなければ気づけなかっただろう。

　はじめのうちは、クラーンの刺客を捕とらえて石化のモルモットにしてやろうと考えていた。あのマーメイドのように。だが、あの男は危険だ。完全に気配を隠したあの技量と、身のこなし。かなわないと本能が警告する。

　いまのうちにあれらを移動させたほうがよさそうだ。

　再び錠を開けようとしたとき、クルーのひとりが階段を駆け下りてきた。

「あ、こんなところにいたんですか」

　彼は鍵をしまい、何食わぬ顔で応じた。

「どうした？」

「御おん曹ぞう司しがお呼びです。どうも、意中の御ご令れい嬢じように完全に振ふられちゃったみたいですよ」

「そういうことは言うものじゃない」

　半分同情して半分面おも白しろがっているクルーをたしなめて、彼はデッキに向かった。










　船室に戻もどったトーゴとレニは、何やらひどく疲ひ労ろうした感のある咲夜を不思議そうに眺ながめた。

「どうしました？　クリス」

　案じるレニに、咲夜は深々と息を吐はく。

「マックスとあと二日間顔を合わせるの、ちょっときついわ……」

　明後日あさつてキール港に戻り、無事に下船すればあとは特別なことでもない限り会う機会はないだろうが、それまでを考えると気が重い。

　アルベルトはソファで腕うでと足を組み、肘ひじ掛かけに寄りかかって目を閉じている。こちらも少し疲つかれているようだ。彼の場合は人目を忍しのんであちらこちらを駆けまわっていることから生じる物理的な疲労だ。

　しばらくうなだれていた咲夜は、やおら顔をあげると目を怒いからせた。

「そもそもあたしにデッキやらラウンジやらにいろって言ったのトーゴじゃない！　責任とってよ！」

　おかげでマクシミリアンは寄ってくるわ、御令嬢たちの苛か烈れつな視線が突つき刺ささってくるわで散々だ。夕方になるまでその辺をぶらぶらとして、日が暮れる前にアルベルトが迎むかえに来る。

　食事はいつもレニととっているので問題はないが、それ以外の時間はひとりなので暇ひまを持て余していた。

　何よりも、じっとしているのが性しように合わない。ケッツァーがどこかにひそんでいるかもしれないという緊きん張ちようを感じながら、それをおくびにも出さずに平然とふるまいつづけるのはなかなか大変だ。

　誰がケッツァーなのかがわかれば話は早いのだが。クルーの誰かだろうか。それとも、咲夜たちに見えないところにひそんでいるのだろうか。

　愛あい銃じゆうは常に携けい帯たいしているので、こいつだとわかった瞬しゆん間かん構える準備はできている。願うのは、遭そう遇ぐうがほかの乗客たちがいない場所であることだけだ。

　彼女の頭をよしよしと撫なでて、トーゴはしかつめらしい顔で頷く。

「悪かった悪かった。ときに咲夜、お前錠を外すという芸当はできるか」

「できるけど」

　あっさり応じた咲夜は、ライン川沿いの朽くちた城じよう塞さいでケッツァーに囚とらわれて鎖につながれたのをピン一本で外して脱だつ出しゆつした輝かがやかしい過去がある。

「どうして？」

　訝いぶかる咲夜に、トーゴは下層に降りるドアが封鎖されていることを説明し、お前のその技術で開けてほしいと頼たのんだ。

　それまで肩かたを落としていた咲夜は、勢いよく立ち上がって拳こぶしを握にぎりしめた。

「任せて。そういうののほうがよっぽど楽しい」

　どちらかというと荒あら事ごとと分類されるようなことを楽しんでいいのかしらと、レニは頰ほおに手を添そえて静かに考え込む。かりにもヴァンピーア・クラーンの長の娘むすめなのに、少々活発すぎる。

　それでも、先ほどまで元気のなかった彼女の目に光が戻っているのを見ると、そんなことはどうでもよくなってくるのが不思議だった。

　ずっと目を閉じていたアルベルトが、不ふ機き嫌げんそうに瞼まぶたをあげた。

　気づいた咲夜が口に手を当てる。

「あ、ごめんなさい、アベル。うるさかった？」

　彼女には頭かぶりを振り、アルベルトは立ち上がってテラスに出た。寒風が吹ふきこんでくる。

　部屋ではさすがに上着を脱ぬいでいるので、人間の咲夜にこの寒さは相当こたえる。しかしアルベルトもレニもトーゴも平然としたものだ。

「アベル、どうしたの？」

　テラスに出た咲夜は、アルベルトの視線を追って、そこにちらちらと飛び交かう影かげを見み出いだした。

　風の中にうっすらとした半はん透とう明めいの影があるのだ。

　咲夜は目を見開いた。

「シルフ？」

　アルベルトが無言で応じる。トーゴとレニもテラスに出てきた。

　手すりを摑つかんだアルベルトが口を開く。

「シルフ、何か伝言か？」

　めまぐるしく飛び交っていたシルフは、アルベルトの視線の先で動きをとめた。

　うっすらとしたシルエットが少し濃こくなる。

「エーアストの指令が下りました」

「エーアストの？」

「はい」

　頷いて、シルフは海原うなばらを示す。

「この箱はこ舟ぶねは、いずれナハバールに脅きよう威いをもたらす。今こ宵よい深夜零れい時じ、リヴァイアサンに命じて水底深くに沈しずめると」

「なに!?」

　さすがに驚おどろいてトーゴが声を上げる。アルベルトは瞠どう目もくして言葉もない様子だ。

　咲夜は、ついさっきマクシミリアンから聞いた話を思い出した。

　──今夜あたり、ノルウェー海かい盆ぼんの真上を通るよ。この海域でいちばん深い場所なんだ

　ナハバールの脅威なら、決して浮うかばないように、いちばん深い場所に沈めるのが望ましい。

　二の句の継つげない咲夜たちに、シルフはさらにつづける。

「まず船にリヴァイアサンが体当たりをして、異常を知らせます。ナハバールたちが命を落とさぬよう、脱出が完全に終わってから、この船を水底に引きずり込み、二度と浮かばないように沈めるのです」

　シルフは優ゆう雅がに一礼した。

「オリエンタール、並びにダンピール。エーアストより、くれぐれも巻き込まれることのないように各おの々おのの身の安全を確保せよとの伝言を預かっております。その上で、必要があればひとりも欠けることなくナハバールたちを脱出させるため、手助けするようにとのことです」

　シルフはぐるりと辺りを見回す。

「我らも船を取り巻いて、波が荒あれないように協力をいたします。この海域は水が冷たいので、もしナハバールが落ちればまたたく間に熱を奪うばわれ、命を落とすでしょう。それを防ぎ、ボートが転てん覆ぷくしないように」

　シルフの視線の先には、何人ものシルフがいた。エーアストの要よう請せいを受けてきたのだろう。

「……随ずい分ぶん、荒あらっぽい…」

　さすがに色を失う咲夜に、シルフは頭を振る。

「仕方がありません。クライスはステンノに危害を加えました。ステンノは古いにしえのクラーン。クライスは報むくいを受けなければならないのです」

　ずっと黙だまっていたアルベルトが漸ようよう口を開いた。

「それは、エーアストの意向か」

　シルフは頷うなずいた。

「そのように聞いています」

　シルフはぶるりと身を震ふるわせて、仲間たちを一いち瞥べつした。

「リヴァイアサンがこちらに向かっています。七つの海のいずこかで眠ねむっていた古の獣けもの。エーアストの呼びかけに応じて目を覚まし、恐おそろしい速さで海を駆かけてくるのです」

　シルフは風をまとった。

「ヴァンピーア・クラーンの長おさにしてモンスター・クラーンを統すべるカールは、最後までこの計画に反対されていたようです」

　アルベルトは微かすかに瞼を震わせた。

「…………そうか」

「はい。それでは、私はこれで」

　一礼し、シルフは天高く翔かけあがる。それまでやんでいた風がまた吹きはじめて、咲夜は寒さに震えた。

　傾かたむきはじめた太陽を見つめて、アルベルトは唇くちびるを引き結ぶ。

　ステンノがどうしてエクシールに助けを求めたのか、わかった気がした。

　エーアストが知ればこのような強きよう硬こう手段に出るだろうことを、彼女はおそらく知っていたのだ。

　クラーンの鉄則。血族クラーンは、いかなることがあっても隣人ナハバールに危害を加えてはならない。

　だが、クライスはその限りではない。

　カールがこの計画に反対したと聞いて、アルベルトはほっとした。クラーンを守るということを第一に考えるなら、カールの行動は誤っているだろう。しかし、ナハバールを巻き込むような手段をとるのは、それこそ間ま違ちがっているのではないかとアルベルトは思うのだ。

「アベル、中に入ろう？」

　腕うでを摑んで引く咲夜を見下ろして、彼女と懇こん意いにしているナハバールの少年の顔を思い出す。

　カールやアルベルトは、心情的にほかのクラーンよりナハバールと近しい。だから、ほかのクラーンたちからしてみれば、甘いと断じられるようなことをつい考えてしまうのだ。

　エーアストは、アルベルトがエクシールと交かわした取引のことを知らない。カールも報告するような真似まねはしていないだろう。

　古の海の獣、リヴァイアサン。それが放たれたのなら、この船は確実に沈む。

　その前にアルベルトたちは、エクシールの告げた「箱舟に眠る災さい厄やく」を見つけ出さなければならなくなった。

　室内に戻もどって窓を閉め、咲夜は息をついた。

「あと三日のはずが、夜中がタイムリミットか……。まぁ、探すしかないか」

　アルベルトを見上げて、咲夜は薄うすく笑う。

「一度受けたら、相手がエクシールであっても約束だもの」

　トーゴとレニが黙って咲夜を見つめる中、彼女は指を追って確かく認にんをしはじめた。

「夜中までに災厄とやらを見つけ出して、ナハバールたちをこの船から全員無事に逃にがして、あたしたちもちゃんと脱だつ出しゆつする。たったこれだけのことだわ」

　災厄の正体もわからない。乗船客とクルーは合わせると六百人近くいる。救命ボートに全員乗ることができても、夜の海はナハバールたちに想像を絶する恐きよう怖ふを与あたえるだろう。シルフたちが波を抑おさえてもボートは相当揺ゆれるに違ちがいない。

　さらに、ひとりも欠けないようにナハバールたちの脱出を手助けしろとは。かなりの難題だ。エーアスト以外の長老衆の意向が透すけて見えるようだ。

　しかし、たったこれだけと咲夜が言うと、不思議ととても簡単なスケジュールのように聞こえる。

　まずは、災厄を見つけ出し、クライスから奪い取る。

　リヴァイアサンが船を襲おそうのは夜になってから。ならば、その混乱に乗じて下層に降りるという手がある。

　咲夜は両りよう腕うでを後ろに回して組み、大きく伸のびをした。

「今夜は忙いそがしくなるなぁ。いまのうちにちょっと休んでおこうかしら。ねぇアベル」

　笑う咲夜の目はきらきらと輝かがやいている。どうも彼女は難題を課せられれば課せられるほど、闘とう争そう心が燃えたぎるようだ。

「そうだな」

　アルベルトは短く答えて、口元に仄ほのかな笑えみをにじませた。
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　ディナータイムを過ぎると、すべてのデッキはライトを落とす。

　様々な施し設せつもその頃ころには閉まり、波の音だけが響ひびく静かな時間が訪おとずれるのだ。

　おとなたちがバーで静かにグラスを傾けている頃、ひとりの子どもがデッキを歩いていた。

　ずっと夜のデッキを探検したいと思っていた。今日ついに勇気を奮い起こして部屋を出てきたのだ。

　両親は深夜を過ぎるまでバーにいる。昼間の会話でそれを知り、だったらそれまでに戻れば問題ないはず。

　我ながら完かん璧ぺきな計画だと思った。

　おとなに見つかると部屋に帰されてしまうので、できるだけ人のいないほうへ進んだ。彼の部屋は上層なので、一度も足を踏ふみ入れたことのない下層に降りようと思った。

　両親がいたら絶対に許してもらえないだろう場所に、ひとりで向かうのだ。

　階段を見つけては、クルーがいないのを確かめながらそうっと降りていく。

　下がれば下がるほど、機械の音が大きく聞こえるようになった。

　船はスクリューで動いている。そのスクリューをコントロールしているのが機関室だ。たしか、前に読んだ図ず鑑かんにそう書いてあった。

　では、船の一番下には何があるのだろう。

　子どもらしい好こう奇き心しんがふくれあがり、彼は勇気を持って下へ下へと降りていく。

　灯あかりはほとんどついておらず、非常口を示すライトが点在して、それだけが光源だ。

　そろそろ一番下についてもいいんじゃないか。

　だんだん心細くなってくる。

「……もう、帰ろうかな…」

　階段を下りて通路を進むと、金かな網あみの張られた両開きのドアがあった。片方の引き手に鎖くさりが巻きついていて、その先せん端たんに錠じようが下がっている。

　半開きになったドアの向こうに、階段がある。よくよく目を凝こらすと、ぼんやりとした灯りが下に灯っているのがわかった。

　この下に行って、何もなかったら部屋に戻ろう。

　彼はそう決めて、狭せまい階段をそろそろとくだりはじめた。

　最下層と思おぼしき通路までは、それほど時間はかからなかったと思う。

　薄くらがりでかろうじて見えるのは、小さな青い照明が点在しているからだ。

　奥に、扉とびらが見えた。

　エンジンの音は不思議とほとんど聞こえない。

　その扉の向こうには、とても恐おそろしいものがある気がしたが、それ以上に好奇心が沸わき上がって、彼は壁かべ伝いに扉に向かう。

　彼は引き手を摑つかんだ。鍵かぎはかかっていなかった。

　少しずつ開いた隙すき間まから、真っ白なまばゆい光がこぼれ出た。
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　マリー・クリスティーネ号の周囲を飛び交かっていたシルフたちは、暗い海の彼方かなたに飛沫しぶきを認めて慄おののいた。

　七つの頭を持つ古の獣けものだ。もう間近に迫せまっている。

　風で抑おさえていた波が、猛もう進しんしてくるリヴァイアサンに蹴け散ちらされて大きくうねる。

「ダンピール、来ます…！」

　ふいに獣の姿が波に沈しずむ。

　シルフが息を呑のんで見守る中、海面が大きく盛り上がり、海面に七つの頭が躍おどり出た。










　出航から四日目の夜を迎むかえたマリー・クリスティーネ号のブリッジは、交替の引き継つぎを終えて一息ついていた。

　ずっと強かった風が、今日の夕方から静まってくれた。何人かの船に不慣れな乗客が船ふな酔よいをして青くなっていたのを見かけたので、この静けさはありがたい。

　多少の揺れは海にはつきものだが、このまま穏おだやかに朝を迎えられれば、乗客の体調も少しは回復するだろう。

　クルーの用意してくれたコーヒーのカップに手をかけたとき、緊きん急きゆう事態を告げる非常ベルがけたたましく鳴り響いた。次いで、見張りの叫さけびがスピーカーから轟とどろく。

『前方から未確認物体接近！　あれは、なんだ…！』

　目視しようとブリッジを移動しかけた一等航海士は、次の瞬しゆん間かん突つき上げるような衝しよう撃げきを感じてよろめいた。

　鈍にぶい振しん動どうがブリッジを震ふるわせる。航海士たちは騒そう然ぜんとなった。

「なんだ!?」

「何があった！　応答せよ、どうした！」

　マイクを摑んで詳しよう細さいを報告するよう求めるが、声にならない叫びが響くばかりでまったく要領を得ない。

「確かく認にんしてきます！」

　埒らちが明かないと判断して、三等航海士がブリッジを飛び出していく。

　そのとき、再び衝撃がブリッジを襲った。船せん尾びのほうから振動が生じ、純白の船は大きく揺ゆれる。

『こちら機関室！　エンジンから火が！　燃料タンクに……！』

　機関士の叫びを、爆ばく発はつ音が呑み込んだ。










　衝撃は、思っていたより小さかった。

「……もっと大きく揺れて家具が倒たおれたりするかと思ったけど、結構平気なのね」

　いささか拍ひよう子し抜ぬけして、念のため窓を開けて外の様子を窺うかがうと、飛び交うシルフたちが水面を示す。

　シルフの報告によれば、リヴァイアサンは左さ舷げん船体に接せつ触しよくし、船体に亀き裂れつが入ったという。まだ水が浸しん入にゆうするには至っていないということだが、異常を感知したブリッジはただちに非常事態を宣言するだろう。

　動きやすいハイネックセーターとブラックジーンズに身を包み、念のためハーフ丈たけのコートも羽織る。もうこの部屋には戻もどってこられないかもしれないから、必要最低限のものをポケットに入れる。ショルダーホルスターとＭ36、替かえの弾だん丸がん。咲夜はこれだけがあればいい。

　トーゴとアルベルトも準備万ばん端たんだ。黒を基調にした軽装。ケープの代わりかロングコートを羽織り、ふたりとも細長い黒の革かわケースを肩かたにかけている。

　大型トランクの底に忍しのばせていた日本刀だ。楽器のケースか何かでカムフラージュしようかとも思ったが、そのほうがかえって目立つのでやめた。

　アンティークのワードローブを置いていくのは残念だが仕方がない。

「これは水に浮うく設計です。きちんとふたを閉じて鍵をかけておけば浸しん水すいを免まぬかれて、あとで回収できるかもしれません」

　レニの言葉に咲夜は目を輝かがやかせて頷うなずいた。

「そうね。アンティークの底力を見せてもらいましょ」

「いっそいまのうちにテラスに出しておきましょう」

　にこやかに微笑ほほえんで重いワードローブを移動させるレニも、黒い軽装で長い髪かみを三つ編みにしている。

　傍はた目めに見たら、彼女たち四人はこの船の沈ちん没ぼつに乗じて盗ぬすみを働こうとしている悪党にも思えるかもしれない。

　ワードローブとトランクをテラスに移動し終えるとほぼ同時に、非常ベルが鳴り響ひびいた。

　一体何が起こったのかと、あちこちの船室から出てきた乗客がクルーたちを呼び止める。

「人が増えると動きにくくなるな。いまのうちに行くぞ」

　クルーたちは不安を訴うつたえる乗客たちにかかりきりになっている。いまなら見み咎とがめられることはないだろう。

「レニ、行くわよ」

「はい」

　ソファの上に置いておいた黒の大きなボストンバッグを斜ななめがけにして、照明を切ってからレニは一行につづく。

　グランドロビーにつづく通路は既すでに人でごった返していた。落ち着いてくださいと声を張り上げるクルーたちに乗客たちが詰つめ寄っている。

　人ひと混ごみを滑すべるように移動しながら、クルーたちの声を拾って状じよう況きようを確認する。

　どうやら、氷山に接触して船体に損傷が生じた。それと関連してか、エンジンルームに火災が発生し、燃料タンクに引火する恐れがある。救助要よう請せいはもう出してあるので、クルーの指示に従っておちついて救命ボートに乗ってほしい。

「沈むの!?」

　ひときわ大きな女性の叫びが喧けん騒そうを切り裂さいた。

　一いつ瞬しゆんしんと静まったグランドロビーは、やがて大混乱に陥おちいる。

　クルー専用の階層まで降りると、人気は皆かい無むとなる。みな事故の対応にあたっているのだ。

　グランドロビーの騒さわぎに耳を傾かたむけていたトーゴが額に手を当てた。

「あーあ、クルーたちは大変だな」

　こういうとき、落ち着いてクルーの指示通りに行動すれば生存率は高まるのだ。

　過去にも不幸な海難事故はたびたび起きている。それらを教訓として、事故と犠ぎ牲せい者しやを減らす努力を、船乗りたちはしてきた。

　不安にかられて彼らの指示を無視し勝手な行動をとると、自らの命を縮めることになる。

　彼の言葉がいささか冷たい響きに聞こえて、咲夜は反論した。

「でも、本当は事故なんてなくて、みんな無事に帰れるはずだったのよ？　やっぱりちょっと、寝ね覚ざめが悪い」

　美しく豪ごう華かなクルーズ船での五泊はく六日の短い船旅は、楽しい思い出から一転して悪夢の一夜に変へん貌ぼうしてしまったのだ。

「ナハバールを危険な目に遭あわせるのは、鉄則を外れるんじゃないの？」

　彼女の疑問に、トーゴは肩をすくめる。

「エーアストと長老衆の意思は明確。クライスが絡からんでいる以上、見つかった危険因子は早急に完全に排はい斥せきするということ。クラーン存続のために、エーアストの判断はクラーンにとって正しい」

　遠い昔ナハバールだった男は、ヴァンピーア・クラーンとなったいま、クラーンの側に立った物言いをする。

「それに、ステンノの血は紛まぎれもなくナハバールの脅きよう威いだ」

　トーゴの言葉は、クラーンとしては確かに正当だ。しかしそれでも、ナハバールたちを巻き込むことは良心の呵か責しやくを呼び起こす。

　それまで沈ちん黙もくしていたアルベルトが口を開いた。

「エンジンルームの火災というのが気にかかる」

　リヴァイアサンはマリー・クリスティーネ号に接触し、停止させたあとは、ナハバールたちが船外退たい避ひするまでの間、海の中で船底を支える手はずになっているのだ。

　ナハバールたちの安全が確保されるまで、マリー・クリスティーネ号は沈しずまない。沈むという言葉に恐きよう怖ふをかきたてられたナハバールが前後不覚に陥って海に身を投げる可能性もあるが、そのためにシルフたちが待機している。

　クラーンにとって、エンジンルームの火災は想定外だ。

　控ひかえめに聞いていたレニが、そっと手をあげた。

「私たちに気づいたケッツァーが、何らかの行動を起こしたという可能性はないでしょうか」

　マーメイドはこの船に侵しん入にゆうしたのち、正体を見破られたのだろう。クライスによって石にされた。

　マーメイドが何を摑つかんだのかをクラーンは調べるに決まっている。やがてはこの船にたどり着くと、クライスはとうに予想しているだろう。

　ふいに、咲夜は全身が総毛立つのを自覚した。

　目つきも表情も一変させ、彼ら以外に人ひと影かげはない通路をぐるっと見回す。

　アルベルトとトーゴも同様だ。レニが咲夜の傍かたわらにすっと移動する。咲夜はコートの下につけたショルダーホルスターからＭ36を引き抜ぬき、安全装置をはずした。

　弾丸は装そう塡てんしてある。

　上層の喧騒と悲鳴が風に乗って降りてくる。その中に、低い唸うなりを彼らは確かに捉とらえた。

　女性の悲鳴のような声が、途と切ぎれ途切れに聞こえてくる。

「……こ……！　…れか……、ジーク…っ！」

　喧騒に呑のまれてそれ以上はっきりとした言葉として捉えられないが、誰だれかを捜さがしているのはわかった。

　頰ほおの横にＭ36を構え、トリガーガードにかけた指に力を込める。隣となりのアルベルトが革ケースを素す早ばやく開いて龍りゆう王おうを抜く。トーゴもそれにつづこうとしたとき、彼の双そう眸ぼうが鋭えい利りな閃せん光こうをはらんだ。

　唸りが、頭上に滑ってきた。

　ばっと顔をあげたトーゴは、天てん井じようを伝うように走っている配管の上に、仄ほの白じろい毛むくじゃらの塊かたまりを認めた。

　一対ついの目は真しん紅く。牙きばを剝むき、獣けものはトーゴめがけて飛びかかる。

「狼！」

　こんなところになぜ狼が。

　疑問はすぐに氷解した。狼の姿はぼんやりと白く、輪りん郭かくが時折にじむ。できの悪いコンピューターグラフィックのように乱れるのだ。

　ケッツァーの使い魔ま。おそらく、狼形態のゴーレムだ。

　咲夜の銃じゆう口こうが狼に向けられるより早く、アルベルトの白はく刃じんがひらめいた。

　半はん透とう明めいの狼は斬ざん撃げきをもろに食くらい、悲鳴をあげて身をよじりながらざっと崩くずれ落ちた。砂のようになった残ざん骸がいが通路に散っていく。その向こうから、新たな狼が三頭突とつ進しんしてくるのが見えて、咲夜は銃口を先頭の獣の眉み間けんに据すえた。

　牙を剝いた狼が弾丸を受けて後方に吹ふっ飛びながら崩れ落ちる。その左右から咆ほう哮こうとともに飛びかかってきた獣をアルベルトとトーゴが一刀両断する。

　目を凝こらしたレニが声を上げる。

「これらはあの階段からきています」

　彼女が示したのは、鎖くさりで封ふう鎖さされていたはずの鉄のドアだ。しっかりと閉じられて錠じようのかかっていたそれはいま、開いている。

　狼おおかみたちはあとからあとから駆かけ上がってくる。ヴァンピーアとダンピールが二振ふりの刀でそれらを無造作に切り伏ふせる。

　獣の爪つめと牙をかいくぐった咲夜は、半開きのドアを蹴けり破るようにして階段を駆け下りる。獣たちがこれだけいて立ちはだかろうとしているなら、この下にクライスが守りたい何かがあるのだ。

　ステンノの告げた箱はこ舟ぶねの災さい厄やくは、十中八九この先にある。

　通路に降り立った咲夜の横合いから、唸りとともに獣が躍おどり出る。遅おくれてきたレニが背負っていたボストンバッグを振ふり回してそれを叩たたきのめす。

　非常灯が点在する通路の奥に、鉄のドアが見えた。十センチほど開いた隙すき間まから白い光が漏もれている。

　その隙間から半透明の獣がするりと出てきた。威い嚇かくの唸りは止まれと命じているようにも聞こえる。

　咲夜は眉まゆひとつ動かさず、狼の急所を狙ねらってトリガーを引く。軽い銃じゆう声せいとともに狼がのけぞり、扉とびらを開きながらくずれて消えた。

　咲夜とレニはドアの奥に駆け込んだ。すべての狼を切り伏せたアルベルトとトーゴが遅れて追いついてくる。

　咲夜は瞠どう目もくして、室内をぐるりと見回した。

　そこは、実験施し設せつのようだった。三十㎡ほどの広さに、所ところ狭せましと機材が置かれ、実験用のフラスコやビーカー、試験管などが並んでいる。壁かべ際ぎわには幾いくつもの冷蔵庫のようなものがあり、ガラスのドアの奥に白いアンプルがたくさん並べられている。奥に鉄のドアがひとつあり、その左右に据えられたキャビネットには幾つものフラスコが並ぶ。フラスコはやや黄みがかった透とう明めいな液体で満たされていた。

　咲夜にはまったくわからない種類の機械が小さな唸りを上げながら稼か動どうしており、無数のボードに意味不明の数値や記号が並んでいる。

　誰かがメモしたのか、手書きの文字が記されているプリントが機械の横にある。アルベルトがそれを取り、文字をざっと追う。

　石化に関する記録のようだ。

「きゃ…っ！」

　短い悲鳴が上がった。アルベルトが視線を走らせると、奥の扉をあけた咲夜が口を手の甲こうで覆おおうようにしている。

　ボストンバッグを背負ったレニがその後ろから奥の部屋を覗のぞき、僅わずかに息を呑んだ。

「どうした」

　アルベルトとトーゴがふたりを押しのけるようにして奥の部屋を確かめる。

　そこも三十㎡ほどの空間だった。灯あかりは消えていて暗い。

　研究室と思おぼしきこちらとは違ちがい、機材のようなものはほとんどなく広々としている。壁際に幾つかの檻おりが並び、その横にワードローブほどの大きさの黒い箱が置いてあるのが見えた。

　こちらの部屋と違うのは、機材がないことと、床ゆかのいたるところに奇き妙みような姿勢の小動物の彫ちよう像ぞうが転がっていることだった。

「なに、これ……」

　咲夜は警けい戒かいしながら部屋の中に足を踏ふみ入れた。アルベルトが壁かべを探さぐってライトのスイッチを見つける。

　ぱっと蛍けい光こう灯とうがついた。目を刺さすほどに眩まぶしく、咲夜は思わず瞼まぶたを閉じて手をかざす。

　灯りに目が慣れる。改めて室内を見回した咲夜は息を呑んだ。

　苦く悶もんの表情を作ったネコやイヌ、手のひらに載のるような大きさの小鳥、一ひと抱かかえもあるカモメや丸々と太ったニワトリ。

　引いたかかとに石のような感かん触しよくがある。視線を滑すべらせると、マウスとラットが転がっていた。

　壁際の大きな檻の中ではヒョウやヤマネコ、オオカミらしい彫像が、四し肢しを突つっぱねてもがいた姿を取っている。

「動物実験、か…」

　呟つぶやいたのはトーゴだ。アルベルトが檻に近づいて、ふと足を止めた。驚おどろいたような表情を彼が作ったのに、気づいた咲夜は訝いぶかる。

「アベル？　どうしたの？」

　アルベルトが無言で視線を向けてきた。左手で檻の陰かげを示す。

「？」

　怪け訝げんに思いながらそこを覗き込んだ咲夜は、檻と黒い箱の間の狭せまい隙間に、小さな子どもがうずくまっているのを見た。

　トーゴとレニも、ふたりの様子に気づいて駆け寄ってきた。

　檻と箱の隙間で膝ひざを抱かかえた子どもは、怯おびえて体を硬かたくしている。

「迷い込んじゃったの？」

　膝をついた咲夜がそうっと問いかけると、子どもはびくっと肩かたを震ふるわせてそろそろと顔をあげた。

　不安げに揺ゆれる瞳ひとみが咲夜を映す。

　男の子だ。

　咲夜の耳に、先ほど聞いた叫さけびが甦よみがえった。

　──……こ……！　…れか……、ジーク…っ！

　まさか。

「あなた……もしかして、ジーク？」

　子どもは軽く目を瞠みはり、こくりと頷うなずく。咲夜は息をついた。

「お母さんが捜さがしてたわ。あたしと一いつ緒しよに上に行きましょう」

　ジークはしかし、ぶんぶんと首を振る。頑かたくなな態度に咲夜は胡う乱ろんげに眉まゆ根ねを寄せた。

「どうして？　ここは危ないのよ。大だい丈じよう夫ぶ、あたしたちがついてるから」

　手をのばした咲夜を、ジークはきょとんとした顔で見つめた。瞬またたきをして、咲夜の手をそろそろと摑つかむ。しかしそこから動こうとはしない。

　もしかしたら石になった動物たちが怖こわいのかもしれないと咲夜は思い当たった。どうしてか入り込んだ部屋の中で、転がっているたくさんの動物たちを見て、だんだん恐おそろしくなって動けなくなってしまったのではないか。

「怖いなら目をつぶってればいいわ」

　このジークは六歳くらいに見える。もう咲夜が抱えられるほど小さくはないが、トーゴかアルベルトに抱だいてもらえばいいだろう。

　子どもは咲夜に任せておけそうだと判断して、トーゴとレニは研究室のほうに戻もどる。あの石になった動物たちは石化実験の犠ぎ牲せいになったのだろう。となると、ここにならんでいるおびただしい量の液体、これらがすべて石化剤ざいと、それらを戻す中和剤である可能性が高い。

　しかし、どれが石化剤でどれが中和剤なのか、一見しただけでは判別ができない。

　引き出しやキャビネットを開けて詳くわしいデータを探す。

　トーゴはふと手を止めた。通路に誰だれかが下りたような気配がした。

　気づいたレニが顔をあげる。彼女につづけるよう示して、トーゴはドアの横に移動すると、通路を窺うかがった。

　非常灯のなかに人ひと影かげがあった。通路中に散っている砂を爪つま先さきで触さわるようにして、首をひねってうろうろと視線を彷徨さまよわせている。白いジャケットと黒のスラックス。帽ぼう子しをかぶっている。

　あの男をトーゴは知っていた。確か副船長だ。何度かすれ違い、会え釈しやくされた。

　手にしていた大刀をケースの中の鞘さやに収め、いつでも抜ぬけるように背に斜ななめにかける。

　副船長は困こん惑わくした様子で通路を進んでくる。いつもは閉まっているはずの扉が開いているのに気づいたのか、足を止めて目を見開き、血相を変えて走り出した。

「誰かいるのか!?」

　ドアをあけた副船長は、トーゴとレニを見て息を止め、警けい戒かい心しんをあらわにした。

「ここで何をしている」

　客に対する質問というより、不ふ審しん者に対する尋じん問もんの響ひびきだ。

　トーゴとレニは一いつ瞬しゆん視線をかわした。

「何をしているんだ。いまこの船は沈ちん没ぼつの危険がある。まさか、その混乱に乗じて……」

　盗ぬすみを働こうとしていたのかと言外に追つい及きゆうしてくる副船長に、トーゴは両手を挙げて肩をすくめてみせた。

「探しものをしていたんだ」

「探しもの？　ここはクルー以外は立ち入り禁止の場所だ。ここで何を探しているというんだ」

「とても大事なものさ。ただ、俺たちはそれがなんなのかがわからない」

「意味のわからないことを……」

　トーゴの受け答えは副船長の怒いかりを買ったようだ。彼は眉まゆを吊つり上げてトーゴに詰つめ寄り、彼の腕うでを摑んだ。

「まさか、エンジンルームの爆ばく発はつは貴様らの仕し業わざじゃないだろうな」

「違う」

　反論は黙もく殺さつされる。

「こい。いまは脱だつ出しゆつが先だ。あとで警察に突き出してやる」

　そうして副船長はトーゴの腕を背後に回し、抵てい抗こうできないようにねじる。

　ことの成り行きをはらはらしながら見ていたレニは、トーゴを取り押さえた副船長の目が不ふ穏おんに光ったのに気づいた。

　副船長がジャケットのポケットに素す早ばやく手を入れ、細長いものを引き抜く。握にぎられているのは注射器だ。

「トーゴ！」

　レニが叫ぶより早く、トーゴは副船長を全力で払はらいのけ、捕ほ縛ばくを逃のがれ飛び退すさる。

　彼がいたところに注射器を振ふり下ろした副船長の瞳が、紅あかく変へん貌ぼうする。

　ちっと舌打ちをした男に、トーゴは抜き放った大刀の切っ先を向けた。

「貴様がケッツァーか。クライスに与くみしたクラーンの裏切り者」

　唸うなるトーゴの口元に二本の鋭するどい牙きばがちらりと覗のぞく。

　ケッツァーはトーゴとレニを交こう互ごに見ながら笑った。

「気づくのが遅おそい。クライスはお前たちがくることを想定していた」

「ほう、そうか」

　動じた風もなく返し、ケッツァーの手に握られた注射器を睨にらむトーゴの目が紅く輝かがやく。

「シュトラントヴァルトで使われた石化剤は、ここで作られたものだな？」

　ケッツァーが黙だまって嗤わらう。

「どれが石化剤でどれが中和剤だ。答えろ」

「どうしてお前にそれを言う必要が？」

　ケッツァーの目が怪あやしく光った。

「お前たちはみんな石になって、この船とともに沈しずむのに」

　トーゴとレニは、ケッツァーの思いがけない台詞せりふに目を瞠る。

　彼らの耳に、色を失った叫びが突き刺ささった。

「アベル…っ！」










　レニの肩が跳はねる。トーゴが奥のドアを顧かえりみる。

　その一瞬の隙すきをつき、ケッツァーがトーゴの懐ふところに滑すべり込む。

　はっとしたトーゴの体は反射的に動いていた。手にした大刀を薙なぐ。すぐ横にあった実験台ごとケッツァーの胴どうを斬きり払う。切断された台が派手な音を立てながら床ゆかに転がり、斬られたケッツァーの腕が撥はね飛んだ。

　注射器が放物線を描えがいて落ちる。

　レニは思わずそれを受けとめようとした。

「よせ！」

　トーゴの制止が彼女の手を引かせる。床に落ちた注射器が小さな音を立てて割れた。中の薬やく剤ざいが飛び散る寸前、飛沫しぶきが届かないところまでふたりは飛び退った。

　深手を負ったケッツァーを捨て置き、トーゴとレニは奥の部屋に向かう。

「どうした!?」

　檻おりの前で、ジークが立っている。

　ガラスのような瞳ひとみはどこも見ておらず、その右手にアンプルが握られている。

　レニが気づいて息を呑のんだ。

「トーゴ、あの子の首に…！」

　首筋にふたつの小さな傷。牙を立てられた痕あとだ。

　膝ひざをついた咲夜に、腰こしを落としたアルベルトが寄りかかっている。右みぎ腕うでで摑んだ左腕の先が、蠟ろうのように白く変色している。

　ぴしぴしと、小さな音が響く。アルベルトの左手の指が震ふるえ、それが硬こう化かしていく音だ。

「咲夜！　何があった!?」

　トーゴの叫さけびに、咲夜は頭かぶりを振った。
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　ジークの手を取って立ち上がった咲夜は、転がっていたマウスに足を取られそうになった。

「わっ」

　アルベルトが手をのばして彼女を支える。

　そのとき、彼は見た。

　子どもがポケットから取り出した注射器を、咲夜の腕めがけて突つき出す様を。

　考えるより叫ぶより早く動いたアルベルトの腕が咲夜を引き寄せ、彼女を追ってくる注射針を自分の左腕で止める。

　針先が皮ひ膚ふに食い込んだ。ちりっとした痛みのあとで、薬剤が押し込まれる感覚が皮膚下に広がった。

　視線をめぐらせた咲夜は、アルベルトの腕に刺さった注射器と、それを突き出したジークを見た。先ほどまで不安に揺ゆれていたはずの瞳はガラスのように無表情で、瞬またたきひとつしないその色に咲夜は既き視し感かんがあった。

　暗さも手伝って、陰かげになっていた首はよく見えていなかった。立ち上がった彼の首に残るふたつの傷痕に気づいていたら、咲夜はその手を振り払って距きよ離りを取っていたし、アルベルトが彼女をかばうこともなかったはずだ。

　何よりも、相手が子どもだということで完全に油断していた。

　相手が子どもでも、老人でも関係がない。あの修道院でケッツァーの牙を受けた修道女たちは、敬けい虔けんな神の僕しもべだとは思えないほどの戦せん闘とう能力と残ざん虐ぎやく性を見せたではないか。

　ジークはガラスの瞳で咲夜を見やると、からになった注射器を放ほうり捨て、ポケットから新たなアンプルを取り出す。

　無表情のまま、子どもは咲夜に向かって歩き出す。

　アルベルトが顔を歪ゆがめて膝を折る。よろめいたアルベルトの体を支えるようにして重さを感じた。咲夜の喉のどは、そこでようやく声を発することを思い出した。

「アベル…っ！」

　彼女より頭ひとつ高い位置にあるアルベルトの目線ががくりと沈む。咲夜はそれを支えようとして失敗し、一いつ緒しよに膝をついた。

　自分より背が高いアルベルトは自分より重いのだという当たり前のこと。どんなに体を鍛きたえても、自分の力は人間の域を出ず、こんなときなのに彼を支えることもできないということを、咲夜は思い知らされる。

　硬かたいものが転がる音が研究室から聞こえた。

　何か起こったらしいと、左腕から這はい上がってくるざわざわとした感かん触しよくに顔を歪めながらアルベルトは思った。細さい胞ぼうを搦からめ捕とって飲み込んでいくようなおぞましい感覚が体力を奪うばい、体を支えていられなくなる。

　咲夜が自分を支えようとするが、体格の差があってかなわない。彼女の震えが伝わってきた。アルベルトは、血の気の失うせた咲夜の横顔を一いち瞥べつし、アンプルを持ったジークを睨んだ。

　これによくもこんな顔をさせたなと、怒いかりが胸の奥にふつふつと生じていく。

　彼女の叫びを聞きつけたトーゴとレニが駆かけ込んでくる。

「咲夜！　何があった!?」

　咲夜は頭を振る。彼女の耳じ朶だに、皮膚が硬化して変質していく不気味な音が突き刺さる。

「フェアヴァンドルング…！」

　レニが悲鳴のような声をあげる。ケッツァーの牙を受け、闇やみに転化されたのか。

　こんな小さな子どもをと、レニの胸の奥が氷を抱かかえたように冷えていく。

　咲夜とアルベルトにふらふらと向かってくるジークを、素す早ばやく回り込んだトーゴが押さえ込む。するとジークは恐おそろしい声を上げた。

　アンプルの先を折り取って、ぎざぎざの切り口を、振り上げる。

　子どもとは思えないような凄すさまじい力で暴れだしたジークの手から、トーゴはアンプルを無理やり奪い取ると誰だれにもかからない場所に投げ捨てた。ガラスが砕くだけ、薬剤が飛び散る。

「レニ！　こいつを押さえろ！」

「はい」

　青ざめたレニにジークを引き渡わたし、トーゴはアルベルトの傍かたわらに膝をついた。彼の腕うでは瞬く間に硬化していく。服の上から触さわって確かめると、すでに上じよう腕わん部にも石化が進行していた。

「中和剤ざい…！」

　研究室にあったたくさんの液体。あのどれかが中和剤のはずだ。

　咲夜が弾はじかれたように身を翻ひるがえし、モルモットたちの部屋を飛び出す。

　床一面に散った血の臭しゆう気きがむっとたちこめていた。

「なに…？」

　一いつ瞬しゆんの混乱に襲おそわれて立ちすくんだ咲夜の視界に、いままさに研究室を出ようとしている男の、血に汚よごれたジャケットが掠かすめた。

　さっき研究室から聞こえた騒そう音おん。トーゴの武器は大刀。

　ふたつが瞬時に結びつく。

　白いジャケットの男が肩かた越ごしに咲夜を振ふり返った。真しん紅くの双そう眸ぼうが咲夜を射い貫ぬく。

　ジークの首に刻まれたふたつの牙きばの痕。振り向いた顔は乗船時に笑え顔がおで迎むかえてくれた副船長のもの。

　咲夜は銃じゆうを構え、叫んだ。

「ケッツァー！」

　銃を構える咲夜のコートの内側に銀色の光を見て、彼は瞠どう目もくした。

　銃声が響ひびく。ケッツァーの背中左側に食い込んだ弾だん丸がんは、男の体をドアの外に押し出す。

　転がったケッツァーは、残る力を振り絞しぼって鉄のドアを閉め、鍵かぎをかけて咲夜たちを研究室に閉じ込めた。

　ケッツァーはそのまま通路を這い、弾丸の与あたえる灼しやく熱ねつの痛みに顔を歪めながら、壁かべを探す。

　少しずつ体が崩くずれはじめているのを感じる。あの小こ娘むすめが自分に打ち込んだのは、ヴァンピーアを殺すための銀の弾丸か。

「イェー…ガー……あんな…小娘、が……」

　彼が始末したあのマーメイドのように、刺し客かくとして送り込まれるのは、ただのクラーンだと高を括くくっていた。彼女のコートの内側に、クラーンの証あかしである銀のブローチを見るまでは。

　あれは、クラーンの上層のものにしか与えられないという、紋もん章しようのブローチ。そして、あれを持つ者は、クラーンを離り反はんしたケッツァーを狩かるイェーガーの資格を有するのだ。

　プラスチックの蓋ふたでカバーされたスイッチをようやく見つけ、彼は凄せい絶ぜつに笑った。

　イェーガーを道連れにできるなら、ここで死ぬのも悪くない。

　エンジンルームの火災はいずれ燃料タンクに引火し、船は沈しずむ。研究データは既すでにクライスに引き渡されている。この研究施し設せつが失われても、クライスの痛手にはならない。

　研究室に閉じ込められたイェーガーたちは、あの研究施設を薬やく剤ざい開発のためだと思っているだろう。それでいい。

　ナハバールたちに夢を見せる純白の船体は海の藻も屑くずとなる。その真の姿を虚きよ構こうの夢の中に閉じ込めて。

　プラスチックカバーを割りながら、ケッツァーは小さく笑った。

　ナハバールとは、クラーンが人間たちに対して使う呼こ称しようだ。とうに捨てたはずの、クラーンの。

　ケッツァーは、赤いボタンをなんとか押し、そのまま音を立てて崩れる。

　その砂の上に、分厚い鋼鉄の防水シャッターが重い音を立てながら落ちた。










　重く響いた音がトーゴの耳朶を打つ。振しん動どうが船底を揺らし、石化した動物たちや檻おりがずずっと滑る。

　檻の横に置かれていた箱も振動を受け、箱の蓋ががたんと音を立ててずれる。

　何気なく箱を見たトーゴは、その隙すき間まから、小さな手が飛び出ているのに気づいた。

　目を見開き、箱の蓋をはずす。

　中には六歳程度の幼い少女が横たわっていた。肩かたに届く程度の髪かみは蛍けい光こう灯とうの白い光を受けてきらきらと輝かがやく。白磁の肌はだは血の気がなく、小さな唇くちびるも真っ白だ。

　胸は僅わずかに上下している。ささやかな呼吸があることを示しているのだ。

　絶句するトーゴの前で、少女の閉じられていた瞼まぶたがかすかに震ふるえた。

　そして、のろのろと開かれた瞼の下から覗のぞいた瞳ひとみの色に、トーゴは息を詰つめた。

　一方、ケッツァーを撃うった咲夜は、キャビネットに並ぶフラスコの液体と、残された資料をつき合わせていた。

「どれが中和剤よ!?」

　重なっていたデータのファイルを散らして、引き出しのなかもひっくり返す。

　アルベルトの石化はこの間にも進行していく。

　どくどくと早はや鐘がねを打つ心臓の音がうるさい。頭に血が上っているのに、指先は震えてさっきから冷たくて、うまく動かない。

「……っ！　あたしの、バカ…！」

　どうして気づかなかった。こんなところに子どもがひとりいて、怪あやしいと思わなかったのは咲夜のミスだ。

　母親と思おぼしき女性の声を聞いていたから、親とはぐれてここに迷い込み、転がっているたくさんの石化した動物たちを見て恐きよう怖ふで動けなくなってしまったのだと、勝手に思い込んでしまった。

　よく考えれば、怪しい点はいくらでもあったのだ。

「落ち着け、あたし、よく考えるのよ」

　ここにある薬剤は石化剤と中和剤かもしれないが、ただの試薬である可能性もある。ここで闇やみ雲くもに探すより、一刻も早く邸やしきに戻もどって、霧きりの森の魔ま女じよに中和剤を作らせる。

　震える全身で何度も深呼吸をして、咲夜は頭かぶりを振った。

　大だい丈じよう夫ぶだ。シュトラントヴァルトの村人たちも、霧の森の魔女が作った薬で全員元に戻った。

「急いで、ここを出なきゃ……」

　深夜にはリヴァイアサンがこの船を沈める。ノルウェー海かい盆ぼんの底に、七つの頭の古いにしえの獣けものがこの純白の箱はこ舟ぶねを引きずりこむ。

　たとえ咲夜たちが中にいても、リヴァイアサンは時間通りに動くだろう。

　もしいまアルベルトが完全に石になってしまっても、タイムリミットを過ぎなければ、必ず元に戻せる。

「大丈夫よ、絶対」

　自分に言い聞かせて、咲夜は研究室を見回した。ここに残されているデータは、いずれ何かで必要になるかもしれない。持ち出せる分は持ち出して、父に渡すべきだろうか。

　手近にあったファイルを摑つかむと、綴とじられていなかったプリントが散らばった。

　それを拾った咲夜は、プリントに手書きで記入され、丸で囲まれた単語に目を留める。

「……小さい子クライン？」

　数値と記号を見ると、子どもの身長と体重を表しているようだ。その横に「１１９」の数字。

　なんとなく気になって、拾ったプリントとファイルを抱かかえ、奥の部屋に戻る。

　入り口で咲夜は立ち止まった。

　小さな子どもが、アルベルトの傍らに立っていた。

　六歳くらいの女の子だ。少しくせのある金色の髪は肩に届く程度の長さで、病院に入院している患かん者じやが着るような白い服をきている。

　袖そでから覗く手首も、裾すその下に出た足首も、まるで枯かれ木のように細い。色のない頰ほおは肉が削そげて、ずっと食事を与えられていないようにやせ細っている。

　少女はアルベルトを見下ろしていた。その瞳は恐おそろしく深い青。

　咲夜はその瞳の色を知っていた。グレーテルと同じ。そして、ブラオの光の中に映し出されたステンノと同じ。

　アルベルトはもう起きていることができず、仰あお向むけに横たわって荒あらい息をついている。

　首くび許もとまで石化が起こっているのを認めて、咲夜は抱えたファイルを握にぎり締しめた。

「トーゴ、アベルを連れて、早く…」

　ふいにトーゴは手を挙げて咲夜を制した。困こん惑わくした咲夜がレニに視線をやると、散々暴れて力を使い果たしたジークを捕ほ縛ばくしたまま、彼女は小さく頷うなずく。

　アルベルトを見下ろしていた少女は、視線を滑すべらせ、トーゴの持つ大刀に目を留める。

　少女は、傍かたわらのトーゴを見上げると、再びアルベルトを見下ろした。

　トーゴは大刀鬼おに丸まるを鞘さやから抜ぬくと、その切っ先で少女の右頰に傷をつける。

「トーゴ？」

　咲夜は目を見開き、アルベルトの傍らに片かた膝ひざをつく。

「何をするの、その子は…」

　肉の削げた少女の頰を見た咲夜は、そのまま言葉を失った。

　うっすらと、幾いくつもの傷きず痕あとが白く残っている。トーゴのつけた新しい刀傷から一筋の血が流れて、少女はそれを指で拭ぬぐい取ると、アルベルトの唇に落とした。

　一ひと滴しずくの血がアルベルトの口の中に落ちる。

　と、次の瞬しゆん間かん、彼は目を見開いて大きく体を反らした。

「……っ！」

　不自然に鼓こ動どうが跳はね、全身の細さい胞ぼうが沸ふつ騰とうして灼熱に変わる。

　首をかきむしるようにもがいていたアルベルトは、やがてふっと脱だつ力りよくして動かなくなった。

「アベル!?　アベル、しっかりして！」

　すがった咲夜は、彼の腕うでが先ほどとは違ちがってやわらかさを取り戻しているのに気づいた。

　息を呑のんでトーゴを見上げ、少女を見つめる。

　咲夜は、彼女の背せ丈たけがいま抱えているファイルの中にあったプリントに記されていた数値と同じくらいであることに気づいた。

　金色の髪と、神秘の青と呼ばれる色の瞳をした、小さい子。

「……クライン…？」

　思わずこぼれたつぶやきに、少女は瞳を震わせる。次の瞬間、彼女はがくりとくずおれた。

　その小さな体を抱だき上げて、意識を失った少女の面おも差ざしを見つめたトーゴが、抑よく揚ようのない語気で告げた。

「……エクシールは、お前たちになんと言った？」

　どくんと、咲夜の鼓動が跳ねる。

　ステンノが伝えてきたという言葉。

　──この世の災さい厄やくが、箱舟アルシエに眠ねむっている

　トーゴは、檻の横にある黒い箱を一いち瞥べつした。

「あの中に、いた。───眠っていた」

　このマリー・クリスティーネ号の最下層で。箱舟の一番下で。

　咲夜は唐とう突とつに、神話で伝えられる箱の話を思い出した。

　この世のすべての災厄をしまった箱を、ひとりの女が開けてしまった。しかし箱の一番奥底に、残るものがあった。

　希望だ。

　石になったアルベルトを救ったのは、間ま違ちがいなくこの船の最奥に眠っていた少女、クライン。

　咲夜の全身が震えた。

「……クライスは……ステンノに、何をしたの…!?」

　その問いに答えられるものは、この場にはいない。クラーンにもおそらくいないだろう。

　エクシールは知っているのだろうか。

　様々な疑問が渦うず巻まく。何をどう考えても、答えは出ない。堂々めぐりだ。

　呆ぼう然ぜんとする咲夜の耳に、船の外がい壁へきがきしむ重い音がふいに突つき刺ささった。

　ボストンバッグのポケットから腕うで時ど計けいを引っ張り出したレニが青ざめる。

「あと三十分で船が沈しずみます」

　リヴァイアサンが船全体を抱え込み、じわじわと締めつけているのだ。

「俺たちも行くぞ、時間がない」

　クラインを抱えたまま、トーゴがアルベルトの腕を摑む。と、アルベルトはその腕を払はらい、自分で起き上がった。

　咲夜が顔をくしゃくしゃにする。

「アベル」

　大丈夫だと唇くちびるを動かして立ち上がったアルベルトは、しかしふらりとよろめいた。

　咲夜がその腕の下に体を滑り込ませる。

　クラインを抱いたトーゴを先頭に、ジークを抱えたレニ、アルベルトに肩かたを貸した咲夜がつづく。研究室に残るたくさんの動物たちは、この船とともに水底に沈み、やがて水圧で砕くだけて消えるのだ。

　トーゴがキャビネットの中に並んでいた試験管とアンプルを取り出し、そのへんにあったプリントで何重にも包んでポケットに入れる。

　中身がどういう構造であるのか、調べる必要がある。時間も機材もなくフラスコの中身までは手が回らないが、ないよりはいい。

　ドアには鍵かぎがかかっていた。

「ケッツァーか……」

　物ぶつ騒そうに呟つぶやいたトーゴは目をすがめると、やおら足を振ふり上げてドアを蹴けり破った。

　蝶ちようつがいが外れて吹ふっ飛んだドアが、蹴られた箇か所しよで折れ曲がっている。

　子どもをフェアヴァンドルングに仕立て上げ、自分たちを閉じ込めたあのケッツァー、あの場で止とどめを刺すのだった。

　悔くやむトーゴに、後ろから咲夜が告げる。

「あたしがしとめた」

「そうか。ならいい」

　アルベルトの仇かたきの分を上乗せした弾だん丸がんを喰くらったなら、もう生きてはいないだろう。咲夜のＭ36にこめられた弾丸はクラーンの特別製だ。

　上層に登る階段に向かおうとした一同は、防水シャッターに阻はばまれた。

「これは…！」

　そういえば、さっき重い音がしていた。あれは防水シャッターが閉まる音だったのか。

　シャッターは水圧に耐たえられるだけの厚さを備えているはずだ。果たして破れるか。

　拳こぶしの甲こうで叩たたいて、反はん響きようで厚さを確かく認にんする。かなり厚い。

　いくらヴァンピーアでも、この壁かべを素す手でで破るのは無理だ。

「ほかに道は？」

　咲夜は後方に視線を走らせる。研究室の先は行き止まりだ。ここに来られるのはごく限られたものだけだったのだろう。

　副船長だったケッツァーがひとりで管理していたのかもしれない。研究者たちは乗船客を装い、長期クルーズに出てしまえば、バカンスのふりをしながら誰だれにも邪じや魔まされることなく研究に没ぼつ頭とうできるというわけだ。

　完成してから二ヶ月しか経たっていないのにあれだけの実験が行われた。もともとあった機材や薬品をここに移動させ、世界中どこでも持ち運べるようにする目的があったのかもしれない。

　シャッターの下に灰が散っていることに、咲夜は気づいた。そして、壁かべ際ぎわに潰つぶれた銀の弾たま。狩かりは間違いなく成功した。

　みしみしと船体がきしむ。

「レニ、残り時間は」

「あと十五分です」

　最下層からデッキに出るまで全力で駆かけても十分はかかる。石化が解けたばかりのアルベルトはまだ回復しきっていない。

「……まさか、出番があるとは思わなかったな」

　咲夜は息をつき、アルベルトを壁にもたれさせて、レニを振り返った。

「レニ、あれ出して」

　彼女は瞬またたきをして、にっこりと笑う。

「はい」

　ジークを下ろし、背負っていたボストンバッグを置いてファスナーを開ける。

　バッグの中には、手しゆ榴りゆう弾だんがいくつかと黒いケースに入った筒つつのようなもの。

　ケースを開けて咲夜が取り出したものを見たトーゴは、さすがに呆気にとられた。

「……おいおい、そんなものを使えるのか」

　咲夜がセットしているのは、Ｍ72ＬＡＷ。いわゆるロケットランチャーだ。

「まだ実戦経験はないんだけど、当てるだけならなんとか」

　いざというときのためにカールが持たせたロケットランチャーは66口径、重量２．５kgの使い捨てだ。カールとしてはＲＰＧ－29を推すい奨しようしたかったらしいが、あまりにも重量があり咲夜が使うのは無理だと判断して諦あきらめた。ちなみにＲＰＧ－29の別名は『ヴァンピール』という。

　シャッターとの距きよ離りをとり、Ｍ72ＬＡＷを肩に担かついで狙そ撃げき体勢をとった咲夜は、全員に壁によるよう告げた。

「後方爆風バツクフアイアがあるから気をつけて」

　ふいにアルベルトが、コートを脱ぬいで咲夜の頭にかけた。

　ロケット発射とともにランチャーの後方から吹き出る炎ほのおで、咲夜の長い髪かみが焦こげないようにという配はい慮りよだ。

「ありがと、アベル」

　頷うなずくアルベルトの指はまだ少し動かしにくそうだ。

「じゃあ、行くわよ」

　照準をシャッターに合わせ、咲夜は発射ボタンを押した。




　　◆　◆　◆




　救命ボートに乗って、沈みかかったマリー・クリスティーネ号を震ふるえながら見守っていた乗客は、船内でまたもや大きな爆ばく音おんが轟とどろいたのを聞いた。

「燃料タンクが引火したの…!?」

「船からもっと遠ざかれ、沈ちん没ぼつに巻き込まれるぞ」

「ああ、神様…！」

　青ざめて泣き出す者、恐きよう怖ふを苛いら立だちにすり替かえてクルーを責める者、何もかも諦めた顔で手を組み天に祈いのる者。

　一方、デッキでは最後のボートが下ろされようとするのを、マクシミリアンが止めていた。

　彼は半はん狂きよう乱らんで泣き叫さけぶ若い母親をずっと羽は交がい絞じめにしていた。

「放して、放して！　ジークがまだ中に、助けに行かせて！」

　髪を振り乱して叫ぶ母親を、クルーたちに任せて、マクシミリアンは父に手を貸して救命ボートに乗り込んだ。

　年老いた父は青ざめて震えている。

「お父さん、大だい丈じよう夫ぶです。救助もすぐにきますから」

　マリー・クリスティーネ号には莫ばく大だいな保険をかけてある。賠ばい償しよう金はそこから支し払はらうことになるだろう。
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「信用は、僕が頑がん張ばって取り戻もどしますから。……お父さん、どうしたんですか？」

　血の気の失うせた顔でがたがた震えるオットーは、やがて両手で顔を覆おおった。

　くぐもったうめきが指の隙すき間まからこぼれる。

「……クラーンが……」

　低いうめきは波の音にかき消されて、マクシミリアンには良く聞こえなかった。

　マリー・クリスティーネ号が大きく傾かたむく。もう限界だ。

「乗客は全員ボートに乗ったか？」

　最後まで残っていた船長に問われて、クルーが顔をゆがめながら答えた。

「まだ、五名ほど船内に残されているようです。それと……副船長の姿がどこにも見当たりません」

　マリー・クリスティーネの航海が始まってからまだふた月ほどだが、副船長は人望があり、彼もまた頼たよりにしていた。時々怖こわいほど勘かんが当たる男だったが、この船の惨さん事じはさすがに予測できなかったのだろう。

　月のない夜だ。ボートにはそれぞれライトが備え付けられている。光源はそれのみで、避ひ難なん時の食料は少ししか用意されていない。

　このあたりはノルウェー海でも一番水深がある海域だ。

　船せん尾びが沈しずみはじめたとの報告をクルーから受けた船長は、決断を下した。

「ボートを下ろせ。これ以上は、待てない…！」

　最後のボートが着水し、全速力でマリー・クリスティーネ号から遠ざかる。

　夜よ闇やみの中、少しずつ沈んでいくマリー・クリスティーネは、船長にとって初めて自分が全責任を負う立場についた船だった。

　クルーズ船としては小こ柄がらな純白の船体は、快晴に恵めぐまれた進水式で、青い海と青い空にとてもよく映はえた。

　名だたるクルーズ船のどれよりも、この船が世界で一番美しいと彼は信じていた。初出航前夜は取って置きのワインをあけて乾かん杯ぱいし、海の神に無事を願ったものだ。

　ああ、と彼は目を閉じた。

　そういえば、今回の航こう海かいに出る前は、それをしなかった。マクシミリアンのバースデーを祝うパーティーに不備があってはならないと、乗船客から不満が出ないように設備のチェックも入念に行い。

　船長はそちらにばかり気をとられ、大事な儀ぎ式しきを怠おこたってしまった。それをいま思い出した。

　だから海神が怒おこったのかもしれない。その報むくいとして、美しいマリーを奪うばっていくのかもしれない。

　沈み行く船は、彼の希望を形にしたものだった。乗船客のこぼれるような笑え顔がおを乗せて海をすべる箱はこ舟ぶね。その夢は、彼の前でゆっくりと波に飲まれていく。

　闇の中に、波間に、船せん影えいが消えていく。

　彼らが想像していたよりずっと、沈没は静かだった。

　言葉もなくマリー・クリスティーネの最後の姿を見つめていたクルーは、持っていた無線機が発した雑音混じりの言葉に目を輝かがやかせた。

「船長、残っていた乗客五名が発見されたそうです」

　アンティークのワードローブとトランクに摑つかまって揺蕩たゆたっていたという。近くを通った救命ボートに引き上げられて、ずぶ濡ぬれの体を毛布にくるんで震えているそうだ。

「奥さん、息子むすこさんも無事です。ベルンシュタイン家のご子息が、流されないように抱かかえていらしたそうです」

　船の沈んでいく様を呆ぼう然ぜんと見ていた若い母親は、それを聞くなり激しく泣き崩くずれた。

　マクシミリアンは目を瞠みはってクルーに問いただす。

「ベルンシュタイン家？　あの家の人間は、全員無事か…!?」

　そのようですと答えたクルーは、社主の息子が青ざめた顔で安あん堵どの息をつくのを見た。
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　フェアヴァンドルングと化した少年ジークは、咲夜が革かわケースに予備として入れておいた金の弾だん丸がんを傷きず痕あとの真ん中に撃うち込み、無事に環界ツアラツクさせた。

　防水シャッターを破は壊かいして階段を駆かけ上がったときにはリヴァイアサンは既すでに船を水に引き込みはじめており、救命ボートはもうすべておろされているだろうと思われた。

　このままでは船と一いつ緒しよに海に沈む。

　そのとき咲夜は、船室のテラスに出しておいたワードローブを思い出した。

　彼女たちの船室は船首に近かったので、まだ浸しん水すいしてはいない。

　ワードローブの中のものを全部出し、二振ふりの日本刀と、毛布にくるんだクラインを詰つめ、しっかりとふたをする。

　船の周辺には念のために待機していたマーメイドたちがいた。トーゴは、長時間閉めていると酸素がなくなるので、自分たちが救出されたらすぐに水からあげてワードローブを開けてくれと彼女たちに頼たのんだ。

　乗船客もクルーも、ナハバール全員の無事が確かく認にんされたとシルフからささやかれ、ずぶ濡れでがたがた震えながら、咲夜は心から安堵した。

　救助要よう請せいを受けたノルウェーの救助隊が到とう着ちやくしたのは、それから一時間後。

　脱だつ出しゆつの際に足をくじいたり、寒さで風邪かぜを引いてこじらせた者が数名いたものの、それほど大事には至らず。数日後には回復してドイツに全員が帰国。

　事故としては大きかったが、行方ゆくえ不明者が一名だけという奇き跡せきのような結果に終わった。
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　マインツ邸ていの一室から、こわばった面おも持もちのグレーテルが出てくる。

　廊ろう下かで待っていた咲夜は、彼女にそっと尋たずねた。

「様子は、どう？」

「随ずい分ぶんやせて弱っているようですが、おそらく大丈夫でしょう」

　そうして老婦人は、うつむいて肩かたを震わせた。

「……ステンノの面差しがあります。あの子は、いったい…」

　咲夜は頭かぶりを振ふる。両頰ほおの血に、ゴルゴン三姉妹のものと同じ効力を持つ謎なぞめいた子ども。

　箱舟に眠ねむっていた災さい厄やくを奪ってきてくれと頼んできたエクシール。いずれ彼に訊きかなければならないだろう。

　ステンノに何があったのか。

　息をついた咲夜がリビングに戻ると、レニとアルベルトがくつろいでいた。レニは三人にん掛がけのチェアでレース編みをしており、アルベルトは本を読んでいる。

　暖だん炉ろの前の敷しき物ものに座ったアルベルトの隣となりに腰こしを下ろして、彼の指がちゃんと動いているのを見てなんとなくほっとする。

　気づいたアルベルトが、咲夜の前に手を出して、指を動かし、大丈夫だと示して見せた。

　そこに、ティーカップとティーポット、幾いくつかの焼き菓が子しを並べたプレートをワゴンに載のせたルイが入ってくる。

「皆みな様さま、お茶をどうぞ」

　淹いれたての紅茶がカップに注がれる。ベルガモットの香かおりがかぐわしい、グシュヴェントナーのアールグレイ。

　咲夜が一番好きなお茶だ。

　程ほどなくして下校途と中ちゆうの東條要がやってきた。

「あ、司堂。みんな無事でよかったー」

　咲夜たちの顔を見て、要は顔をくしゃくしゃにする。

　マリー・クリスティーネ号沈ちん没ぼつのニュースに、要は息を呑のんだのだ。

　うわ、確かこの船って。本当に沈んだ、うわああああああ。

　という内心の叫さけびは家族たちには決して聞かせられなかったので、彼は耐たえた。耐えに耐えて、散歩と称しようしてベルンシュタイン家に向かい、ルイの許しを得て庭の奥の森でようやく大声で叫んだ。

　ここまで我が慢まんしていた分を一気に吐はき出した要はどっと疲ひ労ろうし、ルイが淹れてくれたお茶をずるずるすすってなんとか落ち着いたのだった。

　テーブルに用意された焼き菓子は、先日と同じ種類だ。

　咲夜は手をのばしてフィナンシェをつまむと、ルイに尋ねた。

「あとどれくらい残ってる？」

　ルイの目線が天井に向けられる。

「……たぶん、一週間ほどで、片づくと思います」

　咲夜はふうと息をつく。まだそんなにあるのか。

　焼きたてのお菓子が食べたいが、冷れい凍とうしてあるものがなくなるまではグレーテルは作ってくれないだろう。

「要、まだまだたくさんあるから、今日持って帰って。遠えん慮りよはいらないわ」

「そうなのか？　じゃあ、ありがたく」

　要は咲夜たちが、グレーテルの作ったキッシュを平らげるのに苦労したことを知らないので、おいしいお菓子をもらえることに素す直なおに喜んでいる。

　そこに、ロード・スケルトンが入ってきた。

　ドアのところで足を止めたロードは、諸もろ手てを広げて眼がん窩かの奥を輝かせた。ように、要には見えた。

「おお、戻もどったか、オネスティ」

「オネスティ？」

　きょとんと繰くり返したのは要で、呼びかけられた当人は目を輝かせて立ち上がる。

「マイ・ロード！」

　かぎ針とレース糸をチェアにおいて小走りに駆け寄り、咲夜たちがずっとレニと呼んでいた少女は、骸がい骨こつ騎き士しを見上げて嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「マイ・ロード。長い間不在にしてしまい、申し訳ありませんでした」

　ついと膝ひざを折る少女に首を振り、かぶっていたコカールをとったロードは慈じ愛あいに満ちた眼まな差ざしを向けた。ように要には見えた。

「何を言う。クラーンの大事とあっては致いたし方のないこと。それよりも、どこか怪け我がなどはしなかったか。ノルウェーの海は冷たかろう、ずっと案じておったのだぞ」

　少女は目を潤うるませて首を振る。

「そんな…。勿もつ体たい無いお言葉でございます、マイ・ロード。私こそ、要の護衛にお供できず、お疲つかれになってはいないかと、そればかりが心にございました」

　東條要は、目をしばたたかせた。

「……はい？」

　思わず、敷物に座った咲夜とアルベルトを一いち瞥べつし、それからルイと、入ってきたグレーテルを順じゆん繰ぐりに見る。

「要、行ぎよう儀ぎ悪わるい」

　咲夜に指し摘てきされるまで、要は自分が少女を指差していることに気づいていなかった。

　要の胡う乱ろんげな視線が少女の背に注がれているのに気づき、ロードは彼女に振り返るように促うながした。

　華きや奢しやな容姿の少女は、はにかむように笑う。

「要にも、迷めい惑わくをかけてしまったと思います。申し訳ありませんでした。明日からはまたロードとともにお供いたしますから」

「オネスティ、飼い葉と水を用意しよう。そろそろ元に戻り、くつろぐがいい」

「はい」

　頷うなずいた少女は一同にぺこりと頭を下げると、くるりと身を翻ひるがえしてリビングを出て行く。ロードがそのあとに泰たい然ぜんとつづいた。

　啞あ然ぜんとした要を、窓辺に移動したルイが手招きした。

　駆かけ寄って外を見ると、真新しい飼い葉桶おけと水が用意され、少女は両頰に手を当ててきらきらと目を輝かがやかせる。そして、ロードに一礼すると、体をぶるりと震ふるわせた。

　華奢な肢し体たいが消え、代わりにホースコートをまとった骸がい骨こつ馬が現れる。

「………………」

　ぽかんと口を開けた要の耳に、咲夜が教える。

「あの子はロードの馬よ。ペレニアル・オネスティ」

「トーゴのパートナーに、ほかに適したクラーンがいなくてな」

　ラケルを連れて行くという選せん択たくははなから除外。グレーテルは心情的に難しく、ほかのクラーンに要請をかけたとしても、応じてくれる可能性は著いちじるしく低い。

　仕方なくカールは、ロード・スケルトンに頼たのんだ。愛馬オネスティを少しの間貸してもらえないだろうかと。

　ロードは答えた。オネスティが受けるなら。

　オネスティは答えた。マイ・ロードのお心のままに。

　かくして、オネスティは人型になり、レニという呼び名で咲夜たちに同行したのである。

　彼女は滅めつ多たに人型にならないので、人ならざるモンスターの気配を隠かくすことに慣れていなかった。それゆえに、ケッツァーに正体を察知されてしまったのだ。

　マリー・クリスティーネ号の研究室にあったたくさんの薬やく剤ざいは海に流れた。

　海水で薄うすめられた薬はどうやら効力を失ったようだと、カールはマーメイドたちから報告を受けている。

　脱だつ出しゆつ間ま際ぎわに持ち出したサンプルは、霧きりの森の魔ま女じよたちの手にゆだねた。近く、分ぶん析せき結果が出ることになっている。

「馬はやっぱり女だったのか……」

　呟つぶやいた要は、彼女が編んでいたレースに目を留めた。

「器用なもんだなぁ。馬なのに」

　骸骨馬なのに。

　しげしげとレースを眺ながめていた要に、彼の分の紅茶を用意しながらグレーテルが笑う。

「それは、不在にしたお詫わびにロードに差し上げる飾かざりベルトだそうですよ」

「へえ……」

　完成したレースのベルトをロードが締しめているところを想像する。その隣には嬉しそうな骸骨馬。なんとなくだが、少女の姿ではなく馬。

　要にカップを渡わたしたグレーテルは、思い出した顔で咲夜を振ふり返った。

「そういえば、咲夜様」

「うん？」

　フィナンシェをくわえた咲夜が顔を上げる。グレーテルはエプロンのポケットから一通の封ふう書しよを出し、首を傾かたむける。

「こちら、カーンの御おん曹ぞう司しから、先ほど届きました」

　咲夜が渋じゆう面めんを作る。ブリンクラインからは正式な謝罪をもうもらっている。多額の賠ばい償しよう金が払はらわれることで決着がなされているのだ。

　要は、珍めずらしいほど渋しぶい顔をする咲夜の横で、彼女以上に険しい顔になったアルベルトがすうっと目を細めたのを見た。

　見てはいけないものを見た気がして、要は無言で紅茶をすする。

　ルイの淹いれた紅茶だ。グシュヴェントナーのアールグレイで、砂糖はなし。ああおいしい。

　咲夜は一応封書を受け取り、封を切って中をざっと確かく認にんした。

　怖こわい思いをさせてすまなかったという詫び状だった。追つい伸しんとして、いつか心が変わることもあるかもしれないよという一文。

　咲夜は黙だまってそれを封ふう筒とうに戻すと、グレーテルに渡した。

「いらないから、処分しておいて」

「いいんですか？」

「いいの。ただのお詫び」

　自分だけに個人的にあててきた手紙を、嬉しいとは思わない。あの事故では乗客全員が恐おそろしい思いをした。どうせ出すなら、後こう継けい者しやとして全員に手書きの謝罪文でも送ってみろと、思ってしまう。

　もっともそれは、クラーンの意向で起こされた事故に対する憤いきどおりを、形を変えてマクシミリアンにぶつけてしまっているだけだという自覚も、咲夜にはあった。

　複雑な思いを抱かかえて息をつく咲夜の頭を、アルベルトがぽんと叩たたく。あたたかい指にほっとする。

　ざわついていた胸の奥が静かに凪ないだのを感じて、咲夜は唇くちびるを引き結ぶと立ち上がった。

「よし。トーゴに鍛きたえてもらいにいってくる」

　今度こそ一いつ矢し報むくいる。

　髪かみを結んで張り切って出て行く咲夜を見て、息をついたアルベルトが立ち上がる。彼とて悔くやしさを抱えているのだ。

　万ばん全ぜんのトーゴから一本取れるようにならなければ。そして、咄とつ嗟さのときに自分の身を盾たてにするのではなく、自分も無事でいられるように。

　二度とあんな顔をさせてたまるかと、アルベルトは胸の中で唸うなった。
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　やわらかいベッドに横たわっていた少女は、ふいに瞼まぶたを震わせた。

　静かに目を開けると、見慣れない天てん井じようが視界に飛び込んでくる。

　レースのカーテンを通った陽ひ射ざしは柔やわらかく、ベッドの上に落ちていた。

　彼女はゆっくりと瞬またたきをした。

　右みぎ頰ほほにそうっと触ふれる。柔らかいガーゼの感かん触しよくに、彼女は驚おどろいて息を詰つめた。

　ここはどこなのだろう。

　横になったまま部屋を見回す。優やさしい色合いの調度品があたたかみを感じさせる品の良い部屋だった。

　ずっと押し込められていたあの狭せまい箱は、どこにも見当たらない。

　息をつくと、激しい疲ひ労ろうがどっとのしかかってくる。

　少女は目を閉じた。

　彼女をクラインと呼ぶ声を聞いた気がしたが、うつらうつらとした眠ねむりの波が彼女をさらっていく。










　エクシールは目を閉じて、もう一度呟いた。

「クライン……」

　クライスのつけた名は、あくまでもただの呼こ称しようなのだということを彼は知っている。

　黄昏たそがれの迫せまった空を見上げて、エクシールは目を細めた。

「ステンノ、すまない。私にはこれが精せい一いつ杯ぱいだ」

　それでもきみはきっと安あん堵どしただろう。古いにしえの友よ。

　ずっと抱えていた大切なものと引き換かえに、彼は友の願いを果たした。

　脳のう裏りに浮うかぶエリアンヌの面おも差ざし。

　彼女はきみのなんだと問うたエクシールに、あのダンピールは答えた。

　絶対の女だと。

「あれを言われたら、引き下がらざるをえないなぁ……」

　それでも、エリアンヌ。私はきみを愛しているよ。

　臆おくすることなく銃じゆう口こうを向けてくる少女の強い眼まな差ざしを思い出し、殺されかけたはずのエクシールは、嬉うれしそうに小さく笑った。







　あとがき







　お久しぶりです、こんにちは。皆みな様さまいかがお過ごしでしょうか、結城光流です。

　いつも読者の皆様からのファンレターでキャラクターランキングを実じつ施ししているわけですが、今回大おお番ばん狂くるわせが起こりました。

　なんと、トップが要くん。次がアベル。次がルイで、主人公咲夜の立場が…。

　頑がん張ばれ咲夜。主人公への応おう援えんよろしくお願いします。




　さてさて、美味おいしい紅茶の淹いれ方、ティーバッグ編なぞを。

　愛用のマグカップなどを用意しましょう。できたら熱湯を注いで、カップをあたためておくのをお勧すすめします。カップがあたたまったらお湯を捨て、ティーバッグを入れます。そこに、沸ふつ騰とうしたてのお湯を注ぎます。沸騰したての熱いお湯であるのが、美味しい紅茶を淹れるための大事なポイント。そして、次がもっとも大切。決してティーバッグを揺ゆらさずに！　できたらお皿などでフタをして、表示されている抽ちゆう出しゆつ時間、そのままおいておきます。ティーバッグから染しみ出したお茶の成分が沈ちん殿でんしているので、ティーバッグで静かに混ぜ、そうっとティーバッグを引き上げます。ティーバッグは一いつ杯ぱい分なので、二杯目を飲みたいときは新しいティーバッグを用意しましょう。

　ついついティーバッグを揺らしてしまいがちなのですが、揺らすとすぐに色は出るけれども、渋しぶみだけの色水で、美味しくない紅茶になってしまいます。ですので、決して揺らさずに！

　ぜひ試してみてくださいね。




　十一月はまるでひとりキャンペーンのようなのです。

　十五日につばさ文庫から出る『初恋ストーリーズキュン[image: ]としちゃう、５つのＬＯＶＥ物語』に、現代版少年陰おん陽みよう師じの新作を書かせていただきました。最初に伺うかがっていたものとはタイトルがちょっと変わりましたが、こちらが正式名めい称しようだそうです。二十日に「その冥がりに、華の咲く　陰陽師・安倍晴明」の連れん載さいが「デジタル野性時代」に掲けい載さいされます。そして、二十五日に角川文庫版『少年陰陽師　六花の眠り』が発行予定です。こちらもどうぞよろしくお願いします。

『モンスター・クラーン　虚構の箱舟アルシエ』いかがだったでしょうか。ぜひ感想を聞かせてください。読者の皆さんからの感想が、何よりの励はげみです。

　それでは、次の話でまたお会いできますように。





結城　光流　　

公式サイト「狭霧殿」http://www.yuki-mitsuru.com
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